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			再臨勇者の復讐譚 ～勇者やめて元魔王と組みます～②

			羽咲うさぎ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　復讐に嗤う

			第一話　揺蕩う生首

			第二話　悪意の爪

			第三話　煉獄迷宮

			第四話　炎熱領域を越えて

			第五話　暴れ猛る炎魔将

			第六話　ここで冒険しないで

			第七話　炎鬼ベルトガ

			第八話　先へ進むために

			第九話　もう二度と、裏切られないように

			幕間　鬼が嗤う

			第十話　次の目的地へ

			第十一話　街道を歩む二人

			第十二話　大地裂く魔腕

			第十三話　オリヴィア・エリエスティール

			第十四話　聞く価値もない

			第十五話　牙剥く悪意

			第十六話　カレン様のために

			第十七話　腐り切った傲慢

			第十八話　人を食い物にしてきたのだから

			第十九話　暗闇から覗く者

			閑話　酒宴の後で

		

	
		
			プロローグ　『復(ふく)讐(しゆう)に嗤(わら)う』

			　

			　――赤い地獄の中で、藻(も)掻(が)き苦しんでいる男がいる。

			　俺はそれを見て嗤(わら)っていた。

			　楽しくて、可笑しくて、愉快で堪(たま)らなかった。

			　こんなに嬉しいことは、世界中を探しても見つからないのではないかと錯覚してしまうほどに。

			「はははは」

			　俺は嗤(わら)う。

			　焼き焦げていく男を見て哄(こう)笑(しよう)する。

			　助けてくれ、と泣き喚く男を嘲(ちよう)笑(しよう)する。

			「自業自得だ」

			　全部全部、自分で蒔(ま)いた種だ。

			　今さら助けてくれなんて、都合の良い話を受け入れられるわけがない。

			「ざまあみろ」

			　やがて男は死に絶えた。

			　苦痛と後悔を顔に貼り付けたまま、黒焦げになって焼け死んだ。

			「はははは！」

			　それを見て、俺は嗤(わら)っている。

			　同時に、何かが欠けていくような音を聞いた。

			「はははははははッ！」

			　気付きながらも、俺は嗤(わら)い続ける。

			　だって俺は、欠けた物を――奪われた物を取り返すためにこうしているのだから。

			　奪われたままでは、どこへ行くこともできないから。

			　だから、俺は嗤(わら)った。

			　いつまでも嗤(わら)い続けた。

			　

			「まず、一人目」

		

	
		
			第一話　『揺(たゆ)蕩(た)う生首』

			　

			　マーウィンを殺した翌日。

			「……」

			　目を覚ますと、びっしょりと汗をかいていた。何か嫌な夢を見ていたような気がする。

			　起床して、洗面所で顔を洗う。疲労が抜けきってないらしく、鏡の中の俺は疲れた表情をしていた。

			　下へ降りると、エルフィは既に起きていた。

			「おはよう、伊(い)織(おり)」

			「……ああ、おはよう」

			「…………」

			　エルフィが、俺の顔をジッと覗(のぞ)き込んでくる。

			「気分はどうだ。落ち着いたか？」

			「……何がだ？」

			　別に気分が悪いわけじゃない。エルフィは何を言っているのだろう。

			「昨日からずっと気を張っているようだったからな。リラックスはできたか？」

			「…………ああ」

			「うむ。ならばいい」

			　そんな会話の後、朝食を摂り、俺達は宿を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、俺達は冒険者ギルドへ来た。『迷宮討伐隊』の審査に参加するためだ。

			　冒険者にならなくても、この試験に受かれば討伐隊に参加することができる。何でも、討伐隊には入りたいけど冒険者登録は面倒だから嫌だ、というわがままな実力者のための制度らしい。

			　合法的に迷宮に入るには、もうこの手段しか残っていない。マーウィンが手を回したせいで、冒険者にはなれなかったからな。

			　まあ、あいつと繋がりのあるギルド職員の名前は頭に入っているからな。いざとなれば脅せばいい。

			　ギルド嬢に応募の申し込みをすると、今日が締め切りだったと言われた。どうやら、かなりギリギリだったらしいな。

			　明日試験を行い、それからすぐに合格者を含めた討伐会議が行われるようだ。

			　エルフィとともに、応募用紙に名前を書いて提出する。

			　冒険者登録の時もそうだったが、記入する名前は『イオリ』と『エルフィ』だ。

			　念のため、偽名にして『アオリ』と『ポルフィ』にしようと提案したのだが、エルフィが凄まじく嫌がったせいで、結局元の名前を使うことになった。

			　応募用紙を提出し終え、受付を後にした時だった。

			「ふん……」

			　冒険者登録の際に戦った、全身鎧(よろい)の男とすれ違った。

			　通り過ぎる瞬間、兜(かぶと)の隙間から、鋭い眼光で俺達を睨み付けてくる。

			「…………」

			　前に戦った時は、それほど強いとは思わなかった。しかし、鎧(よろい)の下から感じた気迫は鋭かった。並みの冒険者が出せる気迫じゃない。

			　一応、警戒しておこう。

			「伊織さん！　エルフィさん！」

			　ギルドから出てすぐ、ミーシャがやってきた。

			　走ってきたのか、息を荒くしている。

			「ありがとうございました」

			　ミーシャは俺達の前にやってくるなり、深々と頭を下げてきた。

			「……どうしたんですか、ミーシャさん」

			　ミーシャが礼を言ってきた理由は分かっている。だが、あれは匿名で行ったことなので、とぼけておいた。

			　換金など足がつかないようにしたから、面倒ごとはそう起きないだろうが。念のためだ。

			「本当に、ありがとうございました」

			　ミーシャはこちらがとぼけていることに気付いたようだが、それでも再び礼を言ってきた。

			「爺さんの傷はもう完璧に治ったよ。念のためにあと一日だけ入院して、明日には退院できるって……！　後遺症も、残らないんだ！」

			　涙を浮かべて、ミーシャはそう言った。

			　連れてきた魔術師は、しっかりと仕事をしてくれたようだな。

			「それは何よりです」

			「うむ、めでたいな」

			　俺達の言葉に、ミーシャは「でも」と首を振った。

			「……魔術師まで手配してもらって、その上、店を立て直す金までなんて。とてもじゃないけど、もらえない」

			「そんなことを言われても、俺達には何がなんだか分かりません」

			　金を返させて欲しいと言ってくるが、とぼけ通す。

			　元々、あれはマーウィンに責任を取らせるために持ってきた金だ。返されても困る。

			　結局、とぼける俺達にミーシャが折れた。

			　ゾォルツの店は、あの金を使って立て直すことにしたようだ。

			　店が直るまでの間は、ゾォルツとニャンメルは冒険者の繋がりでよその鍛冶屋で働くようだ。ちょうど腰を痛めた鍛冶職人がいるようで、その代わりになるらしい。

			「伊織さん、エルフィさん。本当に、ありがとうございました」

			「何のことかは知らんが、その似合わぬ敬語をやめよ。むず痒(がゆ)いぞ」

			「う……あ、あんま敬語とか使わないから……」

			　エルフィの指摘に、ミーシャが顔を赤くする。

			「と……とにかく。この恩は、いつか絶対に返すよ」

			　ミーシャは最後にそう言うと、もう一度頭を下げてから帰っていった。

			「恩はいつか返す……か」

			　その気持ちは本当なのだろう。

			　……少なくとも、今は。

			　けれど自分のためなら、誰もが恩など切り捨てて簡単に裏切る。

			　だからもう、期待などしないと決めたんだ。

			「…………」

			　横からのエルフィの視線は、無視した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミーシャとの会話の後、俺達は屋台で買った料理を食べながら街を歩いた。

			「白身はプルプルと震え、黄身はトロリととろける。不思議な食感に加え、甘じょっぱいタレが卵の味を引き立てていたな。うむ、温泉卵。美味だった」

			　温泉卵を食べたエルフィが、饒(じよう)舌(ぜつ)に感想を語っている。

			　どうやら、よほど気に入ったらしい。魔王なのに、わりと庶民舌なのかもしれない。

			「それで伊織。昨日お前が言っていた『ベルトガ』というのはどんな奴だったんだ？　お前の反応からして、またロクでもない奴みたいだが」

			　料理を食べ終えたエルフィが、歩きながら尋ねてきた。

			「……あいつは、ディオニスの部下だ」

			〝炎(えん)鬼(き)〟と呼ばれる、鬼族の中でも炎の魔術に長(た)けた男だった。ディオニスには及ばないが、それでもかなりの実力者だ。

			　性格に関しては、最低の一言だがな。

			「強い奴には媚(こ)びて、格下にはとことん強気に出る奴だったよ」

			「それはまた、典型的だな」

			「最初に会った時は、俺もかなり絡まれた。力を見せたら、あっさりと手のひらを返して擦り寄ってきたけどな」

			　怒鳴り散らしていたのが一変、ヘコヘコと媚(こ)びてきたのを見て、どう対応したら良いのか困ったのを覚えている。

			　当時の鬼族には同情できる部分があった。だから、嫌な奴だとは思ったが、仕方ないと受け入れていたのだ。

			　今思えば、馬鹿としか言いようがないがな。

			　エルフィとともに、温泉都市の裏路地を進む。一時間以上かけて、目的の物を探して歩きまわった。

			「ここだな」

			　やがて目的の店を見つけた。

			　店の前に立っているいかつい男に話を付けてから、店に入った。

			　マーウィンの書斎で見た資料に、この街の『裏稼業』に関する情報もあった。

			　俺達は今、危険な薬を取り扱っている店にやってきていた。ここは資料で見た店の一つだ。

			　店内には、頭が痛くなるような甘ったるい臭いが充満していた。

			「くさい……」

			　エルフィは顔をしかめ、鼻を摘んでいる。

			「いらっしゃい。……随分、若い客だな」

			　カウンターに立っていた強面の売人が、訝(いぶか)しむように見てくる。

			　現金を見せたら、すぐに下(げ)卑(ひ)た表情を浮かべてきた。『裏稼業』の人間には、金を見せるに限る。

			「『鬼の爪』という薬はあるか？」

			　俺の問いに、売人は目を細めた。

			「……鬼の爪ったぁ、随分と憎い相手がいるみたいだな。あんた、運がいい。ちょうど三日前くらいに手に入れたとこだ」

			　ゴソゴソと棚を漁り、店主が透明な袋に入った粉を持ってきた。ザラザラとした白い結晶で、見た目は砂糖に近い。

			　鬼族が住んでいる地域の近くで取れる、魔素が結晶化した物だ。

			　鬼の爪で間違いない。ラッキーだったな。

			「扱いには気を付けるんだな」

			　売人に金を払い、鬼の爪を受け取る。厳重に封をして、ポーチの奥に閉まっておいた。

			「なぁ、伊織。鬼の爪といったら、たしか毒ではなかったか？」

			　店を出てすぐに、エルフィが鬼の爪に関して尋ねてきた。

			「ああ、そうだ」

			　鬼の爪は猛毒だ。

			　摂取すると、まるで体内で小さな鬼が暴れ回るような激痛を発するため、この名前で呼ばれている。

			　常人が摂取すれば激痛に身動きが取れなくなり、やがては死に至ってしまう。

			　さらに質の悪いことに、この毒を摂取した状態で魔術を使うと、魔力を取り扱う器官が暴走し、肉体が破裂するという恐ろしい効果を持っている。鬼の爪を解毒しようと魔術を使って、死んでしまった魔術師が何人もいるようだ。

			　魔素が結晶化したものであるため、魔力量が多い者や対魔力の強い者は、ある程度効果を抑えられる。

			「……そんな毒をな、俺は仲間面していた奴に飲まされたのさ」

			　リューザスから読み取った記憶の中には、ベルトガの姿もあった。

			　俺をどう殺すかの作戦会議の中で、奴は言っていた。

			『アマツを確実に殺すために、俺様に策がある』

			　その策とやらは、俺に鬼の爪を飲ませるというものだった。

			「……大丈夫だったのか？」

			「幸い、勇者の力があったからなのか、体が怠(だる)いくらいの効果しかなかったよ。疲労が溜まっていたし、体調不良で済ませられる範囲だった」

			「……そうか」

			　この街に来ている魔王軍の手先が、俺の知っているベルトガなのかは知らないが。

			　もしそうなら、この鬼の爪で殺してやろう。

			　お前が先に、俺にこの毒を飲ませたんだからな。

			「……伊織」

			　そんなことを考えていると、エルフィにぽんと肩を叩かれた。

			「なんだ」

			「温泉に行くぞ」

			「なに……？」

			　今の話の流れで、なぜそうなるんだ。

			　エルフィは「わかっていないな、お前は」という表情で言った。

			「せっかく温泉都市に来たのだから、温泉に入らなくてどうする。宿備え付けの風呂は飽きた」

			「あのな」

			「今の宿から、温泉のある宿に変更するぞ」

			「ちょ、おい……！」

			　グイグイとエルフィに引きづられていく。抵抗しても、ビクともしない。

			　クソ、この馬鹿力が……！

			　まったく。

			　本当に、こいつといるとペースを崩されるな……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　温泉都市というだけあって、この街には多くの温泉宿が存在している。エルフィが目星をつけたその一つに、俺は連れてこられた。

			　今日以降の宿泊をキャンセルし、荷物を持ってやってきたのだ。

			「どうだ。なかなか良さそうなところだろう」

			「……ああ」

			　それなりに大きな宿で、清潔感もある。

			「いらっしゃいませ」

			　中に入ると、メイドのような格好をした女将に出迎えられた。宿といったら着物のイメージがあるが、この世界ではほとんどが洋風だ。

			　女将に案内され、フロントへやってきた。

			　女将の説明によると、まず最初に泊まる部屋や、夕食や朝食、温泉の利用をするかなどのメニューを選択しなければならないらしい。

			「一人部屋を二つお願いします」

			「飯は二食付きだ」

			　こいつ、ちゃっかりと飯についての設定をしやがる。

			「温泉のご利用はどうされますか？」

			「ふむ。入浴時に貸し切りにすることはできるか？」

			「貸し切る必要があるのか？」

			「当たり前だ。見ず知らずの人間と一緒に入浴などできるか」

			　まあ、その気持ちは分からなくもないが。

			「申し訳ありませんが、貸し切りはできかねます」

			「む……」

			「ですが、家族浴というのがありまして、こちらなら貸し切りに近い形で温泉をご利用いただけますよ」

			　女将によると、二人以上の客に提供しているサービスがあるらしい。

			　あらかじめ時間が決められているが、その間ならば家族だけで温泉に入ることができるという。

			「うむ、ではそれで頼む」

			「待て。勝手に決めるんじゃない」

			「私は構わんぞ」

			「俺が構うんだよ」

			　貸し切りじゃなくてもいいだろ、と言うがエルフィは譲らなかった。じゃあ別の宿を探すと言っても、「ここがいい！」と駄々をこねやがる。

			　結局、家族浴を利用することになった。

			「……まったく」

			　それから、それぞれの部屋に入った。

			　今日は特にやることもないので、部屋の中でくつろぐことにした。

			　片手で魔術を、もう片手で〝魔技簒奪(スペル・デイイバウア)〟を使って威力の調整を行っていると、ドアがノックされ、女将が中に入ってきた。

			　夕食の時間らしい。

			　既に外にいたエルフィとともに食堂へ行くと、料理が準備されていた。

			「おお！」

			　夕食に出てきたのは、鍋料理だった。

			　肉や野菜を石の鍋に入れ、マグマのような赤色のスープでグツグツと煮込まれている。マグマ鍋と呼ばれているらしい。

			「この辛さがたまらんな！」

			　はふはふと息を漏らしながら、エルフィはマグマ鍋をガツガツと喰らっていく。昼にあれだけ食べたのに、まだ食べられるのか。
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			「……私が多く食べるのには理由があるのだぞ？」

			　俺の視線に気付いたのか、エルフィが抗議するように言ってきた。

			「私の大量の魔力を保持するには、多くのエネルギーが必要なのだ」

			「つまり、他の部位を取り戻していく度に、より大食いになっていくってことか」

			　体がすべて戻ったら、一体どれだけ食うっていうんだ。

			　というか、頭しかないというなら、食った物はどこに行っているというんだろうか。

			　謎過ぎるぞ。

			「……体を取り戻せば、保持にかかるエネルギーを調整できるようになる」

			　心外そうに言いながらも、エルフィはマグマ鍋を食べる手は止めようとしない。

			　食後の温泉卵パフェという変わったデザートまで平らげた頃、ちょうど入浴の時間がやってきた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　家族浴は入れる時間が決まっている。

			　それに、温泉に入るには受付に二人でいかなければならない。

			　受付をした後、俺達はまず脱衣室にやってきた。家族用というだけあって、あまり広くない。

			「エルフィ、とりあえず……」

			「ん？」

			　エルフィの方を向くのと同時に、身につけていた衣服が一瞬で消失した。魔力で身にまとっていた物を解除したのだろう。

			　首を傾げながら、エルフィは裸体を隠そうともしない。

			「……少しは隠せよ」

			「分身体だから恥ずかしくないぞ」

			　パンツじゃないから恥ずかしくない、みたいな言い方をするな。

			「……とりあえず、先に入ってこいよ。俺はここで待ってるから」

			　目を逸らしながら、俺は早く温泉に入れと手を振る。

			「む、なんでだ？　伊織も一緒に入るのだぞ？」

			　だが、エルフィはキョトンとした表情を浮かべて言った。

			「なんでもなにも、当たり前だろ」

			「当たり前ではない。これは家族浴だぞ？　一緒に入るものだ」

			「俺達がいつ家族になったんだ」

			　一人で入るように言うが、エルフィは首を縦に振らない。

			「お前、私とは風呂に入れないというのか!?」

			　そう言ってるだろ。

			「いーいーかーら！」

			「お、おい……！」

			　裸のまま、エルフィがグイグイと引っ張ってくる。凄まじい怪力に抵抗できない。

			　クソ、こいつ……。本気で分身体だから恥ずかしくないとか思っているのか？

			「あぁ！　もう、分かった。だから離せ」

			　このままだと、服を着たまま温泉に引きずり込まれかねない。

			「ようし。では、先に行って待っている。ちゃんと来るのだぞ」

			　そう言って、エルフィは脱衣室を飛び出して行った。

			「あいつ……」

			　あの様子では、入らないと言っても納得しないだろう。抵抗しても余計に疲れるだけだ。

			「はぁ……」

			　溜息を吐きながら服を脱ぐ。下半身にタオルを巻いて、先に走っていったエルフィの後を追った。

			　扉を開けて中に入ると、露天風呂になっていた。暗くなった空がよく見えるようになっており、夜景を楽しむことができそうだ。

			　エルフィは体を流すと、さっさと湯の中に入って行ってしまった。

			　俺は体をお湯で流すと、髪を洗い、持ち込んだタオルで垢を落とした後、湯に浸かる。

			「……ふう」

			　温泉に入るのなど、いつぶりだろうか。

			　日本にいた時のことを思い出すな。

			　体の奥がぽかぽかと温まっていくのを感じる。

			　お湯の効能に、魔力の巡りを良くするというのがあるらしい。

			「温泉というのも、なかなか良いものだな」

			　いつの間にか、エルフィが後ろに来ていた。

			　振り返らないまま、「そうだな」と頷く。

			　一人で入れたら、もっと良かったんだがな。

			　夜景を眺めたまま、黙って湯に浸かる。

			　少しの間、無言が続く。

			「……少し、意外だった」

			　しばらくして、エルフィが口を開いた。

			「お前もなかなかに過激なことをするのだな」

			「……？　ああ」

			　昨日のことか。

			　マーウィン達への復(ふく)讐(しゆう)のことだろう。

			「ああいうことが好きってわけじゃない。ただ、やられたことをやり返しただけだ」

			　絶望させるのも、殺すのも、全部、俺がやられたことだ。

			　だから、俺を裏切った連中にも、同じことをすると誓った。

			　後悔させてやるのだと。

			「…………」

			　背後で、エルフィが息を吐くのが聞こえた。

			「とりあえず、今日は湯に浸かってゆっくりするといい」

			「…………」

			「自分で気付いているかは知らんが、今日のお前は酷い顔をしているぞ」

			　いつものエルフィとは違う、気遣うような優しげな言葉。

			　もしかしたら、急に温泉に行こうと言い出したのは、俺のためだったのだろうか。

			「お前……」

			　確認しようと、エルフィの方へ視線を向けた。

			「おおッ!?」

			　背後にあった物を見て、俺は思わず叫び声を上げてしまった。

			　なぜなら、お湯の沸き立つ水面に、エルフィが浮いていたからだ。

			　――生首だけで。
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			　驚いて、思わずその場から飛び退く。

			「な、なんだ。人を化け物みたいに」

			　エルフィは俺の反応に、不満げに眉を顰(ひそ)めた。

			　そして、スススと生首のまま水面を滑って俺の方に向かってくる。

			　なんだ、その移動の仕方は。

			「お、おい近づくな」

			「む……分身体を解除しただけなのに、その反応は心外だぞ」

			　拗ねたようにそう言うと、ふわりと水面からエルフィの首が浮いた。

			　空飛ぶ生首と化したエルフィがジト目で睨んでくる。

			「…………」

			　確かにこいつが首だけなのは知っていたが、実際に見るのは初めてだ。

			　マーウィンの時も、あいつの生首はそんなに見ていなかった。まさかここまでショッキングだったとは。

			「……ふん」

			　ふよふよと動く生首に思わず後ずさっていると、エルフィの首から魔力が放出された。

			　すると次の瞬間、首から下が構築されていく。これが前に言っていた、分身体というやつなのだろう。

			　瞬く間に首から下が現れた。

			　つまり、全裸のエルフィが目の前に現れることになる。

			「だから隠せって言ってるだろうが!!」

			「ええ!?　お前が嫌がったから体出したんだぞ!?」

			　

			　結局、エルフィに確認を取ることはできなかった。

			　というか、本当に俺を気遣ったのか、怪しい。

			　だけど、まあ。

			　……確かに、少しは疲れを取ることはできたな。

		

	
		
			第二話　『悪意の爪』

			　

			　エルフィやオルテギアが魔王になるよりも前の話だ。

			　当時、鬼族は魔王軍の側についていた。魔王の配下として、人間などの敵対種族と戦っていたのだ。

			　だが、魔王の残虐性に疑問を抱き、やがて鬼族は魔王軍から離れていった。それから彼らは戦争には加わらず、常に中立の立場でいるようになった。

			　そのため、人間からは元敵対種族、魔王軍からは裏切り者として睨まれることになる。

			　それから時が過ぎ、オルテギアが魔王となった頃。

			　魔王軍が世界中で残虐の限りを尽くす。そんな現状を変えるために鬼族は中立の立場を破り、人間側に付くことになった。

			　実情として、人間と魔王軍の両方から敵として扱われる状況から脱したい、というのもあっただろうが。

			『僕は鬼族代表、ディオニス・ハーベルク。よろしくね』

			　そんな鬼族の代表として、鬼族最強だったディオニスが俺達の仲間に加わることになった。

			　ベルトガは、鬼族代表としてやってきたディオニスの部下だ。

			　それから、人間と鬼族は何度も協力して、魔王軍の軍勢とぶつかり合うことになる。

			　鬼族は身体能力が高く、魔力への耐性も高い。鬼族の活躍はめざましかった。

			　だが、過去に魔王軍に付いていた過去があるからだろう。ともに戦っていても、人間の多くは蛇(だ)蝎(かつ)の如く鬼族を嫌った。

			　態度や待遇を露骨に変え、鬼族を差別していたのだ。

			『……こんなのは、俺はおかしいと思う』

			　過去に魔王軍に付いていたとしても、今は人間の味方だ。

			　それなのに差別される現状は気に入らない。

			　状況に流されずに抗い、自分達の現状を変えようとしている彼らを見て、当時の俺はこの差別をどうにかしたいなどと思ったものだ。

			　だから、俺は他の人間のように態度を変えず、積極的に彼らと交流した。

			　

			　――そこを、俺はベルトガに利用されたのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「アマツさん！」

			　魔王城へ乗り込む、少し前のことだ。

			　最後の戦いに備えて準備をしているところへ、ベルトガがやってきた。

			「良かったら、これを飲んでください！」

			「これは？」

			「疲労と、魔力を回復するポーションです！」

			　鬼族に伝わる、秘伝のポーションだという。

			　鬼族に対して差別せず、真(しん)摯(し)な対応をしている俺に飲んで欲しい、とベルトガは言った。

			「アマツ殿。このような得体のしれない物は飲まない方がいい」

			「私がちゃんとしたポーションを持ってきましょう」

			　ベルトガを見て、周囲の人間達は露骨に顔をしかめた。

			「やっぱり、俺達が作ったものなんて飲めませんよね……」

			　顔を伏せ、落ち込んだようにベルトガが言う。

			　今思えば、分かりやすい三文芝居だったな。

			　……だが俺は、それに気付けなかった。

			「いや、もらうよ。ありがとう」

			　差別はしたくないと、俺はベルトガからポーションを受け取って飲み干した。

			　疲労や魔力を回復させる、というのは本当だろう。

			　ただ、その中に猛毒である鬼の爪が入っていただけだ。

			　幸い、俺の体は鬼の爪の効果をほとんど受けなかった。対魔力が桁外れだったからだろう。

			　魔力を行使する度、少しずつ体が重くなっていく。恐らくは、そんな程度の影響だ。

			　当時は体調が悪いな、くらいにしか思っていなかったが、あれは鬼の爪の影響だったんだろうな。

			　ベルトガ達も、毒で俺を殺せるとは思っていなかっただろう。裏切る間際、その瞬間に俺の反応が少しでも遅れればいい。

			　そんな意図で、あいつは俺に毒を飲ませたのだ。

			　実際は、仲間から攻撃を受けるなど微(み)塵(じん)も考えていなかったから、毒を飲まされていなくても俺は殺されていただろうけどな。

			『甘くて馬鹿なアマツの野郎なら、俺様の渡したポーションをよく調べずに飲むだろうぜ。鬼族の作ったものは飲めないですよね……とか言えばな』

			　リューザスの記憶の中で、ベルトガはこう言っていた。

			　大正解だよ。

			　以前、人間の中に魔族が紛れ込んでいたという事件があってから、口にする物には気を配っていた。

			　仲間だからといって、警戒をあっさり解いたのは、俺の注意深さが足りなかったからだ。

			　甘くて馬鹿。

			　まったく、笑えてしまうほどにその通りだ。

			　だがそれでも、こちらの厚意を嘲(あざ)笑(わら)い、利用したのは許せない。

			　騙される馬鹿が悪いというのなら。

			　ああ、同じことをしてやろう。

			　俺はただ、やられたことをやり返すだけだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　討伐隊に応募した翌日。

			　聞いていたように、ギルドで討伐隊入りのための審査が行われた。

			　冒険者入りの審査と違い、今回は三つの項目を突破しなければならない。

			　最初に、体に異常がないかの身体検査が行われた。

			　俺とエルフィは問題なくこれを突破した。

			　身体検査の後には、魔力量と戦闘能力の審査が行われる。この二つの評価の合計で、討伐隊に入れるかどうかが決定するのだ。

			　まずは魔力量。〝検魔石〟と呼ばれる、魔力量を測定する石を使って審査を行う。

			　石の前に並び、順々に魔力量を測っていく。

			「では、魔力を流してください」

			　指示に従い、検魔石に触れて、魔力を流す。

			　流れた魔力から、本人の魔力量を調べ、その結果で石の色が変化する。

			「イオリさんは……Ｄ評価です」

			　俺の評価は、最低評価Ｅの一歩手前だった。

			　Ｄ評価。つまり、魔力の量が人並み以下、かろうじて魔術を使える程度しかないということだ。

			　もしＥを出していたら、討伐隊入りは無理だっただろう。

			「は、Ｄ？　魔術の才能ほぼゼロじゃねえか。そんなんじゃ、初級魔術しか使えやしねえぞ」

			「坊主、次の戦闘でＡ評価を出さないと、討伐隊には入れねーぞー」

			　審査の様子は、討伐隊への参加が決まっている冒険者達も見ている。仲間になるかもしれない人間の下見をしているのだ。

			　Ｄ評価を出した俺に、冒険者達の野次が飛んでくる。

			　それを掻き消すように、

			「エ、エルフィさん、Ａ評価です！」

			　後ろで並んでいたエルフィがやすやすと最高評価を叩きだした。

			　種族を隠す魔力付与品(マジツクアイテム)のせいで魔力量が落ちているにもかかわらず、Ａ評価か。本来の魔力量のまま検査したら、石の方が粉々に砕けていただろうな。

			　流石は元魔王。首だけになっても、恐ろしい魔力量だ。

			「すげえな、エルフィちゃん！」

			　冒険者達がヒューヒューと口笛を吹く。

			「ふふん」

			　エルフィは冒険者達を無視し、こちらへドヤ顔を向けてくる。

			　……少しうざい。

			　ともあれ、これでエルフィの討伐隊入りはほぼ決まったようなものだ。後は俺がどうにかしないとな。

			「では、次の審査に移ります！」

			　次は戦闘能力の審査だ。

			　前と同じように、冒険者と戦い、その過程と結果で評価される。

			　対戦相手は逞しい筋肉を持つ大男だった。得物が斧のところを見ると、己の腕力で相手を叩き伏せるタイプのようだ。

			「悪いが、手加減はできねえ。Ｅ評価になるだろうが、恨まないでくれよ？」

			　斧を構えた男が、自分の筋肉を誇るような構えをして、そう言ってくる。

			　審査に協力する冒険者は全員がＢ以上らしいから、相当な自信があるのだろう。

			「それでは始めてください！」

			「ぬぅぅんッ！」

			　審査が始まった瞬間、身体強化の魔術を使った男が突っ込んできた。

			　巨体に似合わぬ敏(びん)捷(しよう)さで間合いを詰めると、裂(れつ)帛(ぱく)の気迫を放ちながら、手にした斧を振り下ろしてくる。

			「……〝震(しん)剣(けん)〟」

			　キィンと甲高い音が響く。次いで、男の手から離れた斧が地面に落ちた。

			「うっ……!?」

			　男は何が起こったか分からない、という様子だ。その瞬間に、無防備な喉元へ剣を突き付けた。

			「あ……」

			　遅れて、男はしまったという表情を浮かべる。

			　男を戦闘不能に追い込んだことで、審査は終了した。

			「……何したんだ、今の」

			　男が、呆然とした表情で尋ねてきた。

			「震剣という剣技ですが、ご存じないですか？」

			　男は無言で首を振った。

			　――〝震剣〟。

			　俺の習得している、対人剣技の一つ。かつて、ディオニスに教わった〝柔剣〟の一種だ。

			　自分よりも力のある相手に対し、その力を逆に利用して衝撃をそのまま返す剣技。

			　相手の武器を通して衝撃を腕に伝え、相手の姿勢を大きく崩す。よほど高い技量を持っていないと、この衝撃をいなすことはできない。

			　これの上位技に、刃を交えた瞬間に剣を通して衝撃を叩き込み、相手の骨を砕くものがある。技術だけでなく、魔力も必要となるため、今の俺には使えないけどな。

			　まあ、ディオニスに習った剣技だから、人間には伝わってないのかもしれない。

			　

			　それから数十分後、全員の審査が終了した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　審査の結果は口頭で伝えられた。俺は魔力Ｄ、戦闘Ａ。

			　ギリギリだが、合格ラインを突破した。

			　エルフィはどちらもＡ評価で、「私の勝ちだな」と嬉しそうにしている。

			　審査を受けた者の大半は、一歩届かずで落ちていた。受かったのは俺達を入れたほんの数名だ。

			　今回は、前回のように不当な評価で落とされることはなかった。

			　エルフィに探ってもらったところ、魔力がＤなのは……とマーウィンと繋がりがある職員が難色を示していたようだが、最終的には通ったようだ。

			　これで落とされていたら、少し考えがあったんだがな。

			　ともあれ、そういうわけで俺達は討伐隊に参加できることになった。

			　その後すぐに、討伐隊についての説明を受けた。

			　

			　報酬は基本的に山分け。ただし、活躍の如何(いかん)でもらえる額は変わる。

			　迷宮核(ダンジヨンコア)は持ち帰り、ギルドに提出すること。

			　冒険者との足並みを揃えるため、明日行われる会議に出席すること。

			　その場所で、ギルドからポーションや武器などの支援品がもらえる。

			　希望するなら、迷宮討伐の後に冒険者になってもいい。

			　怪我や死亡に関して、ギルドは一切の責任を負わない。

			　

			　こんな感じだ。迷宮核に関しては、紛失したなどの理由を付けて俺が回収させてもらう。

			　それが迷宮に入る理由そのものだからな。

			　他は特に問題ない。

			　説明を受けた後は、宿に帰ってギルドから配布された迷宮の資料を読み込んだ。

			　図書館で見た資料よりも、より詳しく内部についてのことが書かれている。

			　こうした討伐隊が組まれたのは一度や二度だけではなく、既にかなりの回数、迷宮討伐が行われているらしい。

			　失敗続きでかなりの死者が出ているようだが、生き残った者から得た情報で内部についての情報も多い。

			　資料を読み込み、エルフィと迷宮での行動を相談し、その日は終了した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日。

			　俺達は昨日に引き続き、討伐隊会議に参加していた。

			　集まったのは数十人の冒険者達。その誰もが熟練した冒険者で、平均年齢もかなり高い。

			　ミーシャも会議に参加していたが、彼女でもかなり若い方だ。

			　だから当然、外見年齡が十六歳くらいの俺達は浮いていた。

			「おい……あんな子供が参加すんのか？　大丈夫かよ」

			　一人の冒険者が俺達を見てそう言ったことで、みなザワザワと話しだす。

			「俺は見てないが、聞いた話によるとどっちも凄腕らしいぞ。討伐隊の審査を突破してるし」

			「審査には冒険者が関わってる。使えない人材を通したりはしねえよ」

			「そういや、あいつら冒険者になりそこねた奴らじゃなかったか？」

			　俺達の外見のせいで、いろいろとざわめいている。全身鎧(よろい)のあの男も、不機嫌そうにしていた。

			「この二人の戦ってるところを見た奴なら分かるだろ？　二人の実力は本物だよ」

			　ミーシャが、俺達を庇(かば)ってくれた。

			「ガストンは昨日、瞬殺されてただろ？　どう感じたのか言ってみなよ」

			「あ……あぁ。確かに、強かった」

			　ミーシャに声をかけられ、昨日戦った斧の男は気まずそうにそう言った。

			　ざわめきが落ち着いてきたところで、とりあえずは会議を進めることになった。

			　煉獄迷宮の特性や、出てくる魔物との戦い方など、昨日配布された資料の復習が行われる。

			　その後、それぞれのポジションについて話された。

			　ポジションは前々から、ある程度決まっていたらしい。俺やエルフィは口を挟む間もなく、隊列の後ろの方へ回された。

			「お前ら二人に期待はしてない」という意図がひしひしと伝わってきたが、まあ特に異存はない。

			　楽ができるに越したことはないからな。

			　それから二時間ほど経過し、会議は終了となった。

			「イオリ、だったな。一緒に頑張ろうぜ」

			「期待してるぜ」

			　好意的に接してくれる者、

			「足は引っ張んなよ、ガキ」

			　睨んでくる者など、俺に対する反応は様々だった。

			　魔力量がＤだったからか、エルフィよりも当たりが強いな。

			　まあ、想定内の反応だ。

			　せいぜい、彼らには弾除けになってもらおう。

			　

			　そして、翌日。

			　ようやく、煉(れん)獄(ごく)迷宮の攻略が開始した。

		

	
		
			第三話　『煉(れん)獄(ごく)迷宮』

			　

			　温泉都市のすぐ隣には巨大な火山がある。

			　休火山のため、噴火するようなことはないらしいが、その代わり火山の中は迷宮となっている。

			　――〝煉獄迷宮〟。

			　炎魔将によって守護されている、五将迷宮の一つ。

			　内部は非常に熱く、炎に関する魔物が生息している。

			　奈落迷宮と同じように、こちらも厄(やつ)介(かい)な特性を持っている。

			　それは内部を流れているマグマと、中にいるだけで体力を削られる熱さだ。

			　慎重に進んでいれば、途中で体力が尽きてしまう。そのため、動けるうちに先に進まなければならない。

			　

			　その日、煉獄迷宮の入口の前には大勢の冒険者が集まっていた。

			　連合国で活躍する凄腕の上位冒険者、他国から名を売りにやってきた傭兵団、そして俺とエルフィだ。

			　迷宮の前で隊列を整え、装備の最終チェックを行っている。

			　ギルドから俺達に配られたのは、武器やポーション、炎耐性の強いローブ、水分補給用のドリンクを収納できる魔力付与品(マジツクアイテム)など。

			　国も力を入れているようで、支援物資はかなり上等な物が揃っていた。

			　このローブに、防魔の腕輪と翡(ひ)翠(すい)の太刀の効果を合わせれば、下級の炎魔術はほぼ完璧に無効化できる。

			　中級や上級の炎魔術相手でも、威力を減退させてくれるだろう。

			　魔石の量は当初と比べてだいぶ減っている。このペースだと、そう遠くないうちに使い切ってしまいそうだ。

			　それまでに、魔力を取り戻さなければ。

			「おい、装備はちゃんと持ったか？　ゴブリン狩りに行くのとはわけが違うんだぜ」

			「怖じ気付いたら、討伐隊抜けてもいいんだぜ。足を引っ張られるよりはマシだからな」

			　魔石の残数を数えていると、また冒険者に絡まれた。

			　この世界の連中は、自分の腕に自信を持っている。そのため、自分より年下の人間が一人前ヅラして立っているのが気に食わないのだろう。

			　無視して余計に目立つのも面倒だ。適当に相手して機嫌取りでもするか。

			　そう思った時、

			「この二人を馬鹿にするのは、アタシが許さないよ」

			　ミーシャが俺達の間に入ってきた。彼女のパーティも後ろからこちらへやってくる。

			「なんだよミーシャ。昨日から随分そいつらに入れ込んでんじゃねえか。まさかそのガキ、お前の男か？」

			「……馬鹿なことを言ってるとぶちのめすよ。この二人は文句なしの実力者だ。アタシらより全然強い」

			「お前より？　そりゃ、審査の結果は良いって聞いたが――――」

			　そこで、それまで注意深く周囲に視線を向けていたエルフィが、小さく息を吐いた。

			「私達が役に立たないかどうか、迷宮討伐が終わる頃には答えが出ているだろうさ。――それまでお前が生きていたらの話だがな？」

			　エルフィの皮肉を織り交ぜたその言葉に、冒険者は鼻(はな)白(じろ)んだ。

			　エルフィは既に、魔眼持ちとして知られているからな。

			「ふ、ふん」

			　虚勢を張るように鼻を鳴らすと、冒険者は仲間とともに離れていった。

			「……申し訳ない。あいつら、腕は確かなんだが、性格が捻(ひね)くれて……。これから行動をともにするってのに……あの馬鹿どもは……」

			「気にしてませんよ。間に入ってくれて、ありがとうございました」

			「何かあったら呼んで欲しい。ああいった連中をどうにかすることくらいは、できるからさ」

			　それからミーシャはなぜか顔を赤くして、

			「そ、それとアタシが伊織さんの女とかそういうのは、その……。と、とにかく、気にしないで……！」

			　と小声で言うと、そそくさとその場から去っていった。
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			「イオリさん。ミーシャが世話になったって聞いたよ。ありがとな」

			「いえ、俺達は何もしてませんよ」

			「くく、しかしあのミーシャがな」

			　ミーシャの仲間達は、俺達に頭を下げると、愉快そうに笑いながら去っていった。

			「……？」

			　なんだったんだ？

			「……それで、伊織」

			「あ、ああ。どうだった？」

			　なぜか若干不機嫌そうなエルフィに、調査の結果を聞いた。

			　先ほどから、エルフィには検魔眼で調査を行ってもらっていた。

			　俺達の中に、妙な者が紛れ込んでいないかを。

			　魔王軍の者がこの街に来ているのなら、討伐隊の中に自らの手の者を紛れ込ませている可能性がある。

			「ひと通り調べたが、魔族の魔力は探知できなかった。何人か亜人がいるが、少なくとも鬼族の者は見当たらない」

			「……そうか」

			　そもそも、鬼族がいれば外見で分かる。

			　巨体だったり、肌の色が違ったりと、判別の仕方がある。

			　大柄な男は何人かいるが、あくまで人族の範(はん)疇(ちゆう)でしかない。

			　ベルトガは、三メートル近い身長があったからな。

			「だが、魔力付与品(マジツクアイテム)を身に着けている者が何人かいる。私のように種族を隠している可能性があるから、注意しろ」

			「ああ」

			　確かに、何人かが魔力付与品(マジツクアイテム)と思われる武具を身に着けている。

			　その中には、顔が隠れるようになっている者が何人もいた。フルフェイスの兜(かぶと)を被っている者もいる。

			「特に、あの全身鎧(よろい)の男。あれは鎧(よろい)すべてが魔力付与品(マジツクアイテム)だな」

			「……あいつか」

			　以前、ギルドで戦った奴だ。難なく倒すことができたが、まだ何かを隠しているような素振りを見せていた。

			　あいつは、特に警戒しておく必要があるな。

			「……そろそろだな」

			　そうこうしているうちに、点検の時間が終了した。

			「今日こそ！　俺達の手で、この迷宮を終わらせてやろう！」

			　代表のＡランク冒険者が先頭に立ち、俺達を鼓舞する。

			　士気は悪くない。

			「それではこれより、迷宮内の魔物の討伐を開始する！」

			「「おおおお!!」」

			　冒険者達が叫び声をあげ、迷宮の入口へと進んでいく。

			　煉獄迷宮の入口は、岩壁に空いた大きな穴だ。中からは熱い風が漂ってきている。

			　こうして、俺達は煉獄迷宮へと足を踏み入れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　焼けるような熱さの中、ゴツゴツとした足元の悪い坂道を登っていく。

			　奈落迷宮と違って、この迷宮は下から上に登っていくかたちとなる。

			　進んでいる道から少し離れたところには、沸(ふつ)々(ふつ)と煮え滾(たぎ)るマグマが流れていた。

			　俺とエルフィは隊列の後方にいる。詠(えい)唱(しよう)中に無防備になる魔術師を守る役目らしい。

			「熱い……」

			「ああ……分身体が溶けそうだ」

			「お前それ絶対やめろよ」

			　夏の暑さとは違う、常に炎の近くに立っているようなチリチリとした熱さだ。

			「前回の討伐隊に参加したことがあるんだけど、迷宮の中頃に差しかかるくらいには皆へとへとになってた。前回よりも装備は整えられてるけど、伊織さん達も体力は温存した方がいい」

			　ミーシャのパーティも、俺達と同じく、魔術師を守る役を担っている。

			　これは俺達とは違って、実力を見込まれての配置のようだ。

			　ミーシャは俺達の近くに来て、何かと気を配ってくれている。

			「これ以上進めないってなった時に、撤退する体力がないと、置き去りにされるからな……」

			　苦々しい表情でミーシャが言った。

			　彼女の仲間達も、嫌なことを思い出すように眉間を揉んでいる。

			「ま、まあ……アタシは、その……そんなことは……しないけど」

			「……？」

			　ミーシャのゴニョゴニョとした言葉が上手く聞き取れなかった。

			　聞き返すと「なんでもない」と返された。なぜか、ミーシャの仲間が笑っている。

			「これまでの討伐隊は、すべて炎魔将のところに辿り着く前に撤退してるんですよね」

			「……ああ。火山の中頃を越えると、さらに温度が上がる。加えて魔物の数も増えるからな。体力が保たなくなって、倒れる奴が出てくるんだ」

			　どうしようもなくなって、何人かを見捨てて撤退したのだろうな。

			　俺とエルフィは問題ないだろうが、今回の討伐隊も中盤以降で撤退することになるかもしれない。

			　その場合は、討伐隊を抜けて行動する必要があるな。

			「敵襲！　前方、炎蜥蜴(フアイアリザード)三匹！」

			　前を歩いていた冒険者から叫びが上がる。

			　炎蜥蜴、口から炎を吐く大きなトカゲの魔物だ。

			「おらァッ!!」

			　前衛の冒険者達は、魔術師の手を借りるまでもなく、炎蜥蜴を仕留めていく。

			　なかなかに連携が取れており、炎蜥蜴はあっという間に蹴散らされた。

			「敵襲だ！」

			「増えてきたな……！」

			　それから先に進むにつれ、魔物の襲撃回数は増えてくる。

			　襲ってくるのは、主に先ほどの炎蜥蜴や、高温の触手を持つファイアローパー、全身をマグマの鎧(よろい)で覆った炎岩虎だ。

			　流石に前衛だけでは相手しきれなくなり、前衛が時間稼ぎし、詠(えい)唱(しよう)した魔術師が仕留めるようになっていく。

			「背後、ファイアローパー！」

			　そして背後からも、魔物は襲ってくるようになった。

			　魔術師を守るために、俺達が戦わなくてはならなくなる。

			　とはいえ。

			「俺らがやる！」

			　他の冒険者達が俺とエルフィを遮(さえぎ)って前に出るため、大して戦わずに済んでいる。

			　活躍の如何で報酬が変わると言っていたから、手柄が欲しいんだろう。

			　ミーシャが文句を言ってくれたが、正直、力を温存できてありがたい。

			　

			　それから、さらに十分が経過した。

			　魔物の数が格段に増え、少しずつ冒険者達から余裕がなくなっていく。

			「……もう、出し惜しみはできないか」

			　ミーシャが左目に付けていた眼帯を外した。

			　その下から、右目と色の違う、紅色の瞳が出てくる。

			　オッドアイ、ではない。

			「魔眼、ですか？」

			「〝検魔眼〟っていう、魔力を探知したりするだけの魔眼だよ。エルフィさんの爆発させる魔眼に比べたら、かなり低ランクだけどさ」

			　エルフィが持っている魔眼の一つだな。

			　どうやらミーシャは魔眼のオンオフができないらしく、普段は眼帯をしているらしい。

			　使っているだけで、ミーシャの頭と目に負担がかかってしまうんだとか。

			　使い続けると戦闘に支障が出るため、ここまで温存していたようだ。

			「魔眼か。なるほど、冒険者ギルドに来た時、私達を視ていたのはお前だな？」

			　エルフィの指摘にミーシャは驚いた表情を浮かべた。

			「き、気付いてたのか」

			「当然だ」

			「う、うん……。二人が少し気になって、魔眼で視てみたんだ」

			　どうやら、冒険者ギルドで向けられた視線はミーシャのものだったようだ。

			　そう納得しかけ、「いや」と首を振る。二度目に向けられたのは、明らかに敵意が含まれた物だった。最初の視線とは明らかに違っていたしな。

			「っ、ファイアローパー二匹！」

			　検魔眼で探知したのか、ミーシャがバッと横を向いた。

			　壁から赤色の触手が、うねうねと這い出してきている。

			「やるぞッ！」

			　攻撃される前に、ミーシャのパーティがあっさりと倒してしまった。

			　ミーシャのパーティも、連携が取れていていいな。パーティ同士の仲も、良さそうだ。

			　亜人の察知能力に加えて、あの魔眼だから、探知能力はかなり高いのだろう。

			「なかなかいい動きだな。魔眼も上手く使ってる」

			「ふん、私の方が上手く使えるがな」

			　元魔王が張り合うな。子供かこいつは。

			「なぁ、エルフィ。そういえば、お前の使っている魔眼って、なんて名前なんだ？」

			　その時、ふと気になって聞いてみた。

			　普通、魔眼は片目に一つの効果しか宿さない。だというのに、エルフィは両目で同一の魔眼を発動させ、しかも複数の効果を持っている。

			「ふふん、知りたいか？　知りたいか？」

			　……うざい。

			「聞いて驚くがいい。私の持つ魔眼の名は〝魔王眼〟という」

			「聞いたことのない魔眼だな」

			「当然だ。この世界で魔王眼を使えるのは私だけだからな。歴代の魔王ですら、この魔眼を宿した者はいなかった」

			　複数の魔眼を使い分けることができる、『両目に宿る魔眼』らしい。

			　普通の魔眼でもかなり有用だというのに、これは反則クラスの力だ。

			　今の段階では三つだけだが、以前戦った時はさらに多くの魔眼を使っていたというから末恐ろしい。

			　

			　それから何度か休憩を挟みながら、二時間近くかけ、俺達は迷宮の中腹にまで辿り着いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　中腹には、開けたスペースがあった。冒険者全員が休憩できるような広い場所だ。

			　近くをマグマが通っているため、かなり暑い。

			「ここから先は、〝炎熱領域(バーニングプレイス)〟でさらに温度が高くなる。しっかりと休憩してくれ」

			〝炎熱領域〟。範囲内の気温を著しく上昇させる上級の魔術だ。

			　ここから先は、これまで以上に気温が高くなる。脱落する冒険者が出てくるかもしれないな。

			「よし、まず俺達が見張りをするから、点検を始めてくれ」

			　冒険者達は交代で見張りを立てながら、それぞれ武具の点検を行っていく。

			　流石に手慣れており、あっという間に整え、水分を補給して見張りを交代していった。

			「……エルフィ。ここまでの冒険者の動きを見て、どう思った？」

			「悪くはない。だが、炎魔将を討ち取るのは厳しいだろうな」

			「……だろうな」

			　ここまでは順調だが、この迷宮にはさらに上の魔物がいる。奈落迷宮にいた、土(つち)蜘(ぐ)蛛(も)以上の個体だ。

			　それが何匹も生息し、さらにそれ以上の実力を持つ炎魔将も控えている。

			　炎魔将を倒そうと思うのなら、今の倍以上の戦力が必要になるのではないだろうか。

			　まあ、この討伐隊の目的の一つとして、内部の魔物を排除して外へ出てこないようにさせる、というのがあるから、彼らとしては炎魔将まで辿り着けずとも良いのかもしれないが。

			「――――」

			　その時、バッと何かに気付いたようにエルフィが顔を上げた。

			　ついで、ミーシャの叫びが響く。

			「敵襲だ！　ファイアローパー七、炎蜥蜴五、炎岩虎三！」

			　マグマの中から、大量の魔物が飛び出してきた。すぐさま態勢を整えて、冒険者達がそれを迎え撃つ。

			「チッ、クソ魔物どもが！」

			　ファイアローパーの群れに襲われたのは、他国からやってきた傭兵団だ。

			　それぞれが迅速な動きを見せ、触手を切り落としていく。練度も高い。

			　炎岩虎は、全身鎧(よろい)とその周囲にいたＡランク冒険者が迎え撃った。彼らも問題なく倒していく。

			　炎蜥蜴は、ミーシャ達と魔術師が協力し、あっさりと倒した。

			　ここまでは問題ない。

			　だが――、

			「……来るぞ」

			　エルフィの視線の先、真上の天井が赤い光を放ち始める。

			　その直後、天井の一部が高熱で溶けて穴が空き、そこから魔物が飛び出してきた。

			「炎龍(フレイムドラゴン)だッ!!」

			　現れた魔物を見て、冒険者達が声を上げた。

			『オオオオオオッ』

			　全身を赤い鱗(うろこ)で覆った、巨大な龍。

			　二対の翼で宙を舞い、鋭い爪で獲物を裂き、口からは人を一瞬で灰塵にする炎を放ち、赤い鱗(うろこ)で魔力を弾く。

			　魔物の中でも、特に畏怖される龍種の一つだ。

			　炎魔将を除けば、この迷宮で最も厄(やつ)介(かい)な魔物と言っていい。

			「……ちくしょう、こんなタイミングで！」

			　冒険者達の大半が、出てきた魔物の対処にあたっており、炎龍(フアイアドラゴン)に反応できない。

			　ファイアローパーを片付けた傭兵団が魔術を飛ばすが、炎龍は高速で空中を飛び回り、あっさりと魔術を回避していく。

			　そして空中から、地上へとブレスを放った。

			「クソッ!?」

			　傭兵団以外は防御が間に合わない。

			「伊織」

			「……ああ」

			　次の瞬間、ブレスがエルフィの魔眼によって爆発した。

			　爆風が吹き荒れ、炎龍の動きが一瞬止まる。

			「――〝魔眼・重(じゆう)圧(あつ)潰(かい)〟」

			　そこへ重量がかかり、炎龍が地上へと引きずられる。

			『オオオオオオオ!?』

			　だが、その巨躯は重量にさえ抗い、落ちながらも体勢を立て直した。

			　鋭い爪の生えた両腕を構え、ブレスを放たんと口を広げる。

			「回避しろ、回避ッ！」

			　混乱している冒険者達に向かって、炎龍が突っ込もうとする。

			　獲物を捕らえんとし、地上スレスレまで降りてきた炎龍。

			「――〝加速(アクセル)〟」

			　その真横から、俺が突っ込んだ。

			　速度を上昇させる魔術を発動。加えて身体強化、強魔の指輪、翡(ひ)翠(すい)の太刀の効果がある。

			　地に足が付いているならば、今の俺はかなりの速度で行動ができる。

			　最高速度で、弾丸のように炎龍に接近する。

			『――――』

			　こちらの存在に気付き、炎龍が首を向けてくる。

			　目標を変更し、ブレスを放たんと棘(とげ)のような牙(きば)が生え並ぶ口を開き――、

			　次の瞬間、交差した。

			『カ……ッ』

			　鱗(うろこ)の薄い、長い炎龍の首。それが真ん中から斬り落とされ、地面に落ちた。

			　放とうとしていたブレスが暴発し、首が爆発を起こす。

			「っ――」

			　その衝撃をモロに喰らったが、装備のお陰でダメージを大幅に軽減することができた。

			　流石にブレスをモロに喰らっていたら、装備があっても黒焦げだっただろうが。

			「すげえ」

			「なんて動きだよ……」

			　他の魔物を片付けた冒険者達の驚きの視線が、こちらに向けられる。

			　呆然、驚き、畏怖―――。少しやり過ぎたか……と顔を顰(しか)める。

			　勇者をやっていた時も、何度かやり過ぎて畏怖されたことがある。

			　できるだけ力を温存するため、弾除けの冒険者を減らさないようにしたのだが、まずかっただろうか。

			　そう思った直後。

			「うおおおお!!」

			「すげええええ！」

			　冒険者達から歓声が上がった。何人かの冒険者が、俺やエルフィの元へ殺到してくる。

			「う、うわあ!?　なんだお前たちは！　暑苦しいぞ!?」

			「あんたスゲエよ！　エルフィさん！」

			「〝爆(ばく)裂(れつ)の魔眼使い〟だ……！」

			　冒険者の興奮具合に、エルフィが戸惑っている。

			「伊織さん、やっぱり強い!!」

			「お、おお」

			　ミーシャが、興奮したように肩を揺さぶってくる。他の冒険者も同じような反応だ。

			　先ほど絡んできた冒険者達は、気まずそうな顔でこっちを見ている。

			「……助かったぜ。ありがとう」

			「……舐めてたよ。悪かったな」

			　どうやら、畏怖される、というところまではいかなかったらしい。

			　これはこれで面倒だが……。

			「――――」

			　その時、チクリと差すような視線が向けられているのに気付いた。周囲に群がる冒険者のせいで、誰からかは分からない。

			　ただ、冒険者達の間から、全身鎧(よろい)の男がこちらに顔を向けているのが見えた。

			　兜(かぶと)からは、その表情が窺(うかが)えない。

			「…………」

			　

			　ともあれ。

			　こうして、俺達は煉獄迷宮の中腹にまで辿り着いた。

		

	
		
			第四話　『炎熱領域を越えて』

			　

			　炎龍との戦闘後、周囲に魔物がいないことを確認し、討伐隊は休憩に入った。

			　幸いなことに、あれだけの襲撃を受けても討伐隊にはほとんど被害が出ていない。

			　傷を負った者もいるが、ポーションや魔術でどうにかなるレベルだ。

			　炎龍との戦いで魔力の大半を使ってしまったが、翡(ひ)翠(すい)の太刀のお陰でほぼ回復しつつある。

			　太刀が凄いのか、俺の魔力が少ないのか。まあ、両方だろうな。

			　

			　数分後、今後の方針を決める会議が行われた。

			「今まで討伐隊はどれだけ上手く進めても、中腹の辺りで進行を止めていた。犠牲者も多く、また中腹以降は〝炎熱領域(バーニングプレイス)〟が続いているからだ」

			　熱さと魔物との戦いで消費する体力と残っている水の量を考えると、中腹で撤退するかどうかを決めなければならない。

			　ここから先へ進むのであれば、炎魔将を倒す覚悟で挑まなければ、待っているのは死だ。

			「今回はまだ犠牲者が出てねぇし、体力や水も残ってる。進むべきじゃねえか？」

			　多くの冒険者達からは、先へ進むという意見が出ていた。

			　俺達にとっては都合がいい。

			「二人はどう思う？」

			　そこで、俺とエルフィに意見が求められた。

			　さっきまで相手にされていなかったのに、炎龍を倒してからこの調子だ。

			「異論はない」

			「俺もだ」

			　俺達二人の言葉が後押しになった、というわけでもないが、結局、討伐隊は先に進むことになった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　中腹から出発して三十分ほどが経過した。

			　迷宮の奥に来ているだけあって、魔素も濃く、また魔物の数も多い。

			　中腹を越えたあたりから、下級の魔物であるファイアローパーの姿は見なくなり、代わりに炎岩虎や炎蜥蜴(フアイアリザード)が多く出てくるようになった。

			　それも一匹一匹の力が強い。冒険者達から次第に余裕が失われていくのを感じた。

			　いくら精鋭とはいえ、これだけ魔物が出れば相手をしきれない。仲間の数が多いため、魔物を避けて突破することもできないしな。

			　迷宮を攻略するなら、国の最高レベルの実力者数人で挑んだ方が効率がいい。

			「敵襲！」

			　それから数分して、また魔物の一群と遭(そう)遇(ぐう)した。前後、左右から挟み撃ちにされ、俺達はその対応に追われる。

			「うわあああ!?」

			　前衛を突破し、炎岩虎が魔術師の部隊の方へ突っ込んでいった。

			　他の冒険者は前から来た魔物と交戦しており、反応することができない。

			「――――」

			　エルフィが魔眼を発動した。

			　炎岩虎の目の前で小規模の爆発が起こり、その動きが止まる。

			　その間に他の冒険者が態勢を立て直し、攻撃を仕かけた。

			　数分後、なんとか襲撃してきた魔物は全滅させることができた。

			「すまねぇ、〝爆裂〟！」

			「ありがとよ！」

			　すっかり定着した呼び名で、冒険者達はエルフィに礼を言う。

			　さっきから、もう何度も見てきた光景だ。陣形が崩れかねない攻撃を受けた時、エルフィの魔眼で立て直している。

			　そのため、未だに誰一人として死者は出ていなかった。

			「……おい。ちゃんと魔力は温存できているのか？」

			　冒険者達では、炎魔将は倒せない。

			　土魔将の時同様、エルフィの魔眼で炎魔将に攻撃する手はずになっている。肝心のエルフィが魔力を消耗しては元も子もない。

			「問題ない。消費魔力は最小限に抑えている」

			　それからも、エルフィは冒険者達を律儀に助けていく。

			「どうして、そこまでしてあいつらを守るんだ？」

			「……気に食わん連中ではあるが、今、私達は一応、同じ討伐隊にいる仲間だ」

			　仲間……冒険者達が、か。確かに、同じ討伐隊だから、仲間だというふうに捉えられなくもないが。

			「俺達の目的を忘れているんじゃないだろうな」

			「大丈夫だ」

			　ふっと微笑んで、エルフィは言った。

			「できるなら……私はもう、仲間を死なせたくないんだよ」

			「……甘い考えだ」

			「ああ。……オルテギアにも、貴様は甘いと言われたよ」

			　その時、敵襲を知らせる叫びが響いた。

			　今度は炎蜥蜴(フアイアリザード)が、地面にあるヒビから這い出してきている。

			　そのうちの一体が、反応し遅れた冒険者へと襲いかかった。

			「――フッ！」

			　そこへ、俺は予備の剣を投(とう)擲(てき)した。炎蜥蜴の目を貫き、そのまま絶命させる。

			「助かったぜ、ありがとな！」

			　礼を言ってくる冒険者に頷き返して、俺はエルフィに言った。

			「だったら、翡(ひ)翠(すい)の太刀で魔力を回復できる俺が動く。お前はあまり魔眼を使うな」

			　エルフィの考えを認めたわけではないが、少なくとも俺とエルフィは仲間……という関係にある。

			　同じ目標に向かっている以上、歩み寄りは必要だろう。

			「……任せた」

			　エルフィは少し驚いた顔をしてから、口元をほころばせた。

			　

			　そこからは、俺が積極的に冒険者の支援に回った。

			　魔石はできる限り使わず、翡(ひ)翠(すい)の太刀で回復できる範囲で、だが。

			　それからさらに三十分後。

			　俺達は迷宮の最深部へと辿り着いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　広い足場と、奥の方に流れるマグマの川。

			　上を見上げれば、大きく開いた噴火口から空が覗(のぞ)いている。

			　迷宮の構造からして、ここが最深部だ。

			　漂ってくる魔素の量からも、ここに迷宮核(ダンジヨンコア)があることは間違いない。

			「…………」

			　炎魔将、そしてベルトガの姿はない。だが、魔物の気配は感じられる。

			　この空間のどこかに潜んでいるのだろう。

			「……！」

			　ミーシャが弾かれたようにマグマの方に顔を向けた。

			　エルフィも、魔眼でその方向へ視線を向けている。

			「来るぞ！」

			　ミーシャが警戒を呼びかけると同時、咆(ほう)哮(こう)を響かせながら、溶岩の中から複数の影が飛び出してきた。

			「な……」

			　姿を現したのは、炎魔将ではなかった。先ほど、エルフィが魔眼で倒してみせた炎龍。

			　その炎龍が三匹、同時に現れたのだ。

			「同時に、こんなにも……ッ」

			　冒険者達が狼狽(うろた)える中、

			『オオオオオオォォォォッ』

			　三つの咆(ほう)哮(こう)が、迷宮を揺らす。

			　三匹が同時に口を開き、勢い良くブレスを放出した。

			「〝流水壁(アクアウオール)〟！」

			　魔術師達が防壁を張って、どうにかブレスを凌(しの)ぐ。

			　だが安(あん)堵(ど)する間もなく、炎龍達が追撃してきた。

			「うわあああ!?」

			「――狼狽(うろた)えるな、馬鹿者！」

			　空中でエルフィの魔眼が連発する。小規模の爆発に、炎龍は驚いたように動きを止めた。

			　その瞬間に合わせ、魔石を投(とう)擲(てき)した。

			「〝壊魔(ブレイク・マジツク)〟」

			『グ、オオオオ』

			　爆発に飲まれた炎龍は、傷を負いながらも生きていた。

			　……流石に一撃では倒しきれないか。

			「二人に続け！」

			　そこで、ようやく冒険者が動き出した。それぞれが陣形を立て直し、炎龍に攻撃していく。

			　そこからは死闘が繰り広げられた。炎龍がブレスを放ち、魔術師がそれを防ぐ。

			　その隙に剣士が炎龍へ攻撃を加えていく。

			　最も活躍していたのは、あの全身鎧(よろい)の男だった。

			　なぜか籠手を脱ぎ捨てると、大剣を振り回して炎龍の爪をへし折る。

			　武器を一つ失った炎龍がブレスを放とうとしたところへ、エルフィの魔眼が口内に炸(さく)裂(れつ)し、その炎龍は破裂した。

			「しゃあああッ!!」

			　ミーシャは人間離れした動きで戦場を走り回り、壁を蹴って跳躍、炎龍の爪に一太刀入れていた。

			　落ちてきた炎龍を狙い、俺や他の剣士が斬りかかる。

			　そうした攻撃を繰り返し、冒険者達はなんとか炎龍の撃退に成功した。

			「はぁ……はぁ……」

			　こちらも無傷というわけにはいかなかった。

			　炎龍の突進に吹き飛ばされたり、ブレスをアシストできなかったりして、何人もが戦闘不能に陥(おちい)った。

			　そうでない者も、大量に魔力を消費して弱り切っている。

			「〝爆裂〟達がいなかったら、やばかったな……」

			「ああ。あの二人が一番の功労者だな」

			　それでも冒険者達は、やってやったぞという表情で満足気にしている。

			「……エルフィ」

			「ああ」

			　気楽過ぎる。

			　あの程度の炎龍三匹が、炎魔将であるわけがない。

			　次の瞬間、マグマの川が爆発し、何本も柱が生まれた。

			　迷宮全体が激しく震動している。

			「な……なんだ!?」

			「くそ、まだいるのか……！」

			　溶岩の中から、人の数倍の大きさを持つ炎の巨人が姿を現した。

			『ルオオオオオオオオ――ッ!!』

			　炎龍とは比べ物にならない魔力を全身から吹き出し、地の底から響くような咆(ほう)哮(こう)を上げる。

			　そして、大きく腕を振り下ろした。

			「!?」

			　その瞬間、炎が吹き出した。

			　部屋を埋め尽くすような炎に冒険者達が悲鳴を上げ、辛うじて防御魔術を発動する。

			　あらかじめ来ると分かっていた俺は、横へ飛び退き、エルフィは魔眼で炎を凌(しの)いだ。

			「う……ぁ」

			「熱い……痛え」

			　炎が消滅した頃、冒険者達の大半が苦悶の声を漏らしていた。

			「炎龍のブレスの比じゃねえ……。なんだよあれ！」

			「あれが炎魔将ってのか!?」

			　冒険者の一部が、戦意を失って炎魔将に背を向けて逃げ出そうとする。

			　それを逃がすほど、甘い相手ではない。

			『ルルルルル』

			　唸り声を上げながら、炎魔将が腕を振り上げる。

			　その瞬間、炎でできた腕が爆ぜた。炎魔将が、グルリとこちらを向く。

			「ベルトガの姿がない。どこかに潜んでいるかもしれないから、注意してくれ」

			「承知した」

			　冒険者達の役目はもう終わりだ。ここまで魔力を温存できただけでもありがたい。

			　――後は、俺達がやる。

			「…………」

			　ベルトガは見当たらない。

			　既に温泉都市にはいない、という可能性はある。

			　だが、ここにいるとすれば、炎魔将が倒される前に姿を現すはずだ。

			　早く出てこい。その時が、お前の最期だ。

			『ルゥアアアアア!!』

			　炎魔将が咆(ほう)哮(こう)し、動き出した。

		

	
		
			第五話　『暴れ猛る炎魔将』

			　

			　戦闘が始まった。

			　背後の冒険者達の助力は望めない。先ほどの炎龍との戦いで、完全に力を使いきってしまっているからだ。

			　元々、エルフィと俺だけで倒すつもりだったから問題はない。

			　冒険者だけでは、まずここまでやってくることはできなかっただろうしな。エルフィが助けなければ、迷宮の中腹で炎龍に襲われた段階で、何人かは犠牲者が出ていたはずだ。

			『ルゥアア!!』

			　炎魔将が咆(ほう)哮(こう)し、両腕を振り回す。

			　その度に炎が放たれ、雨のようにして俺とエルフィの頭上から降り注いだ。

			　お互いに目配せして、その場から飛び退いて炎の雨を回避していく。

			　躱(かわ)せない分は、〝魔技簒奪(スペル・デイバウア)〟で威力を落とし、翡(ひ)翠(すい)の太刀で斬り落とした。

			「流石だな」

			　視線を向けるまでもなく、エルフィは炎のすべてを凌(しの)いでいる。

			　ならば、こちらもやるべきことをやろう。

			　炎魔将の種族名は〝炎巨人(ムスペルヘイム)〟。

			　名の通り、炎の魔力で構成された巨人だ。強力な魔物だが、弱点は分かりきっている。

			「生命の奔(ほん)流(りゆう)、揺(たゆ)蕩(た)う魂の渦(うず)。溢れ、集まり、降り注ぐ」

			　魔石を握り、詠(えい)唱(しよう)を唱える。

			「――〝流水砲(アクア・カノン)〟」

			　放ったのは、水属性魔術。

			　流水砲は使い勝手が良く、込めた魔力量によって威力を高めることができる。

			　魔石の魔力、そして『強魔の指輪』の効果により、砲弾の威力は通常の倍以上に高まっていた。

			『……！』

			　炎魔将は水の砲撃へ過剰な反応を示した。

			　自身の魔力を地面に流し込み、流水砲の射線上に炎の柱を作り出した。その火力に、属性的に有利なはずの流水砲が一瞬で蒸発する。

			　流石に無理か。

			『ルァァァ』

			　炎魔将は俺を脅威と認定したらしく、咆(ほう)哮(こう)とともに突進してきた。

			「……大した知能はないようだな」

			　土魔将は人語を解すほどの知能を持っていたが、こいつは違うらしい。

			　後ろに下がったエルフィを気にもせず、俺だけを標的としている。

			『ルォォォォォ!!』

			　見上げるほどの巨人が放つ攻撃は、恐ろしく範囲が広い。

			　放たれた炎は枝分かれして、多方向から飛んでくる。振り下ろされた拳を回避すると、跳んだ先の地面から炎が吹き出した。

			　厄(やつ)介(かい)だな。

			「〝加速(アクセル)〟」

			　魔術で敏捷さを高め、ひたすら回避に徹する。

			　腕の動き、魔力の流れ、目に入ってくるものから、炎魔将の次の動きを予測する。

			　躱(かわ)す、躱(かわ)す、躱(かわ)す。

			「良いぞ！」

			　エルフィの準備が整った。

			　腕を振り回して追い縋(すが)ってくる炎魔将へ、再び流水砲を放つ。

			　それを防ごうと炎魔将が腕を振り上げた瞬間、魔眼が放たれた。

			『――――!?』

			　無防備な炎魔将が爆発に飲まれる。ベルトガの介入を警戒して身構えるが、何も起こらない。

			　……あいつは、ここに来ていないのか？

			『ルォォォォォォ!!』

			　爆煙を突き破って、炎魔将が飛び出してきた。体を構成する炎が、受けたダメージによって揺らいでいる。

			「……やはり倒しきれなかったか」

			　炎魔将と呼ばれるだけはある。

			　通常の炎巨人なら、今のでも十分に倒せたはずだが。

			『ルルル……』

			　炎魔将の体が揺らぐ。体を構成する炎の色が、赤から青へ、やがて黒へと変化していく。

			　俺は一旦距離を取り、エルフィの元まで下がる。

			「……黒い炎巨人か。希少種だな。私も見るのは初めてだ」

			「魔力量はどうだ？」

			「量だけならば、あの土魔将に引けをとらない。力を抑えたままでは、仕留めるのは難しいぞ」

			「…………」

			　後ろの冒険者へ視線を向ける。

			　連中は未だそこから動かずにいて、こちらを助太刀してくる様子はない。

			「やむを得ないな。エルフィ、頼む」

			「分かった」

			　エルフィが『偽装の腕輪』に手を伸ばす。

			　温泉都市に入る前に付けた、種族を隠(いん)蔽(ぺい)する魔力付与品(マジツクアイテム)だ。

			　魔力の性質を魔族から人間へ変更する効果から、嵌(は)めている間は魔術の威力が落ちてしまう。

			「……できれば、避(さ)けたかった」

			　直後、腕輪を外したエルフィから、強烈な魔力が吹き出した。

			　それは人間のものではない。魔族特有の、肌がピリピリする魔力だ。

			　同時に、俺以外には不可視化されていた二本の角が姿を現した。

			　魔力と角。これでもう言い逃れはできなくなった。

			「そうだな」

			　場合によって、冒険者達を皆殺しにしなくちゃならなくなるからな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クソ……。どうしたらいいんだよ……」

			　集まった冒険者達の大半が、現れた炎魔将に絶望していた。

			　炎龍との戦いで、大半の冒険者の魔力が尽きている。辛うじて残っている者はいても、炎魔将との戦闘に耐えうる量ではない。

			　なにより、炎魔将の最初の一撃で、前方に立っていたＡランク冒険者の大半が身動きの取れない状態に陥(おちい)ってしまっていた。

			　残り少ないポーションを優先的に彼らに与えるが、未だ陣形はガタガタだ。

			　そんな状況の彼らを、さらに絶望へ落とす出来事が目の前で起きた。

			「……嘘、だろ？　あれ……魔族じゃ」

			　炎魔将に勝ちうる一筋の希望として見ていた、〝爆裂の魔眼使い〟。

			　魔力付与品(マジツクアイテム)らしき腕輪を外した彼女から流れ出てきたのは、魔族の魔力だった。

			「そんな……魔族なんて」

			「あいつ、俺達を騙していたのか？」

			「じゃ、じゃあ隣にいるあのイオリって奴も、実は魔族なんじゃ……」

			　魔族は敵だ。戦争の相手で、多くの人間を殺した憎むべき種族。

			　それがさっきまですぐ隣にいたという事実に、冒険者達が青ざめる。

			「で、でも……あいつら、炎魔将と戦ってるぜ？　おかしくないか？」

			「もしかしたら、俺達の味方ってことも」

			「いや炎魔将を倒したら、次に殺されるのは俺達なんじゃないか……!?」

			　二人を見る目に、恐怖が混ざっていく。険悪な雰囲気が漂い始めた。

			「れ……冷静になれよ！　あの二人はここまでアタシ達を助けてくれたじゃないか」

			　動揺を浮かべながらも、ミーシャが二人を庇(かば)う。

			「アタシ達をどうにかするつもりなら、とっくに殺されてるはずだ」

			　ミーシャ自身も、エルフィの正体に驚いていた。彼女が魔族だなどと、思いもしなかった。

			　だが、それでも二人が恩人であることには変わりない。

			　ミーシャは、二人を信じることに決めた。

			「なにか企んでんじゃねえのか？　とてもじゃねえが信じられねえよ」

			　そんなミーシャの言葉を、遮(さえぎ)った男がいた。

			　フルフェイスの兜(かぶと)を被った、大柄な男だ。

			「今のうちに、炎魔将ごとあの二人に攻撃を仕かけるのはどうだ？　お互いに気を取られている今なら、どっちも殺せるかもしれねぇ！」

			「おい、それは流石に……」

			　流石にすぐに賛同する者は出なかったが、二人への心象は、急速に悪化していく。

			　やがて、一つの結論が出た。

			『二人を置いて、この場から逃げる』

			　体力を消耗した状態では、生きて迷宮から出るのは厳しいだろう。だが、ここにいるよりはマシだ。

			　ここにいては、絶対に助からない。

			　そんな判断を下し、冒険者達が逃げようとした時だった。

			『ルオオオッ!!』

			　炎魔将が唐突に標的を変えた。

			『ここまで踏み込んだ人間は、生かして帰さない』

			　そう宣言するかのように咆(ほう)哮(こう)し、漆黒の炎弾を発射する。

			　目が眩(くら)むようなその熱量に、冒険者達が目を剥いたその時だ。

			「――〝重圧潰〟」

			　降り注いだ重力によって、砲弾が地面に叩き落とされた。

			「な……」

			　それは、魔族であるはずの〝爆裂〟がやったことだった。

			　攻撃を喰らいそうになった彼らを、彼女が魔眼で救ったのだ。

			「あいつ……今」

			「俺達を助けた……のか？」

			　魔族に助けられたという状況に、冒険者達が足を止める。

			　自分達を殺すつもりならば、今この場で庇(かば)う必要はなかったはずだ。見殺しにすれば良かったのだ。

			「魔族なんだろ……？　どうして」

			　冒険者の一人が溢(こぼ)した呟きに、答えられる者はいなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　……劣勢だ。

			　炎魔将との戦いが始まって、十分ほど経過した。

			　計画通りに行けば、既にエルフィが全力の魔眼を撃ち込んでいる頃合いだ。

			　だが、逃げようとした冒険者を庇(かば)ったせいで、魔眼のための魔力を消費してしまっている。

			　あいつめ。

			『ルオオオオオ!!』

			　魔眼の攻撃を見て、エルフィが危険だと本能的に悟ったのだろう。炎魔将は徐々にエルフィに狙いを絞るようになってきている。

			　その攻撃を凌(しの)ぐエルフィの顔に、徐々に疲労が溜まってきているのが見えた。

			「――はッ！」

			　炎魔将に接近し、狙いをエルフィから俺に逸らす。

			　上から落ちてくる豪腕の一撃を躱(かわ)し、カウンターを入れるも、黒い炎によって弾かれてしまう。

			　かなりの硬さだ。

			　それでも攻撃の手を緩めず、繰り返し翡(ひ)翠(すい)の太刀で斬り付ける。その最中で詠(えい)唱(しよう)を行い、炎魔将の顔面に〝流水砲〟を撃ち込んだ。

			　渾(こん)身(しん)の威力を込めた一撃に、炎魔将が大きく仰け反る。

			『ル……』

			「チッ」

			　弱点である水を顔面に撃ち込んで、この程度のダメージか。

			　その硬さに目を見張りながらも、次の一手を打った。

			　よろめいた炎魔将に、二つの魔石を投(とう)擲(てき)する。バックステップで距離を取ると同時に、〝壊魔(ブレイク・マジツク)〟の爆発が炎魔将を飲み込んだ。

			『ル……オオオォ!!』

			　爆煙から飛び出てきた炎魔将は健在だ。だが、無傷ではない。

			　岩窟龍(アースドラゴン)と違って、炎巨人の体には鱗(うろこ)や装甲はない。炎に覆われているだけだ。

			　いくら固くても、魔力による攻撃で多少のダメージを与えることは可能だ。

			　ダメージを受けた炎魔将の攻撃が、再び俺に集中する。

			「熱いな」

			　炎魔将が近づくだけで、相当な熱量が肌を焼く。魔力で防御しているものの、体力が刻々と失われていくのを感じる。

			　エルフィが魔眼を放つまで、無理をするしかないな。

			「〝加速(アクセル)〟」

			　速度を一段階上げるも、炎魔将の巨躯は追い縋ってくる。

			　だから、さらにもう一段階速度を上げた。

			「〝二重加速(アクセル・ダブル)〟」

			　全身が軋(きし)むのを感じた。敏捷性を上げれば、それだけ体に負荷がかかる。

			　無理な運動に、骨や筋肉が悲鳴を上げている。

			　だが……この程度の無理は、過去にいくらでも通してきた。

			「おおおおおォォ!!」

			　限界まで高めた速度で、炎魔将を翻(ほん)弄(ろう)する。

			　四方八方から翡(ひ)翠(すい)の太刀で斬り付け、後頭部に〝流水砲〟を撃ちこむ。

			　炎魔将は単純だ。自分に危害を加えてくる者を一番に狙ってくる。耐えられさえすれば、いくらでも時間を稼げる。

			『ルルルル!!』

			　俺を捉えようと、炎魔将は躍起になって魔術を放つ。

			　躱(かわ)す、斬る、躱(かわ)す、斬る斬る斬る。

			「……ッ」

			　無理な加速に吐血しながらも、俺は炎魔将へ攻撃を加え続けた。

			　炎魔将が痺(しび)れを切らして大規模魔術を使わぬよう、捕らえられそうで捕らえられない、ギリギリの速度を保つ。

			　そんな計算をしながらも、冒険者が裏切らないか、ベルトガが現れないかという警戒を怠らない。

			　脳が焼き切れそうだ。

			「けど――」

			　それも終わりだ。

			　魔力を全開にしたエルフィが、合図を送ってくる。

			「そのまま撃ち込めッ!!」

			「――――ッ!!」

			　次の瞬間、視界が紅(ぐ)蓮(れん)に染まった。魔眼を喰らい、炎魔将の体が爆発する。

			　その爆風は、バックステップで跳んだ俺にも届く。

			「――〝魔毀封殺(イル・アタラクシア)〟」

			　手持ちの魔力でも使えるように調整した盾。

			　同時に、使える魔石すべてと、体内の魔力の大部分を消費して、発動する。

			　押し寄せる爆風を魔毀封殺が防ぎきった。

			『ル』

			　体の大半を失った炎魔将が地面に倒れ込む。

			　体を覆っていた炎が消滅し、生身の肉体が露出した。

			『――――』

			　劈(つんざ)くような断末魔。

			　何かを呼ぶような嫌な叫びを残し、炎魔将は絶命した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はぁ……はぁ……」

			「終わったな」

			「……ああ」

			　魔将は倒した。だが、ベルトガは出てこなかった。

			　やはり、あいつはここにはいないのか？

			　マーウィンの手紙を見るに、ベルトガは温泉都市でマーウィンとやり取りしていた可能性が高い。

			　文中にあった『使いを送る』という言葉も、ベルトガが温泉都市内、もしくはその近郊にいたということを裏付けている。

			　マーウィンの連絡が途絶えたことを怪しんで、温泉都市から撤退したのだろうか。

			　神経を張り巡らせたまま周囲を見回すが、あいつの姿はない。ここにいるのはエルフィと、部屋の入口付近で固まっている冒険者達だけだ。

			「……チッ」

			　あいつのために、あれこれと準備をしておいたというのに。

			　肩透かしを喰らった気分だ。

			　そう気を緩めた瞬間だ。

			『ギィィィィィイイイイイッッ!!』

			　部屋の奥で流れているマグマの川。その中から、甲高い叫びを上げながら炎龍が飛び出してきた。

			「むっ」

			「まだいたのか」

			　炎龍が口を開き、ブレスを放とうとする。

			　次から次へと面倒だな。

			　迎え撃とうと、身構えた時だった。

			「……解放(パージ)」

			　ゴトンと、何かが地面に落ちる音がした。

			　振り返れば、知らない男が立っていた。ベルトガではない。

			「……お前」

			　だが、地面に落ちている鎧(よろい)には見覚えがあった。

			　俺達に何度も絡んできた、あの全身鎧(よろい)の男の物だ。

			　兜(かぶと)、籠(こ)手(て)、鎧(よろい)、すべての装備を外し、男が大剣を構える。

			「……もって三十秒ってとこか」

			　そう呟いた瞬間、男の魔力が吹き荒れた。

			「ほう」

			　なかなかの魔力量だ。

			「ふッ！」

			　男は足場を踏み砕き、大きく跳(ちよう)躍(やく)する。

			　その先にあるのは、ブレスを放とうとする炎龍だ。

			　接近してくる男に、炎龍が狙いを変えようとした一瞬の隙。

			「らァァァァ!!」

			　男の大剣が、炎龍を両断した。

			　真っ二つになった炎龍が、鮮血を撒き散らしながら地面に落ちる。

			　遅れて、男が地面に着地した。

			「大した膂(りよ)力(りよく)だ」

			　部屋に静寂が訪れる。

			　もう、魔物の気配はなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふぅ……」

			　荒い息のまま、男がこちらへ視線を向けてくる。

			　冒険者達も、俺達の方に向かってきている。

			「…………」

			　それを受けて、俺は臨戦態勢に入った。どうやら、あの男は余力を残していたらしい。

			　他の冒険者にも、まだ力を残している者がいるかもしれない。

			「エルフィ」

			「…………」

			　冒険者の連中には、エルフィが魔族であることを知られてしまった。

			　外に漏らされれば、面倒なことになる。

			　始末するなら、今、ここでだ。

			　そう警戒する中、冒険者の一人が口を開いた。

			「――助かったぜ。ありがとな」

			　なに……？

			　呆気に取られる中で、他の冒険者達も言葉を続ける。

			「二人ともすげぇよ！　まさか、炎魔将を倒しちまうなんてよ！」

			「おい、イオリって言ったか!?　アンタの動き、やばかったぜ！」

			「〝爆裂〟！　最高にかっこ良かった！　惚れたぜ、俺は！」

			　投げつけられる、感謝の言葉。

			　誰もが好意的な態度で、俺達に声をかけてくる。

			　敵意はない。

			「何を……」

			　冒険者達はエルフィが魔族だと、分かったはずだ。

			　だったら、攻撃してくるんじゃないのか？

			　エルフィに庇(かば)ってもらった恩を打ち捨てて、魔族を捕らえれば金がもらえるからと、襲いかかってくるんじゃないのか？

			　俺達を油断させようとしているのか？　油断して、背後から攻撃してくるつもりなのか？

			「どうやら、手をくださずに済んだようだな」

			「……待て、エルフィ。まだ」

			　戸惑っている中、先ほどの男が歩いてきた。

			　そうだ。こいつは今まで、俺達に散々、絡んできた。

			　ここで本性を曝(さら)け出して、攻撃してくるはずだ。

			「今まで悪かったな」

			　そう思ったのに、男は俺達に向けて頭を下げてきた。

			「それと、助太刀するのも遅れて済まなかった。あの巨人の一撃で気絶しちまってたんだ」

			「ふむ……お前、〝放(ほう)魔(ま)症(しよう)〟か」

			　男を見て、エルフィがそう言った。

			　放魔症。多量の魔力を保有する者が、まれに発症する病気だ。

			　魔力の制御ができず、常時魔力が体外へ漏れてしまうという症状がある。

			「ああ。魔力を抑え込む鎧(よろい)を付けないとしんどくてな。外したら、数十秒くらいしか戦えねえし」

			　そう言いながら、男は再び鎧(よろい)を身に纏(まと)っていく。

			「…………」

			　この場にいる誰もが、俺達に敵意を持っていない。

			　魔族だと知っているのに、冒険者達はエルフィに群がっている。

			　邪魔だ、とエルフィは騒いでいるが。

			「まったく……何なんだあいつらは」

			　エルフィが戻ってきた。

			「伊織。自分がどんな顔をしているか気付いているか？」

			「何を……」

			「酷く間抜けた顔だぞ」

			「…………」

			　男は鎧(よろい)を付け直してから、「悪かったな」ともう一度謝ってきた。

			　男の名はゾルキンというらしい。

			　Ａランク冒険者だ。

			「子供が戦っているのが、どうしても許せなかったんだ」

			　ゾルキンは、俺達に向かってそう言った。

			　彼には二人の子供がいたらしい。

			　その子供は、ゾルキンに憧れて冒険者になったそうだ。

			「……どうなったんですか？」

			「……死んだよ。二人ともな」

			　悔いるような表情で、ゾルキンは言った。

			「だからどうしても、あいつらと近い年齡の奴が冒険者をやっているのを見ると、やめさせたくなっちまう」

			「だから、伊織にしつこく絡んでいたというわけか」

			「ああ……。だが……俺が間違ってた。済まなかった」

			　深々と頭を下げるゾルキン。

			　その様子に、口を開こうとした時だった。

			　

			「――だったら、すぐにその子供のところに連れてってやるよ」

			　

			　ズガン、と音がした。

			　すぐ前に立っていたゾルキンが吹き飛ぶ。そして、その先に立っていたエルフィに体ごと突っ込んだ。

			「……く!?」

			　咄嗟に、エルフィがゾルキンを受け止めた。

			「受け止めちまったなぁ」

			　動きが止まったエルフィへ、炎を纏(まと)った金棒が振り下ろされた。

			　ゾルキンとエルフィ、二人がグシャリと嫌な音を立て、壁に激突する。

			「エルフィ……！」

			　二人に攻撃を仕かけたのは、フルフェイスの兜(かぶと)を被った冒険者だった。

			「お……まえ、何してんだ」

			　周囲の冒険者が、呆然とした声を漏らす。

			「ったく、窮屈だったぜ」

			　男が兜(かぶと)を脱ぐ。

			　瞬間、バキバキと音を立てて、男の体が変形した。

			「『人化の兜(かぶと)』。激レアの魔力付与品(マジツクアイテム)を使っただけあったなぁ。誰にも気付かれなかったぜ」

			　現れたのは、三メートルを越えた大男だ。

			　浅黒い肌に、岩のような筋肉、そして頭に生えた角。

			〝鬼族〟。

			「よぉ、久しぶりだな――アマツゥ」

			　かつて、俺に毒を盛った裏切り者。

			　ベルトガが、そこにいた。
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			第六話　『ここで冒険しないで』

			　

			「ベルトガァ……」

			　突然、復(ふく)讐(しゆう)対象が現れたことで、思わず頭に血が昇った。

			　落ち着け。

			　興奮すれば、殺せなくなるぞ。殺すために、落ち着くんだ。

			「…………」

			　魔力付与品(マジツクアイテム)を身に付けている者の中には、フルフェイスの兜(かぶと)の男もいた。

			　だが、エルフィの魔眼で見ても魔力は正常で、なにより外見が人間そのものだったため、気付くことができなかったのだ。

			　それに、全身鎧(よろい)を着込んだゾルキンを警戒し過ぎていた。

			　クソ、失態だ。

			「う……ぐ……」

			　額からおびただしい量の血を流しながらも、エルフィは生きていた。

			　どうやらエルフィに守られたらしく、ゾルキンも無事だ。

			「マーウィンからテメェの情報は聞いてたが、実物を見た時は驚いたぜ。適当なこと言いやがってと思っていたが、あいつもなかなかいい仕事をしてくれたじゃねえか」

			　まあ連絡がねぇから死んだみてぇだがな？　とベルトガが肩を竦(すく)める。

			　……やはり、マーウィンの手紙にあった『ベルトガ』は、こいつで間違いなかったようだ。

			「すっかり容姿も変わって、弱くなっちまってよぉ。なぁ、おい。元気してたかぁ？」

			「…………」

			「ま、元気でも今から殺すんだけどな」

			　ベルトガが握っているのは、人ひとり分の大きさもある金棒だ。

			　魔力付与品なのか、ベルトガの魔力に反応して炎を纏(まと)っている。

			「お……おいどういうことだ。お前……なんで」

			「鬼……？　一体どういう」

			　冒険者達は、ベルトガの威容に圧倒されて後(あと)退(ずさ)っている。

			　その様子を見て、ベルトガが嘲(ちよう)笑(しよう)を浮かべた。

			「有象無象が、鈍いこったぁな」

			「……俺を殺すために、わざわざ冒険者に紛れ込んで、ついて来てたってことかよ」

			「いやぁ。偶然だ、偶然。俺様は元々、連合国の戦力を見にこの街にやって来たんだからなぁ」

			「……そういうことか」

			　ベルトガのその言葉で、冒険者ギルドで聞いた話が思い出される。

			『一昨日ぐらいだっけか？　迷宮討伐の資料が持ち出されたのって』

			　大して気にしていなかったが、あれは冒険者に紛れ込んだこいつの仕業だったのだろう。

			「つまんねえ任務だと思ってたが、お前のお陰ですべてが俺様の思い通りにいきそうだ」

			「……なに？」

			　ベルトガは炎魔将の骸の方へ唾を吐くと、クツクツと笑った。

			「前々から、こいつが邪魔だったんだよ。炎魔将には〝炎鬼〟の俺様が相応しいってのに、魔力量が多いってだけで選ばれやがった。だから、殺してくれてありがとう！　てめぇのお陰で、俺様の昇進決定だ！」

			　ご機嫌な様子で、ベルトガは金棒をクルクルと弄(もてあそ)ぶ。

			「だからな、後は、お前と、あそこの女を殺せばいいってわけだァ！」

			「ッ」

			　巨大な金棒が、軽々と振り下ろされる。

			　後ろに跳んだ瞬間、金棒を覆っていた炎の量が増大し、攻撃範囲が倍になる。炎に包まれ、視界が赤く染まった。

			　肉が焼ける。

			「なぁ、なんで俺様がこのタイミングで出てきたと思う？」

			「ッ――」

			「それはぁ、確実に殺せると踏んだからでぇぇす!!」

			　嵐のように、棍棒が振り回される。

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀で防ぐも、金棒から放出される炎まで手が回らない。纏(まと)っている装備の防御を少しずつ突破し、肉が焼かれていく。

			　一撃凌(しの)ぐ度に、身体強化の維持で魔力がガリガリと削られていく。

			　怒(ど)涛(とう)の攻撃に、魔石を取り出す余裕もない。

			「どうした？　なぁ、反撃しろよ！　伝説の英雄サマなんだろ!?　なぁ!?」

			　攻撃自体は、それほど巧いわけではない。

			　だが、一撃一撃の威力と、金棒から吹き出す炎のせいで、反撃に転じる余裕がない。

			「辛そうだなァ？　疲れてんだろ？　ポーションやろうか？」

			「……ッ」

			「毒入りだけどな！　あ、お前には言ってなかったっけ？　だいぶ前だから記憶が曖(あい)昧(まい)だけど、お前、一回俺様に騙されて毒飲んでるんだぜ？　そんなに効かなかったけどな！」

			「知ってるよ、糞野郎ッ!!」

			「あっそ」

			　叩きつけられる一撃を、柔剣で受け流す。

			　それと同時、

			「ッ」

			　ガクン、と体から力が抜ける。

			　クソ、二重加速の消耗が、ここにきて体を蝕んでやがる。

			「おらァ!!」

			　その隙に、金棒が横(よこ)薙(な)ぎに振られる。

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀で防御するも、

			「が……ァああああッ」

			　メキメキと骨が軋(きし)む。防ぎきれず、吹き飛ばされた。

			　その拍子に、左腕の肩がゴッと嫌な音を立てる。

			「が、ふっ」

			　受け身を取ることもできず、俺は地面に叩き付けられた。

			　外れた肩と、打ち付けた背中の痛みで視界が白く染まる。

			　意識が飛びそうになるのを、唇を噛み切り、踏みとどまる。

			　何やってんだよ、俺は。裏切った奴が目の前にいるんだ。

			　寝てる暇があるのかよ。

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀を杖代わりにして、起き上がると同時。

			「おら、よッ!!」

			　金棒が勢い良く投(とう)擲(てき)された。

			　俺に向かって――ではない。

			「エルフィ……ッ!!」

			　地面に伏せていたエルフィとゾルキンに向かって、投げられたのだ。

			　俺は咄嗟に二人の間に割り込み、翡(ひ)翠(すい)の太刀で金棒を受け止める。

			　瞬間、金棒に内包されていた炎が吹き出した。

			「ご……ッがァああああああ」

			　全身が焼けるように熱い。

			　上手く力が入らない。視界が点滅している。

			　金棒を受け止めきれず、せめて軌道を逸らそうと構えを変えようとした時だ。

			「お疲れだな」

			　いつの間にか近づいてきていたベルトガの拳が、脇腹に叩きこまれた。

			「は……づ」

			　呼吸が止まる。

			　何メートルもノーバウンドで吹き飛ばされ、ゴツゴツした地面に叩き付けられる。

			　ささくれだった岩の上を体が滑り、肉が削がれるのが分かった。

			「なーぁ、三十年間、何してたんだ？　寝てたの？」

			　本当に寝てしまいたいくらいの激痛が、全身を襲ってくる。服の中のポーションを口に含むも、気休めにしかならない。

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀のお陰で魔力は回復してきているが、体が動かなくなってきている。

			　なんて失態だ。

			「てめぇみたいな奴を『アマツさん』なんて呼んでたと思うと、鳥肌が立つぜ」

			　余(よ)裕(ゆう)綽(しやく)々(しやく)という表情で、ベルトガが嗤(わら)う。

			　こいつは、強者には媚(こ)び、弱者は徹底的に虐(しいた)げる男だ。

			　俺とエルフィの疲労具合から、勝てると確信して出てきたのだろう。忌(いま)々(いま)しいことに、かなりの劣勢だ。

			「私に……背を向けるとは、いい度胸だ」

			「……！」

			　膝立ちになったエルフィが、瞳(ひとみ)を紅く染めてベルトガを睨んでいる。

			　一瞬だけ表情に動揺を浮かべたベルトガだったが、

			「エルフィスザーク、だっけか？　魔眼の能力は今までしっかり見てたさ。あれだろ？　魔力がないと何もできないんだろ？」

			「……ッ」

			「役立たずはオネンネしときなって。すぐに殺してやるから」

			　ベルトガの言う通り、これまでの戦闘と、先ほどの一撃を受けてエルフィの魔力はほとんど残っていない。

			　彼女の手足に、時折ノイズが走っている。

			　もう、分身体を維持することすら厳しいのだろう。

			「お……おい、待てよ！」

			　冒険者達から、声が上がる。

			　ようやく状況を飲み込めたのだろう。

			「そ、それ以上やるなら、俺達が相手になるぞ！」

			「その人は俺達の恩人だ！」

			「殺させたりなんか――」

			　赤い風が吹いた。

			「――――はァ？」

			「ひっ」

			　ベルトガの体から、魔力が噴出する。

			　それに撫でられた冒険者達が悲鳴を上げた。

			　鬼族に伝わる魔術、〝鬼神の威容〟。対魔力の弱い者の精神状態を、強制的に恐怖の底に落とす魔術だ。

			　魔力付与品による防御で、俺には効かない。エルフィもそうだろう。

			　だが。

			「う、うあああ!?」

			「ば……化物ッ」

			　冒険者達はそうじゃない。

			　ただでさえ体力と魔力を消耗している中で威圧され、彼らはパニックに陥(おちい)っていた。

			　ミーシャも、ガクガクと体を震わせて膝を突いている。

			「格下どもが」

			　蔑(さげす)むように唾を吐いてすぐに、ベルトガがニタリと笑った。

			「な、お前らよ。こいつは恩人なんだろ？　助けたいんだろ？」

			「え……？」

			「じゃ、俺様に向かってこいよ。頑張って助けてみろ、な？　ま、向かってきたら殺すけど」

			　ベルトガが冒険者達へ手招きする。

			　その笑みは、リューザスやマーウィンと同様、醜悪で腐りきっている。

			「その代わりさ、こいつとあの女をお前らの手で殺すってんなら、見逃してやってもいいぜ？」

			「……っ」

			　ゴクリと、誰かが息を呑んだ。彼らの顔に希望の色が浮かぶのが見える。

			　ああ、俺がマーウィン達にやったのと同じ手だ。

			　ベルトガは冒険者達を逃がすつもりなんてない。迷宮核(ダンジヨンコア)を奪えていない以上、まだ迷宮内には魔物がいる。

			　疲弊しきった彼らでは、逃げられる道理などない。

			「…………」

			　冒険者達の視線が俺とエルフィに向けられる。

			　あの二人を殺せば……とその目が語っている。

			「あ……」

			　その視線の中には。

			　ミーシャも混ざっていた。

			　腰の剣に手を伸ばし、俺の方を見ている。

			「は」

			　ポーションを飲んで回復したのか、ゾルキンもこちらを見ていた。

			「は……はは」

			　ああ、やっぱりか。

			　これが本性なんだ。どれだけ助けようが、自分のためだったら、人は簡単に人を裏切る。

			　救おうとするなんて、無意味だったんだ。

			　可笑しくて、腹が痛い。

			「ふざけるな」

			　……ふざけるんじゃねえ。

			　こんなところで、殺されてたまるか。

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀を支えに、もう一度起き上がる。

			　ポーションの効果で、動けるまでにはなっている。ベルドガが冒険者達に話している間に、魔力は回復した。

			　ベルトガは殺す。

			　俺を裏切るんなら、冒険者達も皆殺しだ。

			　ミーシャも……、ゾルキンも、殺してやる。

			「……っ」

			　冒険者達は固まったまま、こちらを見ている。怖気づいているのか、何か作戦でもあるのか。

			　ふん、とベルトガがつまらなさそうに鼻を鳴らした。

			「ま、見殺しでも良しとしてやるよ。お前らは動くんじゃねえぞ」

			　ぐるりと、ベルトガがこちらを向く。

			「まったく、ルシフィナさんもディオニスさんも、詰めが甘い。俺様がしっかり止(とど)めをさして、終わりにしねぇとな」

			　足音を鳴らして、こちらに近づいてくる。

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀を右手に構え、肩の外れた左腕の指だけで魔石を握る。

			　エルフィが俺の名を叫んでいる。

			「昔のよしみだ。遺言くらいは聞いてやるよ」

			「殺してや――」

			「聞くわけねぇだろばぁか!!」

			　ベルトガの金棒が迫ってくる。

			　バックステップしながら、なんとか魔石を投(とう)擲(てき)、〝壊魔〟で爆発を起こす。

			　激しい体の動きに激痛が走り、意識が飛びかける。

			「無・駄ッ！」

			　爆煙の中から、炎の鎧(よろい)を纏(まと)ったベルトガが飛び出してきた。

			　大上段から、金棒が振り下ろされる。片手で使える技で棍棒を受け流そうとするも、呆気なく弾き飛ばされてしまった。

			　カランと音を立てて、翡(ひ)翠(すい)の太刀が地面へ落ちる。

			「地獄に行ってらっしゃぁい！」

			　ベルトガの金棒が目前に迫る。

			　武器はない。魔石に手が届かない。

			　魔術の発動も間に合わない。エルフィは動けない。

			　金棒を防ぐ手立てが、ない。

			「こんな……ところで……」

			　

			　死――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――――」

			　鳴り響いたのは、肉の潰れる音ではなかった。

			　何かと何かがぶつかった、甲高い金属音。

			　目の前に、一人の人猫種(ワーキヤツト)が立っていた。

			　剣を構え、両腕で振り下ろされた金棒を受け止めている。炎を喰って髪が焦げ、肉が焼けていた。

			　それでも、苦悶の表情のまま、必死に金棒を防いでいる。

			「はァ？」

			　ベルトガが首を傾げると同時。その背後から、無数の魔術が飛来した。

			　大した威力もない、下級の魔術だ。

			「……おい。お前ら」

			　ベルトガの意識が背後へ向いた瞬間、ミーシャは素早く動いていた。

			　剣を納めたかと思うと、俺の体を強引に抱きかかえ、風のように走り出す。

			「カスが！」

			　逃すまいと金棒を振り上げたベルトガに、大剣の一撃が叩き込まれた。

			　素手で岩を砕きうるベルトガの肌はそれを弾いたが、その威力に後退する。

			　ゾルキンが、大剣を構えてベルトガの前に立っていた。

			「何を、して」

			　その間に、俺を抱えたミーシャが部屋の入口まで後退した。

			　何人かの冒険者が俺に駆け寄り、ポーションを飲ませてくれる。

			「伊織さん、大丈夫か!?　助けるのが遅れてごめん！」

			　ミーシャが謝ってくる。

			　どうして？

			「……伊織」

			「エルフィか」

			　いつの間にか、エルフィもこちらに運ばれてきていた。

			　彼女も同様に、ポーションを飲ませてもらっている。

			「何のつもりだ、クソ雑魚ども」

			〝鬼神の威容〟を発動しながら、ベルトガが凄む。

			　それを受け、冒険者達は体を震わせている。中には、漏らしている者すらいた。

			　なのに、その誰もが俺達の前に立ち、ベルトガに向き合っていた。

			「すまねえ。今まで怖気づいて、動けなかった」

			「情けねえ限りだ」

			　震えながら、冒険者達が謝ってくる。

			　なんでだ？

			　お前らは、俺達を裏切るつもりじゃなかったのか？

			「どうして……」

			　鬼神の威容は、間違いなく働いている。

			　冒険者達は恐怖を感じているはずだ。

			「馬鹿野郎。命の恩人を見捨てていけるかってんだ」

			「ここで逃げたって、炎魔将を倒した役者を置いてっちゃ何の意味もねぇからな」

			「あの鬼の言いなりになってたまるかよ」

			　冒険者達が強がって笑みを見せてくる。

			「アンタがいなかったら、あの時、俺は炎蜥蜴(フアイアリザード)に殺されていた。だから、今度は俺がアンタを助ける番だ」

			　ここへ来る途中で助けた冒険者の一人が、そんなことを言ってきた。

			　助けられたから。恩があるから。庇(かば)ってくれたから。

			　だから、裏切らない……？

			「なに、驚いた顔してんだ」

			　いつの間にか、ゾルキンが立っていた。鎧(よろい)は大きく凹み、隙間から血が流れている。

			「ここにいる全員が、二人に助けられてるんだぜ」

			　ゾルキンの言葉に、冒険者達が頷く。

			「ああ、ようやくその恩が返せるんだ。ラッキーだぜ」

			「二人にばっか、格好いいところを持ってかれてたまるかってんだ」

			　強がりだ。声も、足も震えている。

			　カチカチと歯を鳴らしている者もいる。

			「それに言ったろ？　俺は子供が戦ってるところを見るのが嫌いだ。そしてそれ以上に、子供を死なせるのが、一番嫌いなんだ。だから、死なせねえよ、お前らはな」

			「――――」

			　冒険者達の様子に、ベルトガが苛立ったように金棒を地面に叩きつけた。

			「おいおい、てめぇら。俺様に勝てねえことぐらい分かるだろ？」

			　あいつの言う通りだ。

			　疲弊しきった冒険者では、立ち向かったところで虐殺されるだけだ。

			　だというのに。

			　――――誰も逃げない。

			「分かるさ。けどな」

			　立ち上がったミーシャが、ベルトガを睨んで言った。

			「――アタシ達は冒険者だ。ここで冒険しねぇで、いつ冒険するってんだよ!!」

			　その叫びに、冒険者達が奮い立つ。

			「ここまでで、十分休憩したんだ！　ここいらでその分働くぞ!!」

			「「――――おおッ!!」」

			　くたびれた体で武器を握り、残り少ない魔力で詠(えい)唱(しよう)を始める。

			「……どうして」

			　冒険者達の、勝ち目のない戦いが始まった。

		

	
		
			第七話　『炎鬼ベルトガ』

			　

			「劣等種(ザコ)どもが、鬱陶しいんだよぉ!!」

			　群がる冒険者達が、ベルトガの一撃で吹き飛ばされていく。

			　遠距離から放った魔術は炎で防がれ、接近して斬りかかれば金棒で吹き飛ばされる。

			　疲弊した彼らでは、連携が取れていてもベルトガの動きについていけていない。

			「チッ……化物が」

			　戦線には加わらず、俺達の手当てをしてくれているミーシャが舌打ちをする。

			　彼女の仲間も、その様子を見て歯を食いしばっていた。

			「エルフィ……魔眼は使えそうか？」

			「無理だ。分身体を維持するのもキツイ」

			　状況は最悪だ。

			　先ほどの攻撃を喰らって、俺は骨が折れている。外れた肩は戻したが、万全の状態からは程遠い。

			「伊織……そういえば、お前はポーチの中に別のポーションを入れてなかったか？」

			「……あれは駄目だ。使えない。持ってた分は、もう使いきっちまったよ」

			　すぐ目の前で、冒険者が蹂(じゆう)躙(りん)されている。

			「クソ……」

			　ベルトガは鬼族の精鋭だ。マーウィンの手下とは格が違う。

			　万全の状態ならともかく、今の状態で戦って勝つのは無理だ。

			「うあああああッ」

			「ちくしょう……!!」

			「引くんじゃねえ……！」

			　鎧(よろい)を脱いだゾルキンが猛撃を加えているが、ベルトガはそのすべてを弾いている。

			　炎龍を一撃で倒した攻撃ですら、ベルトガには届かない。

			　辺りに金棒を喰らった冒険者が何人も転がっている。

			　死者も出ているかもしれない。

			「駄目だなぁ、全然駄目だ」

			「何を……！」

			　悠(ゆう)々(ゆう)と金棒を振り回しながら、ベルトガが嗤(わら)う。

			「有(う)象(ぞう)ッ！　無(む)象(ぞう)！　格！　格格格格格格格格格ゥ！　てめぇらとは格が違うんだよぉぉぉ!!」

			　ベルトガの金棒が、嵐のように振り回される。

			　正面に立っていたゾルキンが吹き飛ばされ、周りにいた冒険者達が潰され、魔術師が金棒の放つ熱風で焼かれる。

			　やはり、あいつらでは勝ち目がない。

			　待っているのは、死だけだ。

			「アァァマツゥ、逃さねぇぞ？」

			　冒険者達を吹き飛ばしながら、ベルトガが少しずつこちらに向かってきている。

			「こんなッ！　格下じゃッ！　時間稼ぎにしかッ！　なりゃしねぇえよッ！」

			　持って、あと一分といったところか。

			「……伊織さん達は、逃げてくれ」

			　カチャリと音を立てて、ミーシャが鞘(さや)から剣を引き抜く。

			　そして仲間に目配せし、

			「少しでも時間を稼ぐ。その間に、迷宮から逃げてくれ」

			「……お前達、死ぬ気か」

			　ミーシャが、ふっと引き攣(つ)ったような笑みを浮かべる。

			「爺さんを治してくれたのも、店を直す金をくれたのも、伊織さんとエルフィさんだ。ここに来るまでにも、二人は何度もアタシと仲間達を助けてくれた」

			「…………」

			「だから、ここで恩を返させてくれ」

			　何だよ、それ。

			　助けてくれたからとか、恩を返したいとか。

			　全部、俺を裏切った奴が言ってきた言葉じゃないか。

			「なんで……そんなんで、命を投げ出せるんだ。どうして俺達を切り捨てて、逃げようとしないんだ。あんたらは死ぬのが怖くないのかよ……？」

			「死ぬのは怖いさ。けど……」

			「恩があるとでも言うのか？　どれだけの恩があったって、自分の命が危険なら逃げるんじゃないのか!?」

			　エルフィは黙って話を聞いている。

			　ミーシャの仲間も、黙っている。

			「それも、あるけどさ」

			　ミーシャは、笑って言った。

			「――助けたいと思ったから、助ける。それだけだよ」

			「あ……」

			　それは。

			　英雄になり、理想に酔っていた頃の俺が言った台詞だった。

			「……行くよ！」

			　仲間を引き連れ、ミーシャがベルトガへ向かっていく。

			　振り返らず、ただ真っ直ぐに。

			「人猫種(ワーキヤツト)だぁ？　鬼と猫じゃ格が違うって分かんないもんかねェ！」

			　俊敏な動きで、ミーシャがベルトガを翻(ほん)弄(ろう)する。

			　そのまま連続で斬り付けるが、彼女の攻撃力ではベルトガにダメージを与えられない。仲間達の魔術も、ベルトガに届かない。

			　どうしたらいい。

			　そんなことを、逡(しゆん)巡(じゆん)していた時だった。

			「――――――」

			　ザッと視界にノイズが走った。

			　ほんの一瞬だけ、誰かの後ろ姿が見えた。

			　灰色の髪の男だ。剣を握り、何かに立ち向かうように立っていた。

			　視界はすぐに、正常に戻った。

			「ッ」

			　恩を返したい、貴方を助けたい。

			　そう言って近づいて来た連中は、俺を裏切った。

			　裏切られたのは、俺が甘い理想に酔って、本質を見極められなかったからだ。

			　平和な世界を作りたいとか、大切な人を守りたいとか。

			　今でも、くだらないと思っている。

			　救いたいなど、現実の見えていないただの偽善だと。

			　だけど。

			　今、俺達のために戦ってくれるああいう人達を見捨てて逃げるのは、違うだろう。

			「…………」

			　ミーシャが回収してきてくれた、翡(ひ)翠(すい)の太刀を抜く。

			　ようやく動くようになってきた腕で、ポーチから魔石を取り出す。

			「どうするつもりだ、伊織？」

			「決まってる。復(ふく)讐(しゆう)対象が目の前にいるんだ。ブチ殺すに決まってんだろ」

			　あのクズをここで逃せば、次にいつ会えるかも分からない。

			　だったら、ここで確実に殺すべきだ。

			「ならば、私は私のやれることをしよう」

			「……逃げないのか？」

			「馬鹿者。金棒でぶん殴られたんだぞ。許しておけるか」

			　目を細めて、エルフィが言う。

			「それにな、私が封印された時、あの男もいた。お前の部下はもう死んでる、とオルテギアに告げられた時、連中は私の部下の亡(なき)骸(がら)を玩具(おもちや)にしていたんだ。許せるわけ、ないだろう？」

			「……分かった」

			　逃げずに戦うと、決めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「オオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」

			　ベルトガが声に魔力を乗せ、咆(ほう)哮(こう)を放つ。

			　迷宮全域に響き渡るような音量を、ミーシャ達は正面から浴びた。

			　仲間が意識を失い、バタバタと倒れていく。

			「――ぁ」

			　そう認識した時には、ミーシャの体も傾いていた。全身から力が抜け、徐々に地面が近づいてくる。

			　倒れた自分に影が差すのが見えた。

			「死にやがれ、ゴミがァ！」

			　ベルトガが、金棒を振り下ろす直前。

			「――――」

			　間に入った誰かが、ベルトガの金棒を受け止めていた。

			「あ……」

			　逃がしたはずの伊織がそこにいた。

			「雑魚どもの努力を無駄にしたなぁ、アマツ」

			「……どうかな」

			　伊織とベルトガが打ち合う。

			　やはり、今の伊織ではベルトガに敵わない。

			　だというのに。

			「英雄(アマツ)――――」

			　意識を失いゆくミーシャには、戦う伊織の姿が伝説の英雄の姿に重なって見えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「今の俺様とじゃ、てめぇは格が違うんだよぉ！」

			　金棒を必死に受け止めながら、冒険者達から距離を取る。

			　ベルトガには、冒険者達は転がっているゴミ程度にしか見えてないのだろう。彼らから距離を取っていることに、ベルトガは何も感じていないようだった。

			「あの女の姿がねぇな、逃げたか。それに比べて、逃げないなんて、アマツさんは格好いいねぇ！　まーだ英雄気取りですかぁ!?」

			「く……ッ」

			「その英雄も今の俺様とはぁ！　格格格格！　格がちげえええええええ!!」

			「格格、うるせえんだよ……！」

			〝加速〟し、身体強化し、〝魔技簒奪(スペル・デイバウア)〟で相手の攻撃の威力を落とし、〝流水砲〟や〝壊魔〟で攻撃する。

			　視界を狙った攻撃に、ベルトガが苛立ったように金棒を振り下ろす。

			「〝灼風(フレイム・ブラスト)〟」

			「くッ」

			　その衝撃波が、肌を焼き尽くす熱風となって襲ってくる。

			〝魔毀封殺(イル・アタラクシア)〟を発動するも呆気なく突破され、全身を風に灼(や)かれていく。

			　あまりの熱さと痛みに吐き気すらした。

			「はっ」

			　だが、俺は笑みを浮かべ、ベルトガを挑発した。

			「そんなに格格言うってことは、人間達に差別されてたのがよっぽど応えてたみたいだな？　すげえコンプレックスだ」

			「あぁ……？」

			「そんなんだから、馬鹿の一つ覚えでしか罵(ば)倒(とう)できない、格格おじさんになっちまうんだよ」

			「あああああああッ!?」

			　格格おじさんという呼び方に苛立ったのか、ベルトガが金棒を力任せに薙(な)いだ。

			　狙いも何もない、ただ力だけの一撃だ。

			　それを最後の力を使って受ける。

			　衝撃をできる限り受け流しながら、その勢いを使って後ろへ吹き飛ぶ。

			　無様に地面を転がった。

			　痛みでどうにかなりそうだ。

			「は……！　大口叩いといて、結局はなんにもできねえ！」

			　だが、計画通りだ。

			「あ……？」

			　次の瞬間、迷宮の温度が一段階下がった。漂っていた魔素が消失していく。

			「お前が馬鹿で助かったよ」

			「まさ……か」

			　バッと視線を部屋の奥に向けるベルトガ。その視線の先には、迷宮核(ダンジヨンコア)を手にした、エルフィが立っていた。

			「どうして……!?　部屋から消えたはずじゃ」

			「視野が狭いんだよ」

			　俺が時間稼ぎをしている間に、あいつは生首の状態で、冒険者達を隠れ蓑にして迷宮核のところへ向かっていた。

			　冒険者から距離を取ったのは、それを隠すためでもある。

			「魔力がなければ何もできない、か。おい、鬼。今の私でも、盗みを働くことくらいはできたようだぞ？」

			「てめええ！」

			「伊織、受け取れ！」

			　エルフィが迷宮核を投げた。同時に、激高したベルトガが動き出す。

			　あいつに吹き飛ばされたのは、迷宮核を受け止めるためだ。

			　だが。

			「ばああかッ！　こうなったら、迷宮核はもうどうでもいい！」

			「っ……」

			　ベルトガが魔術を放とうと、金棒を構えた。

			　クソ、迷宮核ごと、俺を焼く気か……！

			「地獄へ落ちろ、アマァァァツ!!」

			　炎が放たれる、その直前。

			「――あ？」

			　ベルトガの頭がドンッと爆発した。誰かがベルトガを魔術で攻撃したのだ。

			「このカスが……ッ」

			「ざまあ……みろ」

			　地に伏せたゾルキンが、ベルトガに腕を向けていた。

			　してやったりという表情で、そのまま意識を失う。

			「しま――――」

			「ッ！」

			　ベルトガが、ゾルキンへ気を取られた一瞬。その隙に、迷宮核を受け取った。

			　虹色に輝くそれを握りつぶし、魔力を受け取る。

			　魔力を吸収しても、やはり力は完全には戻ってこなかった。それまでより、使える魔力の量が増えるだけ。

			　これは賭けだった。迷宮核を手にしても、ベルトガを倒せるだけの力が戻ってくるとは限らなかった。

			　体力も残り少なく、分の悪い賭けだ。

			　――それでも俺は、その賭けに勝った。

			「くそがああああああ！」

			　ベルトガが炎を放ってくる。今までとは込められた魔力の量が違う、極大の炎だ。

			　包まれれば、間違いなく即死だろう。

			　だからこそ、都合がいい。

			「――――」

			　迷宮核を使って取り戻したすべての魔力と、大量の魔石を一瞬で使いきって、たった一つの魔術を発動する。

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀を光が包み込む。向かってくる極炎に向けて、そのまま太刀を振り下ろした。

			　

			「――〝魔撃反射(インパクト・ミラー)〟」

			　

			　受け止めた攻撃を、倍の威力にして相手へ返す反射魔術。

			　英雄時代に使っていた、切り札の一つだ。

			　膨(ぼう)大(だい)な魔力を消費するため、劣化させても使うことができなかった魔術だが――。

			　迷宮核のブーストがあるこの一瞬なら、使うことができる――!!

			　極大の炎が、〝魔撃反射〟によって倍に膨れ上がる。

			　そしてその炎が向かう先にいるのはベルトガだ。

			「魔力を失ってたはずじゃ!?　ど、どうして……」

			　反射した炎を見て、ベルトガが悲鳴を上げる。声を裏返らせて、ありえないと連呼している。

			「嘘だ、嘘だッ！　てめぇらとは、格が、格が違うんだ……！」

			　跳ね返ってきた炎を見て、ベルトガが呆然と呟く。

			「ああ」

			　俺はそれに同意した。

			「――格が違ったな」

			　次の瞬間、凄まじい熱が、ベルトガを包み込んだ。

			「ぎゃああああッ」

			　炎を得意とする炎鬼でも、あれだけの炎を喰らえば無事では済まないだろう。

			「熱い……熱いぃぃッ!!」

			　ベルトガの絶叫が迷宮に響き渡る。

			　あいつの頑丈さなら、あれを喰らっても即死はしないだろう。炎が消えるまで、ベルトガは地面でのたうち回った。

			「ぁ……ぁ」

			　それでもなお、あいつは死なない。瀕(ひん)死(し)の状態で、地面に転がっている。

			　流石は炎の扱いに長けた炎鬼と言ったところか。

			　まったく、おあつらえ向きだ。

			　

			　――ようやく、復(ふく)讐(しゆう)ができる。

		

	
		
			第八話　『先へ進むために』

			　

			　煉獄迷宮の最深部は静まり返っていた。

			　ベルトガによる攻撃のせいで、冒険者達は全員意識を失っている。重傷の者が何人もいるが、できるのは応急処置だけだ。

			　俺の手持ちには使えるポーションは既になく、迷宮の停止を確認した者達が救援に来てくれるのを願うしかない。

			　そして。

			「逃がさんぞ？」

			「い、ぎゃああああああッ」

			　冒険者達の応急処置をしている間、ベルトガはエルフィに見張っておいてもらっている。

			　どうやら逃げようとしたらしく、エルフィが冒険者から借りた武器で片足を突き刺していた。

			「いてぇ……いてぇよぉ……」

			　ベルトガは全身の大(おお)火傷(やけど)と、刺された足の痛みで呻いている。

			　炎に耐性があるとはいえ、これだけの火傷(やけど)を負ってショック死しないのは、流石、鬼族と言ったところか。

			　それでも、このまま放置しておけば確実に死ぬだろうが。

			「さて伊織。この鬼はどうするつもりだ？」

			　ベルトガを見下ろしながら、エルフィが底冷えするような声で聞いてくる。

			　こいつは、エルフィの部下の亡骸を玩具(おもちや)にして遊んでいたと言っていたな。

			　一応、ベルトガはエルフィの復(ふく)讐(しゆう)対象でもあるのか。

			「そうだな」

			「ま、待って……待ってくださいっ」

			　息を荒くしたベルトガが、目の前で跪(ひざまず)いていた。

			「な……なんでもします。だから……許して、許してください」

			　地面に頭を擦(す)り付け、ベルトガは涙声で懇願してくる。

			　この変わり身の早さには、ある意味感心してしまう。炎で体を焼かれた後も、しばらくは「殺してやる」って喚いていたのにな。

			「ふん……散々偉そうな口を叩いておいて、死にそうになると媚(こ)びてくるとはな」

			「す、すいませんでした……。アマツさんとエルフィスザークさんのことを舐めてました」

			「吐き気がする。私の名前を呼ぶな」

			　エルフィは嫌悪の表情で、ベルトガを見下ろしている。

			　俺が止めなければ、今すぐにでも殺しそうな雰囲気だ。

			　それにしても、リューザスといい、マーウィンといい、どいつもこいつも面白いほど同じ反応をしてくれる。

			　人を嘲(あざ)笑(わら)って殺そうとしていたくせに、自分が死にそうになるとこうだ。

			　この光景が、見たかった。

			「何(なん)でもする、と言ったな？」

			「は、はい……！　俺が話せることなら、なんでも話します……！」

			「じゃあ、ディオニスとルシフィナが今どこで何をしているか、教えてもらおうか。そうしたら、ポーションをやるよ」

			　一本だけ残しておいた赤いポーションをベルトガに見せる。

			　支給品とは違う、俺が自分で用意した高価なポーションだ。効き目も高い。

			「そ……それは」

			「どうした。助かりたくないのか？」

			　俺の言葉に、ベルトガはあっさりと二人についての情報を漏らした。

			　今は奈落迷宮が陥落したことによって、魔王城で会議が行われている。

			　そこに、ルシフィナとディオニスも参加しているらしい。二人とも、俺を殺して以降は魔王軍の上層部にいるようだ。

			「二人は、俺が生きていることを知ってるのか？」

			「……い、いえ。魔王軍で知ってるのは、マーウィンから話を聞いた俺だけです」

			　それは都合がいい。知られていない方が、いろいろと動きやすいからな。

			　エルフィが脱出したことは、流石に伝わっているらしい。恐らくは他の迷宮に警戒するように呼びかけるのだろう。

			「二人は魔王城か。厄(やつ)介(かい)だな」

			　それから数分で、ベルトガが知っている情報を聞き終えた。

			「や、やっぱり、復(ふく)讐(しゆう)しに行くんですか……？　だ、だったら、二人に協力しますよ、俺！　前からあの二人は気に食わなかったんですよ」

			　どうやらこいつはディオニスの部下で、使いっ走りのようなことをさせられていたらしい。

			　炎魔将にしてくれない四天王達や、こき使ってくるディオニスが気に食わないのだと語っていた。

			　だから、二人が復(ふく)讐(しゆう)するなら、自分も協力すると。

			　……終わってやがる。

			「……助けて欲しいか、ベルトガ」

			「え……ぁ、はい！　お願いしますッ!!」

			「お前も俺の復(ふく)讐(しゆう)対象なんだがな」

			「ひ……ぁ、ゆ、許してください……！　お、俺なんかに復(ふく)讐(しゆう)しても意味ないですって！」

			「……そうだな。復(ふく)讐(しゆう)は何も生まない」

			「は、はいっ！　その通りです！　そ、それで……あの」

			　助かるために、ベルトガはコロコロと意見を変えてくる。

			　こちらに賛同して機嫌を取っているつもりなのだろう。

			「ああ、やるよ」

			「……ふぅ。後は伊織に任せる」

			「分かった」

			　見るに耐えないというように、エルフィがベルトガから視線を外す。

			　俺は頷くと、ベルトガにポーションを渡してやった。

			「ありがとうございます……！」

			　ベルトガはすぐに、ガブガブとポーションを飲み始めた。

			　それなりに高価なポーションなだけあって、すぐにベルトガの火傷(やけど)は治っていく。

			　瀕(ひん)死(し)の状態から、大怪我をしている、という状態程度には戻せただろう。

			「っ……」

			「伊織、大丈夫か？」

			　立っているのが辛くなり、よろめいてしまった。

			　ベルトガに背を向け、地面に膝を付く。

			　エルフィが心配そうに、俺に駆け寄ってきた。

			「あまり無茶をするな。人間のお前は、簡単に死んでしまうのだからな」

			「ああ……分かってる」

			　そんなやり取りを、エルフィとしている時だった。

			「は、くははは！」

			　後ろから、強い魔力が吹き出した。

			　振り返れば、起き上がったベルトガが片腕で魔術を発動しようとしているところだった。

			「……なんのつもりだ、ベルトガ」

			「なんのつもりだぁーあ？　殺すつもりに決まってんだろうがよぉ」

			　ある程度傷が治ったベルトガは、弱っている俺達になら勝てると踏んだのだろう。あまりの変わり身の早さに、いっそ笑いそうだ。

			「……はぁ」

			　エルフィが小さく息を吐くのが聞こえた。もう、何も言うことはないという意思表示だろう。

			「ははははは!!　二人揃って、消し炭にしてやるよぉ!!」

			　強者には媚(こ)び、弱者にはとことん強く出る。それまで媚(こ)びていた相手にでも、立場が変わればあっさり強く出る。

			　本当に、救いようがない。

			「……ポーションで助けてやったのにか？」

			「それがなんだってんだぁ!?　地獄で言ってなぁ!!」

			　そう叫び、ベルトガが魔術を放とうとする。

			　予想通りに。

			「――ぎっ!?」

			　次の瞬間、ベルトガの全身の血管が浮きだした。

			　目が真っ赤に充血し、体は小刻みに痙(けい)攣(れん)を始めている。

			「ぇ……づああああああああ!?」

			　魔術の行使どころではなくなったベルトガが、再び地面に転がってもがき苦しむ。

			　その苦しみようは、全身を焼かれていた時の比ではないだろう。

			　血の涙を流し、鼻水と涎で顔をベタベタにし、挙句の果てには痛みで嘔吐している。

			「なにッ……何がぁあ!?」

			「なぁ、鬼の爪って知ってるか？」

			　転がっているポーションの空き瓶を拾い、ベルトガに見せてやる。

			「あああああッ!?　まざがッ、ポーションにッ!?」

			「ああ。前にお前、俺に飲ませてくれたもんな。お返しだよ」

			　毒を飲まされたと知った時から、こいつに対しての復(ふく)讐(しゆう)方法は決めていた。同じように、毒入りのポーションを飲ませてやることだ。

			「ぐがっ、ぐぎゃぁああああああああああああッ!?」

			　ビクビクと地面を跳ね回り、ベルトガは悶(もだ)え苦しんでいる。

			　確か、この毒を飲んだモノは『体内を小さな鬼で抉(えぐ)られているような痛み』を感じるんだったな。

			「鬼が鬼の爪を飲むっていうのも、随分な皮肉だとは思わないか？」

			「がっ、ごぇあああああ」

			　答える余裕はないらしい。

			　ただ飲んだだけでは、効果が出るのに数分はかかる。毒が回って死ぬにも時間がかかるそうだ。だが、毒を飲んだ状態で魔術を使うと、急速に毒が回る。

			　こいつは俺の思い通り、魔術で攻撃しようとしてきた。背を向けたらすぐにこうだ。

			　まぁ、そうくると思ってわざと隙を見せたんだけどな。

			　こいつを心底後悔させるには、痛みしかない。

			　マーウィンに与えたような精神的なモノではなく、圧倒的な痛みを与えなければ、こいつは後悔しない。

			「このままだと、数分も経たないうちに、その激痛の中でお前は死ぬ」

			「ぎぃいいぁああッ……!!　だずげでッ……だずげてぇえええ」

			　俺はポーチから、もう二本の瓶を取り出した。中には青色の液体が入っている。

			「解毒剤だ。今すぐこれを飲めば助かる」

			「ぐださいッ！　お願いします、お願いします！」

			　呂(ろ)律(れつ)の回らない口調で、ベルトガは再び懇願してくる。

			　のたうち回りながら、縋(すが)り付いてこようとしていた。

			「もう逆らいませんからぁ！　ぎぇ……なんでもじまず！　ゆるじて！」

			「解毒剤を飲ませたら、また攻撃してくるんだろ？」

			「じばぜんッ!!　ぜっだい!!　づああ……ッ　だがらおねがじします!!」

			　ベルトガが、何度も謝りながら解毒剤をくれと頼んでくる。

			　もってあと一分。解毒剤を飲ませても、多分助からないだろうな。

			　けど、仕上げだ。

			「よく見てろ」

			　ベルトガに解毒剤を見せつける。

			　助けてくれるのかと、感謝の言葉を叫びながら伸ばしてくるベルトガの手を避け、

			「ぇ？」

			　目の前で解毒剤の一本を叩き割ってやった。

			　瓶が砕け、解毒剤が地面に流れる。ゴツゴツした岩の地面の隙間に、解毒剤が消えていく。

			「あ、ぇ？」

			「復(ふく)讐(しゆう)は何も生まないって言ったな」

			　確かに、それは正しい。

			　裏切った連中を皆殺しにしても、俺が裏切られた事実は戻ってこない。復(ふく)讐(しゆう)したところで、何かが返ってくるわけではない。

			　だけど。

			「――裏切った代償を払わせないと、俺が先に進めないんだよ」

			　裏切られて殺されたという過去に縛られて、先に進めない。

			　こいつらが忘れてのうのうと生きているのに、裏切られた事実は俺の心に刻み込まれている。

			　冒険者達に裏切られなかったことで、少しだけ、救われた気分になった。

			　だけど、それとこれとは話が別だ。

			「それにな」

			　もう一つの瓶から手を離す。

			「やべろぉおおおおおおおおおおッ!!」

			　ベルトガが絶叫する。

			「――こうやって殺すと、すっきりするだろ？」

			　その叫びと同時に、最後の解毒剤が砕け散った。

			「どぉおじてえええええええ」

			「裏切ったからだよ。三十年前に、お前が、俺を」

			　ベルトガが激痛と、解毒剤がなくなった現実に泣き叫ぶ。無様に解毒剤の染みこんだ地面を舐めているが、毒の効果でパンパンに膨れ上がった体を見ると効果はなさそうだ。

			　それを見て笑いながら、言ってやった。

			「裏切らなきゃ、死ななくて済んだのにな？」

			　その言葉を聞いて、ベルトガの顔が絶望に染まるのが見えた。あんなことをしなければ、アマツを裏切らなければ。

			　そんな感情が見て取れる。

			　最期の最期で、ようやく見ることができた。

			「ゆるじで……ごべんなざいッ！　だずげてくれぇえええッ！」

			　聞きたかった、謝罪の言葉。

			　それには、さっきお前が言っていた言葉で返そうか。

			　ああ――、それこそ。

			「――地獄で言ってろ」

			　断末魔の絶叫。

			「あ……ご、がああああああああああああッ!!」

			　毒で膨れ上がったベルトガの体が限界を迎え、弾け飛んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「終わったようだな」

			「……ああ」

			　これで二人目だ。

			　まあ、直接的に裏切ったリューザス、ディオニス、ルシフィナにはまだ手が届いていないがな。

			　それでも、復(ふく)讐(しゆう)は復(ふく)讐(しゆう)だ。

			　全員に復(ふく)讐(しゆう)して、ようやく俺は先に進むことができる。

			「しかし、相変わらず、えげつない手を使うな」

			「……付き合わせて悪いな」

			「馬鹿者」

			　気遣うような、優しい口調でエルフィは言った。

			「これは私の復(ふく)讐(しゆう)でもあるんだぞ。私にはお前のような、凝った復(ふく)讐(しゆう)はできないからな。あの鬼に関しては、感謝しているくらいだ」

			「エルフィ……」

			「……まあ、グロかったから、一時間くらい何も食べたくないがな」とエルフィが舌を出す。

			　たった一時間だけかよ、と俺が突っ込み、二人で小さく笑う。

			「っ」

			　その時、視界がぐらりと揺れた。

			　急に地面と天井が逆転する。

			　なんだ、これ。

			「伊織！」

			　ボスッとエルフィに抱き止められた。

			　それを確認してすぐに、スッと意識が遠くなっていく。

			「ご苦労だったな」

			　頭を撫でられているような感覚。

			「……お前となら、今度こそ私は――――――が、できるのかな」

			　……そう、信じたい。

			　そんな声を最後に、俺は意識を失った。

			　

			　それから数十分後。

			　駆けつけた後詰めの冒険者によって、討伐隊は救助された。

		

	
		
			第九話　『もう二度と、裏切られないように』

			　

			「……ん」

			　目を開くと、白い天井が視界に映った。

			　どうやらベッドで寝ているらしい。体を起こすと、ベッドが軋(きし)んだ。

			「おはよう、伊織」

			　声のする方を向くと、ベッドの横にエルフィが座っていた。

			「……ああ。どれくらい寝てたんだ？」

			「まる二日だな」

			　あれから俺達は冒険者によって救助され、病院に搬送されたらしい。

			　既に傷は治癒魔術で治っており、後は目を覚めるのを待っていただけのようだ。

			「……冒険者はどうなった？」

			「重傷者は多かったが、奇跡的に死者は出なかった。あの猫娘や全身鎧(よろい)の男も無事だ」

			　後詰めの冒険者の動きが速かったお陰だな、とエルフィは言った。

			　かなり危険な状態の者もいたらしい。だが、後詰が迅速に駆けつけ、治療を行ってくれたお陰で死者は出なかった。

			「そうか……」

			　息を吐き、ベッドにもたれかかる。

			　それは、まあ、良かった。

			「……そうだ。お前、魔族ってことがバレていたが、どうなったんだ？」

			「他の者に伝わっていたら、今頃お前も私もここにはおるまい」

			　冒険者達は一人として、エルフィが魔族だということは口にしなかった。

			　迷宮討伐は〝人間〟二人の大活躍によって成し遂げられたと、伝えられているらしい。

			　誰も、俺達を裏切らなかったのだ。

			　信じていた仲間に裏切られ、疑っていた冒険者に助けられた。

			　……やはり、俺には見る目がないのだろうか。

			「まあ、誰もがお前の元仲間みたいな下(げ)種(す)ではないということだな」

			「…………」

			「あの冒険者達のように、命を捨ててでも恩に報いようとする者もいるということだ」

			　誰を疑って、何を信じるのか。

			　誰が、信じられるのか。

			「私もお前も、それをよく見極めなければな」

			　そんなことを、エルフィは言った。

			「……お前は、どうなんだ？」

			「馬鹿者。それを決めるのはお前だろう？」

			「……そうだな」

			　それから、エルフィに気を失った後のことをもう一度しっかりと聞いた。

			　ベルトガの遺体はギルドによって回収され、炎魔将や炎龍の素材は冒険者で山分けとなったらしい。

			　報酬を渡すために、俺達もギルドから呼び出されているようだ。

			「……そうだ。私の体、さっき回収してきたぞ」

			　じゃじゃじゃじゃーんとエルフィが効果音を口ずさむと、頭から二本の腕が生えてきた。

			　……流石に絵面が酷すぎる。
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			「煉獄迷宮には、私の両腕が封印されていた。助けが来るまでの間に回収しておいたぞ」

			「……それ、どうするんだ」

			「こうするんだ」

			　腕の分身体が消えたかと思うと、エルフィはその断面にキュポンと両腕をくっつけた。

			「よし」

			「そんなふうにくっつくのか……」

			　両腕をぶんぶんと振り回し、動作のチェックを行っている。あれだけの工程で、完全に腕がくっついたらしい。

			　一体どうなってるんだ、こいつの体は。

			「残りは『両足』『胴体』『心臓』だな」

			　随分と大雑把な分け方だな……。

			「早いところ、心臓を取り戻したいな。私の魔力の大半は、心臓の中にある」

			「それ胴体なしで取り戻した場合、どうなるんだ？」

			「……？　心臓が宙に浮いてる感じになると思うぞ」

			「絶対それで夜とか近付いてくんなよ」

			「えぇ……」

			　そんなやり取りをしている時だった。ガラガラと扉が開き、中に人が入ってきた。

			　ミーシャとニャンメルだ。

			「「……伊織さん！」」

			「うおっ!?」

			　俺の顔を見るなり、ミーシャとニャンメルが犬のように飛びついてきた。

			　二人して俺の体に抱きついてくる。

			「な、にゃにをしている貴様ら!?」

			　二人を見て、エルフィが何やら叫んでいる。

			　エルフィのことを気にもせず、ミーシャとニャンメルは「良かったニャ良かったニャ」とくっついてきていた。

			　二人の興奮が収まるまで、それから数分の時間を要した。

			「す、すまない伊織さん。興奮して、訛(なま)りが出ちまった……」

			「おねえちゃんの訛(なま)り、久々に聞いたニャ」

			　顔を赤らめるミーシャと、驚いた顔をしているニャンメル。

			　そのニャっていうのは訛(なま)りだったのかよ。

			「伊織さんが目を覚まさないから、心配してたんだ」

			「それは、心配させてしまってすいません」

			「いや、無事で何よりだよ……」

			　ミーシャとニャンメルは、心配して何度も見舞いに来てくれたらしい。

			「おい貴様ら、私を無視するんじゃない」

			「あ、頭がおかしなお客さんニャ！」

			「だから私の頭はおかしくないッ!!」

			　話に混ざれず憤(ふん)慨(がい)するエルフィと、今気付いたというふうなニャンメル。

			「コラ、ニャンメル。この人がいなかったらアタシはここにいないんだぞ。冒険者の間では〝爆裂〟なんて呼ばれてる、凄い人なんだ」

			　ニャンメルの頭を軽く小突き、ミーシャが注意した。

			　迷宮で結構耳にしていたが、〝エルフィは爆裂〟という呼び方で固定されているらしい。

			　この世界、結構二つ名とかあるからなぁ。

			「おねえちゃんを助けてくれて、ありがとうございましたニャ！　頭が爆裂のお客さん！」

			「貴様、さては私に喧嘩売ってるな!?」

			　楽しそうに騒いでいる二人を他所に、ミーシャが改めて礼を言ってきた。

			　あの場で逃げず、助けに来てくれてありがとう、と。

			「……礼を言いたいのは俺の方ですよ」

			　人は信じられないけど。

			　あの時、救われた気持ちになったのは本当だから。

			「すぐに気を失っちまったけど、あの時の伊織さん……格好良かったニャ……じゃない。格好良かったです！」

			　顔を赤くして、ピコピコと耳を動かすミーシャ。頭についている耳は感情によって動くらしい。

			　そういえば、ニャンメルの耳は常に動いてるな。

			「そ、そうだ。爺さんが時間ができたら来てくれって、言ってたんだ。礼に何か作りたいって」

			「礼なんて、そんな……」

			　だが、礼は置いといて、次へ進む前に新しい武具は買っておきたいな。

			　戦いの幅を広げるのと、何より防御力を高めておきたい。

			　とりあえず、ゾォルツのところには一度顔を出しておこう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　冒険者ギルドへ行くと、大騒ぎになった。

			「おいお前ら、〝魔将殺し〟が来たぞ！」

			「よう〝爆裂〟！　表に出てこねえから心配したが、無事みたいで安心したぜ」

			「入院してたって聞いたが、〝閃(せん)光(こう)〟も大丈夫そうだな」

			　俺よりも先に、かなりの人が退院していたらしい。ギルドへ入った俺達の周りに、冒険者達が群がってきた。

			　俺のことをしきりに〝閃(せん)光(こう)〟と呼んでいるから、多分、それが俺の二つ名なのだろう。

			〝魔将殺し〟は俺とエルフィ、二人のことのようだ。

			　騒がしい冒険者達に挨拶して、受付へ行く。

			　受付嬢も、少し興奮した様子であれこれと説明してくれた。基本報酬は山分けだが、冒険者達の意向によって、俺達二人にはかなり振り分けられているらしい。

			　報酬の金額はかなりの額で、魔物の素材も多い。中には、炎龍や炎魔将の魔結晶まで含まれていた。

			「……俺達二人でこんなにもらうのは」

			「何言ってんだよ！　あの炎のバケモンを倒したのは、お前らだぜ？」

			「それ抜きでもかなりの間、遊んで暮らせる金が入ってきてるしな」

			「ああ。俺なんて今月は毎日、娼婦を抱きに行くぜ」

			　彼らにも、かなりの金額が支払われているらしい。

			　まあ……迷宮討伐を成し遂げたっていうのは、かなりの快挙だからな。

			　ギルドだけでなく、国からもかなりの金が降りてきているのだろう。

			「全員の総意だ。受け取ってやってくれ」

			「……ゾルキンさん」

			　ゾルキンも既に回復していたようだ。以前と同じ全身鎧(よろい)を身に纏(まと)っている。

			「俺達がここにいるのは、お前らのお陰なんだからな」

			　結局、俺達はそのまま報酬をもらうことにした。

			　王国から盗んできた金でも十分過ぎる金額だが、そこに今回の金を合わせると凄いことになる。

			　まあ、金があって困るということはないんだが。

			「ふむ……伊織。これだけ金があるのだ。少しぐらいパッと使ってもいいだろう？」

			「ああ。というか、それはエルフィの金だからな。自由に使ってもいいぞ」

			　エルフィはなら、と頷くと、

			「迷宮討伐の祝いだ！　今日は私がお前らに奢ってやる！　酒場に行くぞ!!」

			　そんなことを叫んだ。

			「ヒュウウウウ！　流石〝爆裂〟だ！　惚れ直したぜ！」

			「やったぜ」

			「よっしゃあああ！　タダ酒だぁあ！」

			「結婚してくれ！」

			　それを受け、冒険者は大騒ぎだ。

			「これぐらいしても、バチは当たるまい？」

			「……皆、病み上がりだろうに」

			　その日は、酒場で宴会が開かれた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから三日が経過した。

			　その間に連合国のお偉いさんに呼び出されたりしたが、上手いこと流しておいた。

			　冒険者達からもパーティに入ってくれないか、と頻繁に誘われているが、すべて断っている。

			　その日、俺達はゾォルツの下へやって来ていた。冒険者の伝(つ)手(て)で、一時的に別の鍛冶屋で働いているらしい。

			　そこの店主も、俺達が行くと〝魔将殺し〟がどうのと、歓迎してくれた。

			「来たな」

			　治癒魔術のお陰で、ゾォルツには火傷(やけど)の痕(あと)ひとつ残っていない。前と同じように、鍛冶もできるようだ。

			「前のと同じくらい、良いできだ」

			　俺はゾォルツに、今回の報酬でもらった素材で防具を作ってもらった。

			　炎魔将の魔結晶を使用してもらっている。

			「これだ」

			　見せられたのは、服型の鎧(よろい)、魔術服だった。

			　特別な布に魔術などを刻んで作る、魔力付与品(マジツクアイテム)の一種だ。

			　黒がベースの服で、ところどころに紅(ぐ)蓮(れん)の紋様が入っている。

			　手で触れてみると分かるが、その頑丈さや対魔力は通常の鎧(よろい)の比じゃない。翡(ひ)翠(すい)の太刀と同じく、かなりの代物だ。

			「物理攻撃、魔術攻撃への防御力は当然として、これは炎属性の魔術に対してかなりの耐性がある。上級の炎魔術を喰らっても、耐えられるくらいだ」

			　ゾォルツの説明を受けながら、俺は魔術服を身につけた。

			　想像していたよりも、かなり軽い。着心地もかなりいいな。

			「名付けるなら、〝紅(ぐ)蓮(れん)の鎧(よろい)〟と言ったところか」

			「紅(ぐ)蓮(れん)……？」

			　見たところ、黒の面積の方が多い。名付けるなら、漆黒の鎧(よろい)ではないだろうか。

			「体に魔力を纏(まと)ってみろ」

			「？　はい」

			　ゾォルツに言われた通りにしてみると、鎧(よろい)に変化が訪れた。

			　紅(ぐ)蓮(れん)の紋様の面積が増え始めたのだ。

			「その鎧(よろい)は、体に魔力が流れれば流れるほど、紅(ぐ)蓮(れん)に染まっていく。それだけ、防御力も上昇していく」

			　魔力量によって、防御力が上昇するのか。

			　今のままでもかなり頑丈だというのに、とんでもない防具だ。

			　それから、いくつか使いやすそうな武器を見(み)繕(つくろ)ってもらう。

			　魔石の残数がかなり減ってきたから、そろそろ別の戦い方を考えなければならない。

			「お代は」

			「金はいらんぞ」

			　ピシャリと言われてしまった。

			「今回はミーシャも世話になった。これだけでは足りんぐらいだ」

			　腕を組み、考えを曲げるつもりはないという意思表示をしてくる。

			「伊織さん、受け取って欲しい」

			「もってけ泥棒ニャ！」

			　ミーシャとニャンメルもそう言ってくる。

			　結局、またタダでもらうことになってしまった。

			「伊織、といったな」

			　去り際、ゾォルツが小声で話しかけてきた。

			「ここ数日、街に人狼種の姿が見えない。俺の店が火事になってからすぐのことだ」

			「……それが、どうかしましたか？」

			「いや……。ただ、もしあいつらがどうにかなってんなら……それをやった奴に礼が言いたいと思っただけだ」

			　それだけ言って、ゾォルツは鍛冶場へ戻っていった。

			「……相変わらず、鋭い人だな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから三日は、療養と情報収集、そして準備に当てた。

			　次の目的地に関する情報も集め終わった。

			　

			　二日後。

			　俺達は準備を終え、温泉都市を旅立つことになった。

			　ゾルキン達冒険者の下へ、別れの挨拶をしに行く。

			「なんだ、もう行っちまうのか」

			「〝魔将殺し〟！　また来いよ！」

			「〝爆裂〟、結婚してくれ！」

			　ゾルキンや、他の冒険者達に礼を言い、冒険者ギルドを後にする。

			　ゾォルツにも武具の礼を言いに行った。

			「……そうか」

			　旅立つ旨を伝えると、ゾォルツが作業をやめて俺達の方を向いた。

			「お前達には、いろいろと世話になった。武具が必要になったら、いつでも来い」

			　そう言ってゾォルツは再び作業を再開し、

			「……達者でな」

			　こちらに背中を向けたまま、そう言った。

			　短い言葉。だが、頑固な職人然としたゾォルツらしい言葉だ。

			「はい」

			　そう返事をして、俺達は武具店を後にした。

			「うむ、ではな」

			　道すがら、たくさんの冒険者に声をかけられる。

			「複雑な気分だ」

			　エルフィが、ポツリとそう呟いた。

			「これだけの人間に声をかけられることになろうとはな。昔の私が知ったら驚くだろう」

			「だろうな」

			　魔族として敵対することはあっただろうが、こうして友好的に声をかけられることなど、エルフィは経験したことがないのだろう。

			　俺は、こうして声をかけられるのは、三十年前に嫌というほど経験したな。

			「話しかけてくる冒険者の中には、私の正体を知っている者もいる。そう考えると、余計に変な気分になるな」

			　エルフィが魔族だった、という話は冒険者の誰も口にしない。

			　少し前に、ミーシャが「命の恩人に種族は関係ないから」と俺に耳打ちしてきた。

			　あの場にいた冒険者達の間で「エルフィ」の正体を隠す、という話が出たのかもしれない。

			　泳がされ、監視されているのではないか、と気配を探ったりもしたが、こちらを監視しているような気配は感じられなかった。いつでも温泉都市を脱出できるように備えておいたが、無駄になったな。

			　アマツだった頃では、考えられないほどの疑り深さだ。だが……裏切られないためには、これくらいはする必要がある。無条件に信じるのは、何も考えていないのと同じだからな。

			「まあ、悪い気はしない」

			「そうか。良かったな」

			「うむ。あ、伊織。温泉まんじゅうが売っているぞ！　買ってきてもいいか？」

			「……好きにしろ」

			　どっさりと温泉まんじゅうを買い込んできたエルフィとともに、温泉都市の出口へと向かう。

			　門をくぐり、街の外に出た。

			「そういえば、あの猫娘達とは会わなかったな」

			　確かに、ミーシャとニャンメルは、ゾォルツとは一緒にいなかった。何か用事があって、出かけていたのだろうか。

			　まあ、仕方ない、と歩を進めようとした時。

			「待ってニャ!!」

			「！」

			　背後から何かが突っ込んでくる気配を感じ、咄嗟に回避する。

			「ニャ!?」

			　突っ込んできた誰かが、ズザザザと地面に滑り込んだ。

			　よく見ると、ニャンメルだった。

			「……避けるなんて……酷いニャ」

			　顔を擦りむいて、ニャンメルが涙目になっている。

			「だ、大丈夫か……？」

			　誰かに攻撃されたのかと思って、反射的に避けてしまった。

			「おい、ニャンメル！」

			　その声に振り返ると、ミーシャが門をくぐってこちらにやって来ていた。

			「伊織さんに……って、どうしたんだその顔」

			「おねえちゃん……伊織さんに避けられたニャ」

			「そりゃあ、突っ込んだらそうなるだろ。妹が悪い、伊織さん」

			「いえ……」

			　ミーシャはニャンメルの服の汚れを落とすと、こちらを向いた。

			「それで、どうしたんですか？」

			「……えっと。伊織さん達が、街を出るって聞いて、見送ろうと思って」

			「おねえちゃんがノロノロしてたから、ギリギリになっちゃったニャ」

			「……うっ。だって、寝癖が酷かったから……」

			「いつもは気にしないのにニャ」

			「う、うるさいな」

			　ニャンメルの言葉に、ミーシャが顔を赤くしている。

			「……騒がしい連中だ」

			　呆れたようにエルフィが呟くと、バッとニャンメルがエルフィを見た。

			「あ、頭のおかしい爆裂のお客さん！　こんにちはニャ！」

			「ああ、こんにちは……。じゃない！　おい、全部混ざってるぞ！　やっぱ、喧嘩売ってるな!?」

			　ギャーギャーと、エルフィとニャンメルが騒いでいる。

			　こいつら、結構仲いいんじゃないか……？

			「伊織さん達は、これからどこに行くんだ？」

			　二人の様子を見ていると、どこか沈んだ様子のミーシャが尋ねてきた。

			「……そうですね。南の方へ、ぶらぶら歩いて行こうと思います」

			　若干、濁した言い方をする。南の方へ向かうのは、嘘ではない。

			「……そっか。残念だな」

			「残念？」

			「あ……いや。伊織さん達とパーティを組んで冒険できたら、楽しいだろうなって思っただけ……で」

			　そういうことか。

			　他の冒険者にも、散々パーティを組んでくれって言われたからな。

			「すいません。急ぎの用事があるので……」

			「い、いや！　気にしないでくれ！」

			　ブンブンとミーシャが首を振る。

			　いつもは豪快なミーシャにしては、どこか歯切れが悪い。猫耳も、ぺたんとなってしまっている。

			「……だよな。伊織さん達にも、用事がある……うん」

			「ええ。――会いに行かなくては、ならない人がいますので」

			「！」

			　俺の言葉に、一瞬ミーシャの髪がブワッと逆立った。

			「……どうしましたか？」

			「な、なんか一瞬、伊織さんが凄い怖い顔をした気がして……」

			「そうですか？　気のせいですよ」

			　少し、殺気が漏れてしまったらしい。

			　二人目を殺せたことで、少し緩んでいたのだろう。王城にいた頃のように、殺気を完全に押し殺しておかないといけないな。

			「…………」

			　チラリと、ミーシャがエルフィの方を向いた。

			「ひ、一つ聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」

			「……なんですか？」

			　今の視線からして、エルフィのことだろう。

			　少しだけ表情を硬くする。

			　ミーシャも、エルフィが魔族だということを知っているのだ。踏み入ったことを聞いてるかもしれない。

			「その……伊織さんとエルフィさんって……恋人どうしなのか？」

			「……は？」

			　予想外の問いに、思わず聞き返してしまった。

			　俺とエルフィが……恋人？

			「まさか。あいつとはいろいろな事情が噛み合って、一緒に行動してるだけですよ。恋人だなんて、そんな」

			「そ、そうなのか……」

			　あんな奴を恋人にしたら、一日中食い歩きに付き合わされるハメになる。ごめんだな。

			「だったら！」

			　ニャンメルが、横から突っ込んできた。今度は躱(かわ)さずに受け止める。

			「私が恋人になってあげてもいいニャ！　伊織さん、怖い時に助けてくれたし、いい人ニャ！あの時は死ぬかと思ったニャ！」

			　俺に抱きついたまま、ニャンメルが耳をぴょこぴょこと動かす。

			　人狼種に絡まれた時のことを言っているのだろう。

			「……はは」

			　恋人……などという単語は、三十年前の過去に置き去りにしてきた。

			　乾いた苦笑を浮かべることしかできない。

			「お、おい！　ニャンメル、失礼だぞ！」

			　ミーシャが俺からニャンメルを引き剥がそうとして、

			「じゃあ、おねえちゃんが伊織さんと恋人になると良いニャ」

			「ニャ!?　ニャにを言ってるんだ、ニャンメル！」

			　今度はミーシャとニャンメルが、にゃーにゃーと騒ぎ始める。

			「……賑やかな連中だ」

			「そうだな」

			　もっともなエルフィの呟きに、俺も頷いたのだった。

			「伊織さんには、本当に世話になった。ありがとうございました」

			「そんな。助けられたのは、俺達の方です」

			　迷宮で、ベルトガの攻撃を防いでくれたのはミーシャだった。

			　ベルトガを倒す算段を付けられたのは、ミーシャ達が時間を稼いでくれたからだ。

			「助けてもらった回数を考えると、アタシができたことなんて、ほんの少しだけさ……」

			「それに伊織さんは、私やおじいさんも助けてくれたニャ。ほんと、ありがとうニャ」

			　礼を言うと、ミーシャはゴソゴソと懐をあさり、指輪を取り出した。

			　先端には、指輪にするにはやや大きめの魔石が取り付けられている。

			「……爺さんに教わって、アタシとニャンメルで作ったんだ。時間がなくて……一つしか作れなかったけど」

			「頑張ったニャ！　そっちのお客さんの分はないニャ！」

			「こら、ニャンメル。すいません、エルフィさん」

			「構わん。私に魔力付与品(マジツクアイテム)の類は必要ないからな」

			　ミーシャに指輪を手渡された。これを俺のために作ってくれたのか。

			「これを、俺に……」

			「そんな特別な効果はないけどな……。お守りみたいな感じにしてくれると、嬉しい」

			「はい、ありがとうございます」

			　王城から盗んできたのと合わせて、二つ目の指輪だ。

			「……またこっちに来る用事があったら、是非寄って欲しい。いつでも歓迎するよ」

			「いつでもウェルカムニャ！」

			「お二人もお元気で」

			「頭が……ニャ。エルフィさんも、元気でニャ！」

			「……ああ。お前も達者でな」

			　そうしてミーシャとニャンメルに見送られ、俺達は温泉都市を後にした。

			　歩きながら、もらった指輪に目を向ける。

			「あの猫娘が言っていた通り、ただ魔石が嵌(は)められているだけだな」

			「……そうか」

			　エルフィの言葉に頷いて、指輪を嵌(は)める。

			「別れ際、ミーシャさん、少し落ち込んでいるみたいだったな」

			「うむ」

			「どうしたんだろうな」

			「…………さぁな」

			　エルフィは何か知っている様子だったが、素っ気ない態度で答えてくれなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　マーウィンとベルトガ。

			　連合国では、二人の裏切り者に復(ふく)讐(しゆう)を果たすことができた。

			　未だリューザス達、元仲間には出会えていないが、必ず見つけ出して殺してやる。

			　他の復(ふく)讐(しゆう)相手に関する情報も、少しだけ手に入った。

			　次の目的地は帝国だ。

			　そこにも、裏切り者がいる。

			「帝国か。あそこは何が美味しかったかな」

			　エルフィはそんな呑気なことを言いながら、先を歩いている。

			「…………」

			　信じる者は自分で見定めろ、か。

			　裏切られて分かったが、どうやら俺には見る目がないらしい。

			「……？　どうした、伊織」

			「……いや」

			　こいつに関しても、自分でしっかりと見定めよう。

			　

			　もう二度と、裏切られないように。

		

	
		
			幕間　『鬼が嗤(わら)う』

			　

			　レイテシアの中央。

			　そこは大量の魔素が漂い、強力な魔物が闊(かつ)歩(ぽ)する危険地帯として知られている。

			　そんな場所に、漆黒の城が鎮座していた。

			　たった一人の魔族によって創造された、魔(ま)鋼(こう)の荘(そう)厳(ごん)な建物。見るものを圧倒する、禍(まが)々(まが)しい城だ。

			　対魔術、対侵入者用の結界、入口を塞ぐ強大な魔物。暗雲に覆われた空には、無数の龍種(ドラゴン)が飛び回っている。

			　人間が軍を率いても、近付くことすら困難な難攻不落の魔城。

			　その禍(まが)々(まが)しい城の名は、〝魔王城〟。

			〝魔王〟オルテギア・ヴァン・ザーレフェルドが率いる魔王軍の拠点地である。

			　魔王城は迷宮の一種だ。内部には巨大な迷宮核が設置されており、絶えず城の周囲に魔素を放出している。

			　そのため、城の周囲には大量の魔物が生息していた。

			　

			　魔王城の一室。

			　複数の魔族が長い机を囲み、顔を突き合わせていた。

			　会議室には物々しい空気が漂っている。

			　数日前、三十年もの間、脅かされることのなかった迷宮の一角が陥落した。

			　その原因究明と対策のために会議が開かれることが決定したが、その当日、奈落迷宮に続き、煉獄迷宮が陥落したという情報が届いた。

			　奈落迷宮の陥落が原因で開かれた会議だったが、二つ目の迷宮が陥落したことで、魔王城の空気はさらに重くなっていた。

			「結局さ、土魔将と炎魔将がグズの雑魚だった、ってだけじゃないの？」

			　そんな空気の中、一人が軽い口調でそう言った。漆黒の軍服に身を包んだ鬼族の男だ。

			　整えられた藍色の髪に、水色の瞳。線の細い体付きで、一見優男のような印象を覚える。

			　だが、その瞳には侮(ぶ)蔑(べつ)の色が浮かび、口元は嘲(ちよう)笑(しよう)で歪(ゆが)められていた。

		

	
		
			[image: p_165.jpg]
		

	
		
			「僕はあいつらとは違うからね。他の魔族に踏み込まれるのはごめんだよ」

			　顎を上げ、集まった魔族達を睥(へい)睨(げい)しながら、鬼族の男は不遜な態度で言葉を続ける。

			「……ですが、オルテギア様不在の中、これ以上の失態は許容できません」

			　鬼族の男の言葉に言い返したのは、蒼(そう)銀(ぎん)の髪と藍(あい)色(いろ)の瞳を持つ魔族だ。

			　魔王軍四天王〝雨〟レフィーゼ・グレゴリア。

			　魔王不在の状況で、魔王代行を任されている魔族だ。

			「そもそも、土魔将と炎魔将を任命したのは君でしょぉ？　じゃあ、君の失態じゃないの？　これはさ」

			「ッ」

			　魔王代行を前にしても、鬼族の男――ディオニス・ハーベルクは不遜な態度を崩さない。

			　迷宮が二つも陥落した状況の中、他の迷宮を防衛するために、レフィーゼは迷宮の強化を提唱した。

			　しかし、ディオニスはそれを必要ないと切って捨てたのだ。

			「し、しかし、ディオニス様。帝国軍が不穏な動きを見せています。王国で召喚されたという勇者も気になりますし……ここは、迷宮を強化した方が良いのではないですか？」

			　その時、ディオニスの背後に立っていた魔族の少女が口を開いた。

			　彼女はディオニスの部下で、雑務などを任されている。

			　人間と魔族の混ざり者の少女だ。

			「あ、そうだね」

			　くるりと振り返り、ディオニスが優しげな笑みを浮かべながら少女の言葉に同意する。

			　その直後。

			「が――、ばっ!?」

			　少女の顔が水で構成された球体で覆われた。

			　酸素を奪われ、少女が目を白黒させながら藻(も)掻(が)く。だが、どれだけ動こうと少女の顔から球体は消えず、呼吸を封じ続けている。

			「あのさ、誰が口答えを許したの？　下(げ)賤(せん)なカスの分際でさぁ、僕に口答えして許されるとでも思ってるのかな？」

			　少女が口をパクパクとさせて何かを言おうとするが、水に阻(はば)まれて外には聞こえない。

			　徐々に少女の顔が赤く、やがて青色へと変わっていく。

			　その様を、ディオニスは心底楽しそうに眺めていた。

			「――見るに堪(た)えねえ」

			　その声と同時に何かが煌(きら)めき、少女を覆っていた球体が破裂する。

			　びしょ濡れになった少女が、勢い良く咳き込みながら地面に崩れ落ちた。

			「そいつ、てめぇの部下なんじゃねえのかよ？」

			　ディオニスの横の席に、それまで無言で腰かけていた青髪の男。

			　魔王軍四天王〝歪曲〟と呼ばれる魔族が、ディオニスを睨み付けていた。

			「うん、そうだけど？　だから僕の自由にしてるんだよ」

			「……不快なんだよ。反(へ)吐(ど)が出る」

			「ああ、そりゃごめんね」

			　謝意のない謝罪を無視し、〝歪曲〟は崩れ落ちている少女に声をかけた。

			「おい、女。とりあえず、部屋の外に――」

			「がっ」

			〝歪曲〟が声をかけると同時、唐突に現れた一本の剣が少女の顔面を貫通していた。

			　眉間を貫かれ、少女は一瞬で絶命した。

			「……てめぇ」

			「不快って言ったから、掃除してあげたんだけどね？　あっ、ごめん！　君、この子と同じ〝混ざり者〟だったっけ？　同情しちゃってたのかなぁ？」

			「よく言った。それは『殺してください』って意味だな？」

			　両者の間に一触即発の空気が流れたその時だ。

			「――そこまでになさい」

			　そこへ、レフィーゼが口を挟んだ。

			　その気迫は、その場にいた全員が部屋の温度が下がったと錯覚するほどだ。

			　ディオニスが不機嫌そうに席に腰を落とし、〝歪曲〟が黙り込む。

			　レフィーゼはそのまま、強引に会議を進行した。

			「分かりました。貴方の迷宮には手を加えない。それで決定しましょう。ただし」

			「……分かってるよ、言われるまでもなくね」

			　ニッコリと、無邪気そうに見える笑みを浮かべ、ディオニスが頷く。

			「迷宮は絶対に守り切るさ」

			　それを受けて、レフィーゼは告げた。

			「……では、今回の会議は終了とします」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　他の魔族が出て行った会議室の中。

			　女性の笑い声が響いている。

			　部屋中に反響するように、クスクスと。

			「……何がおかしいのさ、ルシフィナ」

			「いえ、貴方は変わらないな、と思いまして」

			　それまで、一度も口を開かなかったハーフエルフの女性。

			　太陽の光を束にしたかのような艶やかに輝く黄金の髪に、見る者に慈愛を感じさせるような銀色の瞳。

			　他の魔族とは違い、女性は緩やかなドレスを身に纏(まと)っている。

			「それで、どうするんですか？　帝国軍はともかく、あのお馬鹿さんと同じ、勇者が動いているそうですよ？」

			「どうもしないよ」

			　ルシフィナの問いに、ディオニスは答えた。

			「殺すだけさ」

			　その答えに、ルシフィナがクスクスと笑う。

			　帝国に設置された迷宮。

			〝死沼迷宮〟の守護者――、

			「あの勇者(バカ)と同じようにね」

			〝水魔将〟ディオニス・ハーベルクは、邪悪に微笑んだ。

		

	
		
			第十話　『次の目的地へ』

			　

			「おぉ、海だ！」

			　一定の間隔で寄せる波の音に、鼻腔をくすぐる強い潮の香り。

			　雲のない空とは違う、別の青が視界に広がっていた。

			　忙しなく動き回る人の声と、海鳥の鳴き声が止むことなく聞こえている。

			　

			　温泉都市を発ってから数日、俺とエルフィは連合国の港町にやって来ていた。

			　港町というだけあって、いくつもの漁船を見ることができる。

			　捕らえた魚を持ち帰ってきている漁師達の姿を、エルフィは両手に持った温泉まんじゅうを食べながら物珍しそうに見ていた。

			「ここから出る船に乗って、帝国に向かうということだな？」

			「ああ」

			　俺達の次の目的地は、帝国だ。

			　連合国と帝国は海で隔てられており、向かうには船で海を渡らなければならない。そのため、俺達は連合国の南端に位置するこの港町にやって来たというわけだ。

			「せっかくの港だ。新鮮な魚料理が食べたいな」

			「魚か……」

			　エルフィの言葉に、ふと日本にいた時のことを思い出した。

			「もう何年も寿司を食べてないな……」

			「スシ？　伊織、スシとはなんだ？」

			　俺の呟きに、エルフィが勢い良く食いついてきた。

			「シャリ……酢とかで味付けした米の上に、生の魚の切り身とかを乗せた料理だよ」

			「コメ……？」

			「穀物の一種、だな」

			　ああ、そうか。こっちの世界じゃ米は珍しいんだったな。

			　旅をしている途中に、どこかの国で作られている、とは聞いたんだが。

			「ほぉ……それに魚を生で……か」

			「新鮮な魚じゃないと食中毒が起こるから、こっちの世界じゃなかなか難しいだろうけどな」

			「スシというのは、伊織の元の世界の食べ物なのか」

			「ああ。俺の世界は、食品の管理がしっかりしてたから、生の魚でも食べられたんだ」

			「ほぉぉ……」

			「俺はサーモンが好きだったな。ほんのり甘くて、口の中で蕩ける感じが」

			「…………」

			　無言のまま、涎を垂らすエルフィ。

			　しまったな。余計な話をしてしまったか。

			「スシ……伊織、スシが食べたい」

			「無理だ。まず米がない」

			「ううぅぅ……。そんな話を聞いたら、食べたくなるだろう！　意地悪か！」

			「い、いや……」

			　食べ歩きの時間を多く取るから、と言ってなんとかエルフィの機嫌を取る。

			　それから、暴食大魔王のエルフィを引っ張って、帝国行きの船を探しに向かった。

			「案外、簡単に見つかるものなのだな」

			　海が荒れていたり、魔物が出ていると船が出ないことがザラなのだが、幸いにもすぐに帝国行きの船を見つけることができた。

			　ラッキーだったな。

			　次の出発時間を確認し、港町をブラブラする。

			「ここにも冒険者はいるのだな」

			　港にも、温泉都市で見たような、いかにも冒険者然とした風貌の者が多くうろついている。

			「そもそも冒険者自体が、まだ連合国にしかいないからな」

			　海を渡る船の大半は、冒険者を護衛として雇っている。

			　移動中に、船が魔物に襲われることがよくあるからな。

			　ここにいる冒険者の多くは、その護衛の仕事を受けているのではないだろうか。

			「まぁ……俺達も冒険者なんだが」

			　煉獄迷宮の一件の後、なんだかんだで俺とエルフィは冒険者として登録した。

			　階級はＡランク。

			　冒険者として活動する予定はないのだが、登録の際にもらえるギルドカードは身分証明書になる。

			　冒険者制度は各国が注目している制度であるため、他国でもギルドカードを見せればある程度の信用はしてもらえるはずだ。

			　しばらく歩き、図書館に入った。ギルドカードを見せると、無料で入館することができる。

			　隅の席に腰かけ、一息つく。

			「奈落迷宮、煉獄迷宮。二つの迷宮が落ちたことで、そろそろ魔王軍が動き出すはずだ」

			「……エルフィの存在は、相手にバレてたんだったな」

			　あちらがどこまで俺達の情報を掴んでいるかは分からない。

			　ベルトガからあれこれと聞き出したが、あいつはディオニスの使いっ走りらしいから、それほど情報を持っていなかった可能性が高い。

			「魔王軍もだが、恐らく王国も俺のことを追ってきてるはずだ」

			「あのリューザスとかいう奴か。戦ってみたが、今の私達なら大した脅威ではないだろう」

			「いや」

			　エルフィの言葉に首を振る。

			「あいつを甘く見ない方がいい。かなり衰えていたが、あれでも三十年前は人類最強クラスの魔術師だった」

			　それに、リューザス単独で来るということはないだろう。恐らくは、王国の精鋭部隊を引き連れて来るはずだ。

			「……一応、警戒はしておこう」

			　そんな話をした後、俺は図書館で資料を漁った。

			　港町のため、海に関する資料が多い。お目当ての資料は見つけたが、知りたい情報は記載されていなかった。

			「伊織、さっきから何を調べている？　ふむ、三十年前の戦争の記録か」

			「ああ。裏切り者の一人に関する情報がないか、探していたんだ」

			　あいつが帝国にいることは、冒険者からの情報で掴んでいる。

			　どうやら今は貴族をやっているらしいな。

			「そう都合よく記録は残っていないみたいだな」

			　情報がなくても、あいつが何をやったかは、おおよそ分かっているが。

			「……ちょうどいい。今のうちに私の復(ふく)讐(しゆう)に関しての話もしておくぞ」

			　声のトーンを落とし、エルフィが顔を近づけてくる。

			「煉獄迷宮であの鬼族と戦った時に言ったな。あの鬼は、私の部下の亡(なき)骸(がら)を弄(もてあそ)んでいたと」

			「……ああ」

			「私の部下を直接的に殺した者……その中に、お前の復(ふく)讐(しゆう)対象がいる。ディオニスとルシフィナだ」

			　ギリと歯を鳴らし、エルフィが続ける。

			「……あの二人に関しては、私も手を出させてもらう」

			　ディオニスとルシフィナ。あいつらは俺が最も復(ふく)讐(しゆう)したい元仲間だ。

			　あの二人には、マーウィンやベルトガ達以上に、凄(せい)惨(さん)な復(ふく)讐(しゆう)をしなければならない。

			　あいつらをエルフィに譲ることは、流石に承服できない。

			「何も私だけに復(ふく)讐(しゆう)させろ、と言っているわけではない。復(ふく)讐(しゆう)は私と伊織の二人で実行する。……それでは駄目か？」

			「……分かった」

			　ここまで来るのに、エルフィには何度も助けられた。俺の復(ふく)讐(しゆう)にも何度も付き合わせた。

			　それにこの提案ならば、断る理由もないだろう。

			「決まりだな。では、私の重圧潰で、ぺしゃんこにしてやるのはどうだ？」

			「それじゃ駄目だな。そんな簡単には殺してやらない」

			「む……。じゃあ、伊織はどんなのを考えているんだ？」

			「そうだな……」

			　俺とエルフィは仲間だ。

			　ならば、俺の都合ばかりに付き合わせるのは違うだろう。

			　……仲間、なんだからな。

			　

			　それから一時間ほど経過し、船が出港する時間となった。

			　ギルドカードを見せると割引され、格安で乗ることができた。

			　向かう先は帝国。

			　そこにあるのは、五将迷宮の一つ、死沼迷宮。

			　俺は復(ふく)讐(しゆう)対象の一人、〝あの女〟に対する復(ふく)讐(しゆう)方法を思い浮かべながら、帝国へと向かったのだった。

		

	
		
			第十一話　『街道を歩む二人』

			　

			　グランシルク帝国。

			　レイテシア南部に位置しており、大きく海に面してる。

			　そんな環境にあるため、レイテシアの中で最も水産業や造船業が発達している国だ。

			　

			　連合国を発ち、俺達は帝国にやって来た。

			　帝国の港町であれこれと買い物をした後に一泊し、現在は港町と目的地を繋ぐ街道を歩いて進んでいる。

			「ここは歩きやすくて助かるな」

			　街道というだけあって、連合国へ行く時に通ったウルグスの森よりも道が整っている。

			　雲はほとんどなく、燦(さん)々(さん)と降り注ぐ日光が気持ちいい。

			　魔物もあまり出没せず、潮風のせいで髪がややベタつくことを除けば、快適と言えるだろう。

			「帝国か……もぐもぐ。確か、ここは魔術に秀でた国だったか？」

			「秀でているというか、魔術の研究が盛んだな」

			　新しい魔術を発明するのは、大抵の場合が帝国だ。

			　かなり大雑把に言うと、帝国が新しい魔術を発明し、王国や教国が改良・簡易化する、という流れになる。

			〝心象魔術〟の存在を最初に世に広めたのも、確か帝国だったか。

			「帝国はかなりの実力主義だから、他国の優秀な魔術師に声をかけて集めているんだと。リューザスの野郎も、帝国から声をかけられたと自慢してやがったな」

			「んぐ……。〝大魔導〟だったか？　確かにそれなりの魔術師だったが、アレは卑怯な小物にしか見えなかったぞ？」

			「実際にそうだが、魔術の腕だけは本物だ」

			　人間性はともかく、並みいる帝国の魔術師を差し置いて、〝最強の魔術師〟と呼ばれた実力は本物だ。

			　今は衰えているようだが、三十年前は間違いなく人類最強の一角だった。

			　魔術師の典型である後衛タイプだったから、前衛がいなければ実力を発揮できない奴ではあったがな。

			「はむ……。どんな魔術師だったんだ？」

			「広(こう)域(いき)殲(せん)滅(めつ)型って言えばいいのかね。あのオルテギアにすら通じる威力の魔術をぶっ放してた」

			「はむはむ……なんと」

			　だからこそ、あいつは俺抜きでもオルテギアを倒せると踏んだんだろう。

			　失笑モノの結末だったがな。

			「ま、あの野郎のことはどうでもいい」

			「はむはむ……んぐ？」

			「……どんだけ食うんだよ、お前」

			　ご機嫌にステップを踏みながら進むエルフィの両手には、港町で買った魚介の串が握られている。

			　連合国で買い占めていた温泉まんじゅうは、とっくに食い尽くしてしまったらしい。

			　……こいつ、迷宮を出てから常に何か食ってんな。

			「いや伊織。獲れたての魚介の美味さを舐めるなよ。お前も食ってみろ」

			「ん……。いや、確かに美味いが」

			　こいつ、迷宮討伐でもらった報酬を食い物にしか使ってないんじゃないか……？

			　俺が連合国や帝国で冒険用の道具などを購入してる間も、ずっと何か食ってたしな。

			「忘れたか？　今の私は体質的に腹が減りやすいんだ。常に分身体を維持している分、常時魔力を消費しているわけだしな。消せば、ある程度食欲も抑えられるぞ」

			　キョロキョロと周囲を見回すと、唐突にエルフィが分身体を消した。

			　空中浮遊する生首と、その両脇に浮かぶ二本の腕。

			　ただの化物じゃねえか。

			　シューティングゲームに出てくる、猿のラスボスみたいな風貌だ。

			「ほれ」

			「ほれじゃない、早く戻せ」

			　そんなやり取りをしながら、街道を進んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　歩いているうちに日が暮れてきた。

			　ウルグスの森の時と同じように、二人で分担して野宿の準備を進める。

			　何度かやっているだけあって、エルフィも手際が良くなっていた。

			　野宿用の道具を購入しておいたため、前よりも快適に過ごせそうだ。

			「おぉ……美味そうだ」

			　連合国で買った鍋を使い、魚介類を入れたスープを作った。

			　エルフィの頭には結構な食材が入っているため、料理の材料には困らなかった。便利な頭だな。

			「ずずず」

			　あれだけ魚介の串を食べていたというのに、エルフィは皿いっぱいにスープを注いで飲んでいる。

			　食べ物を食べている時のこいつ、ずっと顔が緩んでるな。

			「このスープ……！　伊織！　シェフを呼べ！」

			「だから俺だって言ってるだろ」

			　どうやらお気に召したらしい。

			「ふぅ……」

			　食事を終え、一息つく。

			　聞こえるのは虫の鳴き声と、さわさわと木々の葉が揺れる音だけだ。

			「なぁ、伊織。お前、この世界に来るまでは何をしていたんだ？」

			　焚き火をジッと見つめていたエルフィが、唐突にそんなことを聞いてきた。

			「どうしたんだ、急に」

			「お前はアンバランスだ。成熟している部分もあれば、幼い部分もある。それだけの技術と強さがあれば、普通は何かしらの境地に達しているはずなのだがな」

			「…………」

			　それは、自分でも自覚がある。

			　見る目がなく、仲間を信じきって、甘い理想に浸る。肉体ではなく、精神が酷く未熟だ。

			「……学生だよ」

			「ガクセイ？」

			「学校……学園に通ってたんだ」

			　ここに来る前は、十六歳で、高校生をやっていた。

			　周囲に流されて、なんとなく過ごす日々。両親が事故で死んでしまっている……という点を除けば、意志の弱い普通の学生だったはずだ。

			「戦いはなかったのか？」

			「まったくないわけじゃないけど、少くとも俺の国は平和だった。魔族とか魔術とかなくて、争いとは無縁の生活を送ってたよ」

			　誰かに手酷く裏切られるような経験も、したことがなかった。

			　こっちの人間の世界から言えば、頭がお花畑って奴なんだろうけどな。

			「伊織の住んでいた国は、いいところなのだな」

			「……ああ」

			「元の世界に帰ろうとは思わないのか？」

			「全部終わったら、方法を探そうと思う。だが……」

			「……だが？」

			「あっちとこっちで、時間がどうなってるか分からないからな」

			　俺が最初にこの世界に召喚されてから、既に三十年以上が経過している。

			　あっちでもそれだけ時間が経過しているとすれば、帰ったところで俺の居場所はないだろう。俺はほとんど外見が変わっていないしな。

			「…………」

			　沈黙。焚き火がパチパチと音を立てる。

			　少し、空気を重くしてしまったか。

			「ふう」

			「……エルフィ？」

			　息を吐くと、おもむろにエルフィが立ち上がった。

			「そういえば、伊織は迷宮核を吸収してある程度力が戻ったんだったな。どれほどのモノか、私が確かめてやろう」

			「……また、唐突だな」

			「腹ごなしにはちょうどよかろう？」

			　重くなった空気を破って、エルフィがぐるぐると体を動かす。

			　まぁ、いい機会だ。魔力が戻ってきてから、ちゃんと力を試していない。

			「分かった」

			　焚き火から離れたところに移動する。

			　月明かりのお陰で、夜だがそれほど暗くはない。

			　お互いに距離を取り、向かい合った。

			「ふ……殺す気でかかってくるが良い」

			　魔力を放出しながら、エルフィが不敵な笑みを浮かべた。

			　両腕を取り戻し、魔力が増えている。

			　文字通り、腕に自信があるらしい。

			「……よし」

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀の効果で身体能力を上昇。さらに身体強化、加速などで身体能力を高める。

			　魔力の量が多くなったことで、魔石を使わなくてもある程度の魔術を使えるようになった。

			　とはいえ、劣化版の〝魔技簒奪(スペル・デイバウア)〟や〝魔毀封殺(イル・アタラクシア)〟を使えば魔力のほとんどを持っていかれるし、〝魔撃反射(インパクト・ミラー)〟に関しては発動すらできない。

			　未だ力不足には変わりないのだ。

			　力を失っているとはいえ、相手は元魔王。体に負担がかからない限界まで魔術の効果を高め、翡(ひ)翠(すい)の太刀を構えた。

			「ハンデだ。私は腕を使わない」

			　見せ付けるように両腕を上げ、エルフィが笑う。腕を組み、代わりに足をぶらぶらと動かしていた。

			「――――」

			　柄に手を添えたまま、太刀を隠すように構えた。

			　そのまま腰を落とし、動きを止める。

			　居合いの構えだ。

			「む」

			　動かない俺に、エルフィが怪(け)訝(げん)な表情を浮かべた。

			　それから「ふむ」と呟くと、

			「では、私から行くぞ」

			　腕を組んだまま、勢い良く地面を蹴った。その威力で、足元が陥没し、草木が揺れる。

			　弾丸もかくやという速度で、エルフィが突っ込んできた。

			　言葉通りに腕は使わず、どうやら足技で攻めてくるつもりらしい。

			　腕だけではなく、魔術も使わないのは様子見だからだろう。

			　間合いを一瞬で詰める跳躍。

			　エルフィがこちらの間合いに入る僅か手前で、俺は動いた。

			「――!!」

			　――居合い斬り。

			　こちらの世界で待(まち)剣(けん)とも呼ばれる、カウンターの剣術。先に動いた相手を、間合いに入った瞬間に斬る技だ。

			　威力を落とし、速度にのみ比重を置く。全盛期の速度にできる限り近づけた、最高速の一(いつ)閃(せん)。

			　その一撃を、エルフィは容易く――――、

			「あっ」

			「え」

			　――躱(かわ)せず、モロに受けた。

			　刃がエルフィの首のあたりを通過する。そのまま、エルフィの首がポーンと森のどこかへ飛んでいった。

			　首を失った胴体が、ドサリと地面に倒れ込む。

			「………は？」

			　月明かりが照らす中、視界に映るのは首を失ったエルフィ。

			　ピクリとも動かず、音が消える。

			　どうしようかと思ったその時。

			「……あ」

			　エルフィの首が戻ってきた。

			　泣き別れになった胴体にすっぽりとくっつくと、よろよろと起き上がる。

			　その顔には、珠(たま)のような汗が浮かんでいた。

			「ッ」

			　息を荒くし、エルフィが俺を睨みつけると、

			「殺す気かッ！」

			「お前が殺す気でこいって言ったんだぞ!?」

			　今ので相当焦ったらしい。

			　エルフィは動悸を抑えるように胸に手を当て、汗を拭っている。

			　いや、今心臓ないんじゃなかったのか。

			「し、死ぬかと思ったぞ」

			「……そんなにか？」

			「今の一閃を見ると、かなり力が戻ってきたんじゃないか？」

			「……いや、全然だ」

			　威力を犠牲にしなければ、あの速度は出せなかった。人間なら斬れば殺せるが、魔物や魔族ならそうはいかない。

			　あの速度でも、炎龍や土魔将なんかには弾かれて終わりだろう。

			　魔術師が相手なら、間合いの外から魔術を撃たれるだけだ。

			　少なくとも、リューザス達には通じない技だろう。

			「……前から思っていたが、伊織の剣の腕は相当なモノだな」

			「まぁ、多少はな」

			　……一時期、ディオニスに教わっていたからな。

			「……なんか疲れたから、もう寝る」

			　そう言うとエルフィは戦いを止め、焚き火の下に戻っていった。

			　油断していたとはいえ、首を落とされたのがショックだったらしい。あいつが本気なら、まず魔眼で近づけないし、そもそも魔力で弾かれていたと思うんだけどな……。

			「はぁ……」

			　汗を拭いてから、俺も寝ることにした。

			　焚き火を消そうとすると、エルフィに凄い勢いで止められたのは謎だったが。

			　疑問に思いながらも、眠りについた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日。

			　エルフィと並び、今日も街道を歩く。

			　進むにつれて風景が変わり、遠くに草原が見えてきた。

			「……懐かしいな」

			「来たことがあるのか？」

			「ああ。三十年前に、死沼迷宮を攻略しに来た時にな」

			　なんとなく、こののどかな風景には見覚えがある。

			　旅の過程で、魔物に襲われている人々を助けた。そこで礼としてご馳走になったり、息抜きに踊ったりしたものだ。

			　仲の良い者も何人かできた。

			　あの村の人々は今、何をしているのだろう。

			　そんな懐かしい気持ちに浸りながら、道を進んでいる時だった。

			「む」

			　前方から、馬の嘶(いなな)きが聞こえてきた。それだけでなく、小さな爆発音も連続している。

			　エルフィと顔を見合わせて、音の聞こえる方へゆっくりと向かう。

			　しばらくすると、音の発生源が見えてきた。

			「魔物か」

			　前方で、馬車が魔物に襲われているのが見えた。

			　馬の御者や、中に乗っている者達が魔術を使って魔物と戦っている。

			　馬車を襲っているのは、〝泥熊(マツド・グリズリー)〟という魔物だ。

			　口から土の魔術を使用して獲物を追い詰める、そこそこ厄(やつ)介(かい)な魔物だな。

			　それが六匹、同時に馬車を襲っている。

			「……妙だな」

			　馬車を襲っている泥熊の動きを見て、違和感を覚えた。

			　泥熊は基本、単独で行動する。あれほどの数が集まれば、共食いを始めてもおかしくない。

			　だというのに、泥熊達は異様に統率が取れていた。

			　息を荒らげているが、咆(ほう)哮(こう)することもなく、連携を取って攻撃している。

			　まるで、何かに操られているような不自然さがそこにはあった。

			「…………」

			　そのさまに違和感を覚え、目を細めた時。

			　馬車から悲鳴が上がった。どうやら、乗っている者が怪我をしたらしい。

			　六匹同時に襲われながらも持ちこたえているのを見ると、馬車に乗っている魔術師は腕が立つようだが、そう長くは持たないだろう。

			　どうしたものか。

			『…………！』

			　その時、馬車を襲っていた泥熊の一匹がグルンと首をこちらへ向けた。

			「気付かれたようだな」

			　六匹のうち、二匹が馬車への攻撃を止め、俺達の方に猛然と走り始めた。

			　熊というだけあって、その走行速度は相当なモノだ。エルフィならともかく、俺の速度では逃げきれない。

			「チッ、闘うしかないか」

			「ちょうどいい。取り戻した腕の調子でも確かめるとするか」

			　なし崩し的に、襲ってきた魔物との戦闘が始まった。

		

	
		
			第十二話　『大地裂く魔腕』

			　

			　血走った目をこちらへ向けながら、泥熊(マツド・グリズリー)が接近してきた。

			　向かってきた二匹を、俺達は一匹ずつ迎え撃つ。

			　泥熊は凶暴な魔物だが、同時に臆病でもある。相手から攻撃を受けた時、その痛みで怯む。さらにダメージを負わせれば、その場から逃げていくはずだ。

			「はッ！」

			　力任せに振り下ろされた一撃を躱(かわ)し、掬(すく)い上げるように一閃。

			　泥熊の腕から血が吹き出すも、切断には至らない。痛みに唸りながら、泥熊は再度腕を振り下ろしてきた。

			　ステップを踏んで回避。躱(かわ)すのと同時に、先ほど斬った部分へ攻撃を集中させる。

			　血がこぼれ落ち、右腕の動きが鈍ってきた。

			『……！』

			　そこでわざと引き、泥熊の攻撃を誘う。

			　振り下ろされた腕を回避し、その隙を突いて上段から剣を振り下ろした。

			　骨を断つ手応えが伝わってくる。

			　ドサリと音を立てて、泥熊の右腕が地面に落ちた。

			　腕一本を失うダメージを負わせれば、泥熊は逃げようとするはず。そう考えていたのだが、

			『――――』

			　落ちた腕を意にも介さず、残った左腕で薙(な)いできた。

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀で受け流し、その反動を利用して後ろへ跳んだ。

			　ちょうど下がってきたエルフィと合流する。

			「……この泥熊達、様子がおかしいな」

			「ああ。私も軽く魔眼をお見舞いしてやったが、怯むどころか向かってきている」

			　六匹の泥熊の視線がこちらへ向いている。馬車に乗っている者達よりも、俺達を脅威と見做したらしい。

			　エルフィの魔眼を喰らい、体の一部を失っている泥熊もいるが、まるで痛みを感じている様子はない。

			「三十年の間に生まれた新種かもしれんな」

			「それもあるかもしれないが……」

			　六匹の泥熊が同時に動き出した。四足で地を走り、半月を描くような陣形を作る。

			　明らかに、こいつらは連携を取っている。

			「ひとまず、私の腕で排除するとしよう。伊織は下がっていろ」

			　エルフィが前に踏み出した。

			「さぁ、刮(かつ)目(もく)しろ。（元）魔王の実力の一端を拝むことができるのだからな……！」

			　ボソッと小声で元を付けながら、エルフィが気炎を吐いた。

			　双(そう)眸(ぼう)ではなく、魔力が右腕に集中していく。

			　五指を開き、爪を突き立てるような構えを取ると、

			「――〝魔腕・壊(かい)裂(れつ)断(だん)〟――」

			　腕を覆っていた魔力が、巨大な五つの爪を形成した。

			「ふッ！」

			　そのまま、エルフィは向かってきた泥熊達へ右腕を薙(な)いだ。

			　龍種のそれを連想させる爪が、正面から突っ込んできた泥熊達に触れると同時。五匹の泥熊の胴体がズタズタに引き裂かれ、吹き飛んだ。

			　地面にも五つの深い傷跡が刻まれ、衝撃波が周囲の草木を激しく揺らす。

			「…………」

			　なんて威力だ。まさにオーバーキルだな。

			　回避できたのは、唯一出遅れていた一匹だけ。

			　それもエルフィの衝撃波を受けて、吹き飛ばされている。

			『――――』

			　最後の一匹は、グルリと体を反転させると、俺達から馬車へと標的を変更した。

			　先ほど、俺が右腕を斬り落とした個体だ。

			　馬車の人達は、エルフィの一撃に気を取られていたらしい。反転した泥熊に不意を突かれ、反応が遅れてしまっている。

			　……仕方ないな。

			「ふッ――！」

			　四足で馬車へ駆ける泥熊の後ろ足へ、二本のナイフを投(とう)擲(てき)した。背を向けていた泥熊の後ろ足へ、ナイフが深々と突き刺さる。

			　ゾォルツから受け取ったナイフなだけあって、かなりの鋭さだ。

			　ナイフが刺さったことにより、泥熊が動きを止めた。

			　エルフィの横を通り抜け、泥熊へ肉薄する。体をこちらへ向け、迎撃しようと口を開く泥熊。

			　魔力を集中させ、岩石を放とうとして――、

			「――」

			　その魔術が放たれることはなかった。なぜなら、それよりも早く、こちらの一閃で絶命していたからだ。

			　口を開いたままの泥熊の首が、ズルリと地面に落ちる。

			　街道を騒がせていた六匹の泥熊が全滅し、戦闘は終了した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　泥熊との戦闘後。

			「ありがとうございましたっ！」

			　馬車から一人の女性が勢い良く飛び降り、大声で礼を言ってきた。

			　そのまま、俺達の方へ走って向かってくる。

			　ドレスを着た、二十代くらいの女性だ。首からは、宝石のついたネックレスをかけている。派手な装飾はついていないが、どちらも高価そうに見える。

			　格好からして、恐らくは貴族だろう。

			「……多分、貴族だ。怒らせると面倒だから、失礼な行動はするなよ」

			　小声でエルフィに釘を刺す。

			「分かっている」

			　同時に、女性が目の前までやってきた。

			「はぁ……はぁ……。危ないところを助けてくださり、本当にありがとうございましたっ!!」

			　近付いてきて、女性が先ほど以上の声量で礼を言ってきた。

			　どれだけ声を張り上げてるんだ。耳がキンキンしてきた。

			「…………」

			　手入れされていることが分かる長い金髪と、大きな緑色の瞳が特徴的な女性だった。

			　薄く化粧をしており、唇にも紅が引かれている。香水を付けているようで、ふんわりと甘い匂いが漂ってきた。
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			　……初対面のはずなのだが、なぜか既視感がある。

			　それとは別に、彼女から異質な魔力を感じた。人間の魔力というよりは、エルフィ達魔族に近い。

			「礼には及びません。そちらは大事ありませんでしたか？」

			「はい！　大した怪我をした者はおりませんっ！」

			　女性の話によると、馬車で街道を通っていると、突然、泥熊に襲われたらしい。

			　この辺りは整備されていることで、魔物があまり出ない。そのため、大した戦力もなく、俺達がいなければ危ないところだったようだ。

			「もう駄目かと思ってましたっ！　本当にありがとうございます！」

			　声は大きいが、所作や口調から育ちの良さが伝わってくる。

			　だが、王国貴族のように傲慢な態度は取ってこなかった。それだけでなかなかに好印象だ。

			　あの連中なら、「なぜもっと早く助けなかった！」と初っ端から怒鳴ってくることすらあるからな。

			「カレン様！」

			　馬車から、従者らしき女性がこちらにやってきた。

			　二十代後半くらいの、蒼銀の髪をショートヘアにしたスーツ姿の女性だ。鋭い目付きをしており、身のこなしも軽い。

		

	
		
			[image: p_201.jpg]
		

	
		
			「カレン様。安全かどうかも分からないのに、動かないでください」

			「大丈夫です！　この方達が魔物を倒してくれたのですから、安全です！」

			「カレン様、声が大き過ぎです。もう少し声量を落としてください」

			「あ、はいっ！　分かりました!!」

			「…………」

			　従者らしき女性が、チラリとこちらに視線を向けてきた。その視線からは、どこか棘(とげ)のようなモノを感じる。

			「……服装からして、この辺りの人ではありませんね。失礼ですが、どちらの方ですか？」

			　鋭い表情のまま、女性が尋ねてくる。

			「身分の卑しい者がお嬢様に近づくな」とでも言いたいのだろうか。

			　結果的にとはいえ、助けた相手に随分な態度だな。

			「……俺達はこういう者です」

			　それを顔に出さず、ポーチからギルドカードを取り出した。

			　こういう時のために、冒険者になったのだ。

			「連合国の冒険者……！　それも、お二人ともＡランクなんですかっ!?」

			　カレン様、と呼ばれた女性が口元に手を当てて驚いている。

			　従者の女性は目を細め、無言だ。

			　これで少なくとも、舐められることはないだろう。

			「あ!!　そうだ、申し遅れました！　私はカレン・レイフォードと申します!!」

			「カレン様、声量を。……カレン様の従者をしております、メアリ・ベルモンドです」

			　レイフォード、だと……？

			　カレンは帝国貴族で、この先にあるレイフォード領の領主の娘だと名乗った。

			　レイフォードという姓を俺は、聞いたことがある。

			　先ほどカレンを見た時に、既視感を感じたのは、まさか。

			「お尋ねしたいのですが……ガッシュ・レイフォードさんをご存知ですか？」

			「それは父の名前です！　お父様とお知り合いなのですか!?」

			「――――」

			　――ガッシュ・レイフォード。

			　三十年前、帝国に来た時に知り合った貴族だ。ともに戦ったこともあり、印象に残っている。

			　ひと目会ってみたいと思った者の一人だ。

			「古い……知り合い、のようなものです」

			「そうなんですか……」

			　俺の言葉に、なぜかカレンは表情を暗くした。声も心なしか小さくなっている。

			　嫌な予感が胸を過る。

			「もしかして、ここを通っていたのは、父に用があったからでしょうかっ？」

			「……いえ、偶然です。死沼迷宮の方に用がありまして」

			　カレンは一度口を噤(つぐ)むと、首を横に振った。

			「では、迷宮を討伐しに来てくださったのでしょうかっ？」

			「ええ……そのつもりでしたが」

			「そうですか……。ですが、ごめんなさい。あいにく、今は迷宮に人を入れることはできないんです」

			「……なぜですか？」

			　面倒事の予感がする。

			　エルフィが目を瞑(つぶ)ったまま、小さく息を吐くのが聞こえた。俺も同じ気分だよ。

			「……迷宮に結界が張られてしまっているからです」

			「結界、ですか」

			　カレンは言った。

			　魔物を外に出さないために、迷宮には結界が張られている。

			　そこまでは良い。王国の迷宮にも、結界は張られていたはずだ。

			　カレンの口ぶりからして、何か複雑な事情があるようだが、それもいい。

			　最悪、結界を突破して迷宮に入ればいいだけなのだから。

			　だが問題なのは、次の言葉だった。

			「迷宮に結界を張っているのは――」

			　迷宮に結界を張っているという、貴族の名前。

			「――オリヴィア・エリエスティールという貴族の方です」

			　ふらり、と少し体が揺れる。

			　カレンに見えないよう、口元を押さえた。

			「……伊織？」

			　助けた女性が、かつての知り合いの娘だったというのには驚いた。嬉しい偶然だ。

			　だがまさか、その女性からこの名前を聞くとはな。

			「……くく」

			　オリヴィア・エリエスティール。

			　俺を裏切った、女の名前だ。

		

	
		
			第十三話　『オリヴィア・エリエスティール』

			　

			　オリヴィア・エリエスティールという女がいた。

			　オリヴィアは戦闘魔術を始めとし、治癒魔術や精神魔術などあらゆる分野の魔術を使いこなすことができる、万能型の魔術師だった。

			　その腕を買われ、オリヴィアは帝国軍の魔術部隊に所属していた。軍に所属する傍ら、精神を安定させたり、身体能力を高める魔術の研究も行っていたらしい。

			　あの女と会ったのは、パーティとともに帝国にやって来た時のことだ。

			「私(わたくし)はオリヴィア・エリエスティールと申します。アマツ様、お会いできて光栄ですわ。ずっと前から、ひと目会ってお話したいと思っておりましたの」

			　貴族ではないようだが、言葉遣いは綺麗だった。

			　容姿も整っており、人当たりも良かった。魔術の腕も良く、美人で、礼儀正しい。

			　それが、最初に俺が会った時のオリヴィアの印象だ。

			　……まあ、例の如く、俺にはあの女の本質が見えていなかっただけの話なのだが。

			　

			　オリヴィアの本性を知ったのは、それから数週間ほど後のことだ。

			　彼女が指揮していた魔術部隊が、オリヴィアを除いて全滅した。

			　その代償として、魔王軍四天王の側近を討伐することに成功した。

			　帝国は実力、結果を重視する国だ。部隊を全滅させたものの、四天王の側近を倒したという功績は大きく、オリヴィアは高く評価された。

			　それだけなら、まだ良かったのだが。

			「アマツ様に見てもらいたい魔術がありますの」

			　四天王の側近を倒した作戦で、彼女はある魔術を使用していた。

			〝洗脳魔術〟と、あの女は呼んでいたな。

			　その効果は、対象の脳から恐怖や苦痛といった概念を取り除き、敵を倒すことだけしか考えられなくなるというものだった。

			「洗脳……魔術？」

			「ええ。今回の功績で、この洗脳魔術が有効なことが証明されましたわ。四天王の討伐作戦で、私(わたくし)はこの魔術の使用を提案しようと思っておりますの」

			　オリヴィアは、洗脳魔術の効果を語った。心底、嬉しそうに。

			　固まっている俺に気付かず、オリヴィアは言葉を続ける。

			「私(わたくし)の魔術があれば、人間側の勝率は大きく上がるはずですわ。ですので作戦会議の折、私(わたくし)の提案が通るよう、是非、アマツ様に口添えしていただきたいのです」

			　オリヴィアの言葉に思考が追いつかない。この女は何を言っている……？

			「それは、そんなのは……」

			　頭の中に、オリヴィアの部隊にいた人達の顔が浮かんだ。今回の作戦前に、俺は彼らと会話していた。

			　家族を守るために軍に入ったという男性、弟を養うために戦っている亜人。

			「まさか、仲間にその魔術を……？」

			「ええ、もちろんです。敵を倒すことだけしか考えられなくなりますので、皆死んでしまいましたが。まぁ、必要な犠牲でした」

			　俺が住んでいた世界とは、まったく異なる価値観だ。勝利のために、部隊を全滅させておいて、オリヴィアは悲しむ素振りすら見せなかった。

			「彼らは……洗脳魔術をかけられることに、同意していたのか？」

			「同意……？　なぜそんなモノがいるんですの？　彼らは大した取り柄もない、凡百の魔術師ですのよ？」

			　必要な犠牲。大した取り柄もない、凡百の魔術師。

			　微笑みすら浮かべて、彼女は死んだ仲間をそう言った。

			「それに、中には亜人や混ざり者がいましたわ。薄汚い家畜が私(わたくし)達人間のために死ぬことができたのですから、本望でしょう。ですから同意など必要ありませんわ。そんなことより――」

			　オリヴィアの目を見れば、言葉を聞けば分かった。

			　彼女は自分の部隊にいた人間を、仲間などとは思っていない。ただ、利用するための道具としか思っていない。

			　見る目がない俺でも理解できた。

			　この女は、自分のことしか考えていないと。仲間を食い物にして、自分の地位を上げることしか考えていないと。

			「ふざけるな……！」

			　理想を夢見て、正義感に満ち溢れていた頃の俺は、彼女を怒鳴りつけた。

			　そんなふざけた魔術が認められるかと、お前は仲間をなんだと思っているのだと。

			「な、何を怒っているのか分かりませんわ」

			　オリヴィアは、到底理解できないといった表情を浮かべていた。

			「当然、アマツ様にも損はさせませんわ」

			　それどころか、服をはだけさせ、俺を誘惑しようとしてくる始末だ。

			　俺は帝国側にこのことを告げた。

			　勇者(おれ)にそっぽを向かれたら、困ると考えたのだろう。オリヴィアの研究は禁止され、洗脳魔術は禁術指定されることとなった。

			　そして、その後、オリヴィアは俺の殺害に加担した。

			　実験材料として、俺の体を渡すことを条件に。

			　

			『私(わたくし)の魔術で、人間軍の指揮系統を崩します。まぁ、何百人、多ければ数千人単位で死人が出るでしょうけど、必要な犠牲ですわ』

			『あの男の体を使って今度こそ、私(わたくし)の研究を認めさせてみせましょう』

			『〝英雄アマツ〟は、魔王さえ倒せれば用済みですからね。裏切られて無様に死ぬのも、必要な犠牲ですわ』

			　

			　利用価値のなくなった英雄は、ただの〝食い物〟に過ぎないと。

			　そう言って笑うオリヴィアの姿が、今も脳裏に焼き付いている。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　オリヴィアの名を聞いて動揺する俺に気付かず、カレンは言葉を続けた。

			　現在、オリヴィアが迷宮に結界を張っているため、立ち入ることができない。

			　そして、しばらく前から父親であるガッシュが行方不明になっているらしい。

			「ですので……もしお父様に用があるのでしたら、私が承(うけたまわ)ろうと思ったのですが……」

			　ガッシュが行方不明、か。良い予感はしないな。

			「……お二方は、冒険者でしたよねっ。依頼したいことが、あるのです」

			「カレン様！」

			　従者のメアリが、咎(とが)めるような声で言う。

			「このような者達に依頼する!?　一体、何を考えておられるのですか？」

			「では、座して状況を見ていろと言うのですかっ!?」

			「しかし……！」

			　やがてカレンがメアリを言いくるめ、改めて話を聞いてくれないか、と言ってきた。

			「伊織に任せるぞ」

			「……分かった」

			　エルフィは目を瞑(つぶ)ったまま、そう言った。

			　頷き、考える。

			　オリヴィアの名前が聞けたように、何か有力な情報を得ることができるかもしれない。

			　断ったからといって、王国の貴族のようにブチ切れて何かしてくるようにも思えない。

			　よし。

			「依頼内容が分からなければ、承諾することはできません。依頼内容について、お話ししてもらえないでしょうか？」

			　とりあえず、話だけ聞いておくことにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　立ち話もなんだからと、カレンの馬車の中に場所を移した。

			　メアリは無言だが、不機嫌なのがものすごく伝わってくる。

			　カレンは気付いていないのか、気にする素振りもなく、依頼内容について話し始めた。

			　レイフォード家は、皇帝から迷宮の封印を命じられている。

			　死沼迷宮がレイフォード領のすぐ近くにあることと、ガッシュが優れた結界魔術師であることが理由だ。

			　オルテギアが五将迷宮を新たに作り出して以来、ずっとガッシュが結界を張っていたそうだ。

			　結界のお陰で魔物の被害は出ず、一応は平和が続いていた。

			　だが、数カ月前、結界が張られているはずの迷宮から魔物が溢れ、レイフォード領を襲った。領民に数人の犠牲が出てしまい、さらにカレンの母親も死んでしまったという。

			　それから数日後。ガッシュが結界を張り直したのにもかかわらず、再び魔物が外に出始めた。

			　今度はレイフォード領ではなく、隣の領地。オリヴィア・エリエスティールの領地で、魔物の被害が出てしまったという。

			　どうやらあの女は、三十年前の戦争が終わった後に、功績を残して貴族になっていたらしい。

			「レイフォードの結界は信用できないから、自分が結界を張るとオリヴィア様は言ってきたのです」

			　ガッシュはそれを断り、さらに厳重に迷宮に結界を張ろうとしていたが、その途中で行方不明になってしまった。

			「だから……お父様の代わりに私が迷宮に結界を張ったのですが……」

			　再び、オリヴィアの領地で魔物の被害が出た。

			　そこで、オリヴィアが迷宮を占拠し、勝手に結界を張ってしまったらしい。それからは、一度も魔物の被害は出ていない。

			「お父様の結界にも、私の結界にも、不備はありませんでした。それまで十数年、結界から魔物が出てくることなんてなかったのに……」

			「…………」

			　ガッシュの行方を探りながら、カレンはオリヴィアに占拠している迷宮を返して欲しいと言った。しかし、何度も会いに行っても、まったく相手にされていないという。

			「その帰りに、この街道で魔物に襲われたのです……」

			「それは……作為的なモノを感じますね」

			「……はい。お父様の失踪や、魔物の被害に……私はオリヴィア様が絡んでいると考えています」

			　事情は大体分かった。何となく、今回の事件がどういうものなのかも見えてきている。

			「それで、お前は私達に何を依頼したいのだ？」

			「貴様、カレン様に何という口の聞き方を！」

			「……メアリ」

			　エルフィの言葉遣いにメアリが文句を言ったのを、カレンが止める。

			　改まった口調で、カレンは告げた。

			「お父様の捜索……それと、一連の出来事の捜査を依頼したいと考えています」

			「…………」

			「もちろん、相応の報酬は出させていただきます」

			　俺は思い出していた。カレンの父である、ガッシュのことを。

			　彼には一度、命を救われたことがある。

			　そのガッシュが行方不明になり、また娘が困っている。力を貸してやりたいと、少しだけ思った。

			　だが、今俺達がしているのは人助けの旅じゃない。

			　目的を見誤ってはいけない。力を取り戻し、復(ふく)讐(しゆう)を成す。

			　それが、この旅の目的だ。

			　ならば。

			「相応の報酬、といいましたね」

			「はい」

			　頷いたカレンに、依頼を受ける条件を告げた。

			　一つ、依頼終了後に俺達を迷宮に入れること。

			　二つ、レイフォード家の力を使い、こちらが求めた情報を渡すこと。

			　これが俺の出した条件だ。

			「分かりました。その報酬をお約束します」

			　今回の依頼は、十中八九オリヴィアが絡んでいる。

			　あの女に復(ふく)讐(しゆう)するには、もってこいの話だ。ならば、利用しない手などない。

			「でしたら、微力ながらそのご依頼、受けさせていただきます」

			　こうして俺達は、カレンの依頼を受けることにした。

		

	
		
			第十四話　『聞く価値もない』

			　

			　それから俺達はカレンの馬車に乗せてもらい、レイフォード領へ向かうことになった。

			　依頼を受けている間、また俺達の用事が終わるまでは、カレンの屋敷に滞在しても良いとのことだ。

			「…………」

			　カラカラと車輪が回り、窓から見える風景が通り過ぎていく。

			　死沼迷宮まで歩いて進むつもりだったから、馬車に乗ることができたのは幸運だった。

			「そういえば、伊織さんはお父様と知り合いだと仰(おつしや)られていましたが、どのようなご関係だったのですかっ？」

			「……昔、ガッシュさんに命を救われたことがあるんです」

			「命ですか!?」

			「ええ……」

			　カレンの問いに答えながら、俺は彼と会った時のことを思い出していた。

			　ガッシュは心優しい性格の魔術師だった。温厚で、血を見るだけで震えてしまうような臆病な男でもあった。

			　そして同時に、人間と魔族の混血、混ざり者だった。

			　魔族と人間が交わり生まれた者や、魔族の血が流れている者を、人は侮(ぶ)蔑(べつ)の意味を込めて〝混ざり者〟と呼ぶ。

			　ガッシュは貴族ではあったが、混ざり者だったために酷く中傷を受けたらしい。だが、ガッシュは折れなかった。

			　差別をはねのけ、己のやるべきことをやり、多くの人に認められることになった。彼がたくさんの領民に慕われていたことを、覚えている。

			　そして、ガッシュは戦うよりも守ることを得手としていた。

			　レイフォード家に代々伝わる、『要石』という結界魔術の効力を高める魔力付与品(マジツクアイテム)を使用して、攻め入る魔王軍から人々を守っていた。

			『僕はアマツさんのように戦うことができません。血を見るだけで、震えてしまう臆病ものですから……』

			『でも、こんな僕でも結界魔術という取り柄がある』

			『戦えなくても、家族を、仲間を、領に住んでいる人々を――大切な人を守ることはできる』

			『だから、アマツさん。僕は僕にできることで精一杯戦います』

			　ガッシュは俺に、そんなことを言っていた。

			　それまで穏やかな表情だった彼が、息を呑むほどの気迫を放っていたことを覚えている。

			　それからしばらくして、俺とパーティは四天王〝千(せん)変(ぺん)〟の策略に嵌(は)まり、窮地に陥(おちい)った。

			　連戦で消耗しているところに、〝千変〟と大量の魔物が押し寄せてくる。他の者達も、〝千変〟が差し向けた魔族によって、身動きがとれない。

			　その時に、助けに来てくれたのがガッシュだった。

			　戦うのが嫌いなはずなのに、兵を率いて、駆けつけてくれたのだ。

			　彼の張った結界によって俺達は態勢を立て直し、〝千変〟を撃退することに成功した。

			　あの時、ガッシュが来てくれなければ、俺は命を落としていたかもしれない。

			　ルシフィナとディオニスには、何か策があったのだろうが。

			「…………」

			　カレンの話では、母……ガッシュの妻は亡くなってしまったらしい。

			　ガッシュ本人も、行方不明になっている。あいつは、まだ無事でいるのだろうか？

			　あの時に思ったんだ。

			　彼のような勇気を持った者こそ、俺なんかよりもずっと〝勇者〟に相応しいのではないかと。

			　誰に流されるでもなく、確固たる信念を持ったガッシュ・レイフォードのような男が。

			「…………」

			　それから数時間後。

			　日が傾いてきた頃に、俺達はレイフォード領へ到着した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　久々に見たレイフォード領は、以前よりも活気がなくなっていた。

			　上手く説明できないが、前に見た時は領地全体がイキイキしていたような印象を覚えたのだ。夕暮れ時なのも相まってか、今はかなり寂れてしまった印象だ。

			　無理もないか。領内で魔物の被害が出て、さらに行方不明になっている者もいるという。

			　領主であるガッシュも、その一人だ。

			　そんな状態で、活気がある方が変だろう。

			　案内され、俺達はレイフォード家の屋敷にやってきた。

			　流石に三十年も経っているからか、外装は大きく変わっている。

			　馬車を降り、カレンとともに屋敷の中へ入る。

			　寝泊まりする客間へ案内された後、少し早いが俺達は食堂で夕食を取ることになった。使用人の数はそれほど多くないようで、数人がせっせと料理を並べていく。

			　そこへ、ドレスからゆったりとした服装へ着替えたカレンと、メアリがやってきた。カレンの手には、一枚の書簡が握られている。

			「カレンさん、それは？」

			「……皇帝陛下からです」

			　その書簡には、レイフォード家当主代理として、カレンに帝城に来るように記されていたらしい。

			　迷宮封印の任に関して、伝えなければならないことがあると。

			　カレンの顔色からして、あまり良い話ではなさそうだな。

			「……迷宮の封印には、レイフォード家に伝わる『要石』という魔力付与品(マジツクアイテム)を使用してきました。名前の通り、結界の要となる石のことです」

			「それは今、どうしているのだ？」

			「オリヴィア様が迷宮を占拠した際に、彼女に持って行かれてしまったのです。『これは結界を張るための道具。だからこれから結界を張る自分が使うべきだ』と言って……」

			　カレンは再三、要石、そして占拠している迷宮の返還を要求している。

			　だが、オリヴィアはそれを完全に無視し、結界を張り続けているようだ。

			「迷宮封印は、レイフォード家に与えられた命です。父と母がいなくなった以上、私が領を守らなければなりません！」

			　心細いだろうに、カレンは気丈にそう言った。

			　……ガッシュにそっくりだな。

			　彼に似て、カレンが領民のことを大事に想っているのが伝わってくる。

			「しかし……そのオリヴィアっていう女は、なぜそんな無茶苦茶なことをしだしたのだろうな？」

			「……心当たりは、あります」

			　カレンは目を瞑(つぶ)り、感情を抑えるように言った。

			「カレン様……！」

			　メアリが何かを言おうとするが、カレンは首を振って言葉を続けた。

			「伊織様達は、もう気付いておられると思いますが……私は混ざり者です」

			「そうだな。魔力の質から、ただの人間ではないとは、最初から気付いていた」

			「流石ですねっ……。その、オリヴィアさんは、人間以外の種族を酷く嫌っているようで。……それで、目を付けられたのではないかと」

			　ガッシュとカレンに魔族の血が流れているのに加えて、レイフォード領には亜人や混ざり者がかなりの数、暮らしている。

			　魔王軍によって住む場所を失った者をガッシュが受け入れたのだという。

			　以前、オリヴィアは亜人や混ざり者を『汚らわしい家畜』と言っていた。それはカレンやガッシュ達が気に食わないからだ、というのも考えられない話ではない。

			　他にも何か理由があるかもしれないが、それは身動きを封じ、拷(ごう)問(もん)しながらジックリと聞き出せばいい。

			「まったく……今度の相手もまた、ロクでもない奴のようだな」

			「そもそも、ロクな奴がいた例がないしな」

			　会話しながら、夕食をいただいた。

			　出された料理を、エルフィはガツガツと平らげている。

			　元魔王なだけあってマナーはできているが、食べる速度が早過ぎる。

			「ふふ」

			　王国の貴族だったら、食事のマナーがどうだとか、平民と一緒に食えるか、などと言い出すだろうが、カレンは何も言ってこなかった。それどころか、嬉しそうに微笑んでいる。

			　後ろに控えているメアリは、無言で俺達を睨みつけているが。

			「……先ほどの、書簡の話ですが。明日、帝都へ向かわなければいけません。依頼したばかりで申しわけありません」

			　帝都、か。

			「もしよろしければ、俺達も帝都へ連れて行ってもらえませんか？」

			　ここまでの話では、オリヴィアはカレンにも狙いを定めているようだ。

			　カレンとともに行動すれば、あの女の動向を掴めるかもしれない。

			「もちろん、構いませんよ」

			　図々しいお願いではあったが、カレンは笑顔で了承してくれた。

			　ただ連れて行ってもらうだけではなんなので、俺は護衛として付いて行くと提案した。

			　カレンは「是非お願いしますっ！」と頷いた。

			「お二人がいれば、百人力ですね！」

			「そこまでではありませんよ」

			「ご謙遜を！　Ａランクの冒険者の力がどれくらい凄いかは、私も知っていますっ。あ、そうだ！」

			　カレンがメアリへ視線を向ける。

			「メアリも結構強いんですよ？　メアリから見て、お二人はどれくらい強いんですかっ？」

			「……私とは比べ物にならないほど、強いかと」

			　どこか悔しそうに、メアリが答えた。

			　身のこなしからして、この女性には武術の心得があるのだろう。

			　ただの従者ではなく、ボディガードを兼ねているのかもしれない。

			「メアリがそんなふうに言うなんて！　やっぱり、お二人はとても強いのですねっ!!」

			「カレン様。食事中です。声量をお下げください」

			「はいっ!!」

			「…………」

			　そんなやり取りをしながら、夕食をいただいた。

			　その後、浴場を借りて汗を洗い流し、俺達はそれぞれの部屋へ向かった。

			　部屋に来る前に聞いた話では、オリヴィアは帝国を襲撃してきた魔物を退治したことで、貴族になったらしい。

			　帝国は実力重視の国だ。

			　当初は亜人や混ざり者を排斥していたが、かつて皇帝が病にかかって死にかけた時に、亜人だか混ざり者だかが、その病気を治してみせたことによって、それ以来、亜人も混ざり者も受け入れている。

			　人間でも亜人でも半魔でも、結果を残せば認められる国なのだ。

			　……とはいえ、差別意識は消えてないみたいだけどな。

			　今は軍を抜け、貴族としてエリエスティール領に引きこもっているらしい。

			「……どうやって復(ふく)讐(しゆう)するか、今のうちに考えておくか」

			　明日の帝都で、何か役立つ物が見つかるかもしれないからな。

			　そんなことを考えながら、俺は眠りについた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日、朝一番で馬車に乗って帝都へ出発した。

			　馬車に乗っているのはカレンと従者のメアリ、そして俺達だ。

			　護衛も引き受けていたが、行きでは魔物に遭(そう)遇(ぐう)することはなかった。

			「着きましたっ！」

			　屋敷を出てから数時間で、帝都に到着した。

			　グランシルク帝国、帝都ヴァンデル。

			　帝都は頑強な城壁で覆われており、城郭都市とも呼ばれている。

			　三十年前の戦いでも、この城壁の存在は大きかったな。

			　帝都への入口である城門は門番によって守られているが、カレンのお陰ですんなりと中に入ることができた。

			　門を潜った先にある帝都は、温泉都市以上に栄えていた。

			　魔術研究が盛んというだけあって、至るところに明かりを灯す魔力付与品(マジツクアイテム)や、結界が設置されている。

			　維持するだけで、かなりのコストがかかっているだろうな。

			「ほう……」

			　エルフィも感心したようで、その光景を見て吐息をこぼした。

			　やはり、こいつも魔術には興味があるらしい。

			「あ！　伊織、伊織！　あそこに美味そうなパンが売っているぞ。魚の卵を挟んだものらしいぞ！」

			「ああ、そうだよな」

			　お前が見るのは、いつもそっちだよな。

			「まず、帝城へ向かいましょうっ！」

			　メアリは反対していたが、俺とエルフィも付き人として帝城へ入れてもらえるようだ。

			　国王とか皇帝とか、旅の途中に何度も謁(えつ)見(けん)した経験があるが、付き人として行くのは初めてだな。

			　エルフィは早速、明太子フランスパン的なモノを買ってバクバクと食べている。

			「……エルフィ。服が汚れてる」

			「む」

			　ボロボロとパンくずをこぼすから、服についたそれをぱっぱと払ってやる。

			「ふふ。伊織様とエルフィ様は、まるで兄妹みたいですね。伊織様がお兄さんで、エルフィ様は妹さんです」

			　その様子を見て、カレンが笑みを零(こぼ)す。

			「な、逆ならともかく、私が妹だと!?」

			「ふふ、そうです。でも、実際は兄妹、ではないんですよね？」

			「ええ。こいつと俺は縁があって一緒に旅しているだけで、血の繋がりはないですね。一緒に行動するようになったのも、つい最近で」

			「まあ、そうなんですか？　とても仲が良く見えたので、長い付き合いなのかと思っていました」

			　私は妹などではない、と言いながらもエルフィはパンくずをポロポロこぼしている。

			　こいつ、実年齢は絶対、俺より上だろうけどな。

			　なんでこんなに残念なんだろう。

			「カレン様、そろそろ帝城です」

			「……そうですね」

			　そうこうしているうちに、帝城へと辿り着いた。

			　魔術に強い素材で作られた、白金の城だ。

			　城壁と同じように、防御の魔術が刻まれているため、上級の魔術をぶっ放してもびくともしないだろう。王城にも引けを取らない荘厳さだ。

			「ふ……私の城とは比べるまでもないな。……あっ！」

			　勝ち誇るエルフィの手からパンを取り上げ、袋に入れてからポーチにしまう。

			　城の中でポロポロとパンくずをこぼされたら、たまったもんじゃないからな。

			　流石に分かっているとは思うが、念のためだ。

			　……いや、多分分かってないだろうな。

			「カレン・レイフォードです」

			　城の入口で、カレンが兵士に名乗った。

			　レイフォード家の家紋と、皇帝から届いた書簡を見せるとすんなり入城許可が下りる。

			「そちらの方達は？」

			「私の付き人です。彼らにも入城許可をいただけますか？」

			「はい、大丈夫です。ですが、武器はすべて預からせていただきますね」

			　兵士から身体検査を受け、武器や魔力反応があるものはすべて渡した。

			　トラブルがあると怖いので、値打ちのある物はあらかじめポーチにしまってある。

			　エルフィも正体を隠す指輪を嵌(は)めているが、検魔眼クラスのチェックにかけないと見分けがつかないようになっているようだ。

			　指輪のことを悟られることなく、城に入ることができた。

			　案内を受け、俺達は城の中を進んでいく。謁(えつ)見(けん)の間の扉の前まで来て、俺達とメアリは足止めを食らった。

			　ここから先は、皇帝の許可が下りていなければ入ることができないのだ。

			「では、行ってきます。メアリとお二人はそこで待っていてください」

			「はい、分かりました」

			「いってらっしゃいませ、カレン様」

			　そう言うと、カレンは謁(えつ)見(けん)の間の扉の方へと歩いて行った。

			　残った俺達は、待合室で待機することになる。

			　部屋の外には見張りがいるので、自由に歩き回ることはできない。

			「…………」

			　部屋に入ってから、メアリは黙りこくっている。

			　相変わらず、不機嫌そうだ。話しかけてみたが、返事もない。

			（伊織……この女はなんなのだ）

			（知らん）

			　エルフィは嫌そうな顔で、メアリを見ている。

			　俺は柔らかなソファにもたれかかり、天井のシャンデリアを見ながらあることを考えていた。

			　内容は、今回の一件についてだ。

			　といっても、もうおおよその予想はついているのだが。

			　あくまで予想の域だが、あの女ならこれくらいはやりそうだからな。

			　後はその確証を得るだけだ。

			「なぁ、ここに来る途中に変わったポーションが売ってたよな」

			「ああ。あの治癒効果が持続するやつだろう？　あれがどうかしたのか？」

			「いや、帰りにいくつか買っておこうと思ってさ」

			「ふむ……？　それより、もっと美味しい物を買わないか？」

			「勝手に買ってこい」

			　純粋に役立つというのもあるが、俺はそのポーションにある使い道を思いついた。

			　これを使えば、面白いことができそうだ。

			　そうこうしているうちに、カレンが帰ってきた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戻ってきたカレンの顔色は悪かった。

			　蒼白で、相当なショックを受けているのが分かる。

			「カレン様、どうなされたのですか!?」

			「……レイフォードは……迷宮封印の命を、解かれました」

			　震える声で、カレンは謁(えつ)見(けん)の間であったことを語った。

			　皇帝直々に、レイフォード家の迷宮封印の解任を言いつけられたようだ。

			　レイフォード家の代わりに、オリヴィアに迷宮封印の命が与えられたという。

			「……『要石』も、オリヴィア様に譲渡せよとのことでした」

			「そんな……」

			　母を失い、父親が失踪し、残った自分が領地を守らなければと、カレンは気丈に振る舞っていた。

			　だが、今回の件は流石にキツかったのだろう。顔は青白く、体も震えている。

			「大丈夫ですか？」

			「だ、大丈夫、です。それより、帝城から出ましょう。もう、用事は終わりましたから」

			　覚(おぼ)束(つか)ない足取りで、カレンが部屋から出て行く。かける言葉が見つからず、俺達は無言で彼女に続いた。

			　メアリはカレンの少し後ろで、難しい顔をしている。

			「あらあら、そこにいるのはカレンさんではありませんか」

			　部屋を出て、少し歩いた時だ。

			　後ろから、カレンを呼ぶ声があった。

			　その声には、聞き覚えがある。

			「……お出ましのようだな」

			　立っていたのは、長い茜(あかね)色の髪を縦巻きロールにした女性だった。

			　華美な装飾の施された、オレンジ色のドレスを身に着けている。街中ですれ違えば、思わず目で追ってしまうほどの容姿だ。

			　二十半ばのその容姿に息を飲む。

		

	
		
			[image: p_231.jpg]
		

	
		
			「……ッ」

			　オリヴィア・エリエスティール。

			　三十年ぶりに見る裏切り者の容姿は、どういうわけかあの頃と一切変わっていなかった。

			「御機嫌よう、迷宮封印の命を解かれた気分はいかがですか？」

			「……オリヴィア……様」

			「これで名実ともに、迷宮封印は私(わたくし)の仕事になったわけですね。いやぁ、流石陛下ですわね。物事を分かっていらっしゃる」

			「……それ……は」

			「貴方のような混ざり者に封印を任せて、これ以上私(わたくし)の領民に被害が出ては、たまったものじゃありませんわ」

			　勝ち誇ったオリヴィアの言葉に、カレンがブルブルと体を震わせる。

			「まあ、当然の結果ですわね。領主サマも、無責任に失踪してしまっていますし？　一体全体、貴方のお父様はどこにいらっしゃるんでしょうねぇ？」

			　悪意を剥(む)き出しにして、オリヴィアが嗤(わら)う。

			　アマツとして話した時とはまるで別人だ。こっちがこいつの本性だな。

			「迷宮をちゃんと封印していなかった罰が当たったのかもしれませんわねぇ！　混ざり者で、無責任で、与えられた命もロクに果たせない！　当然の結果だとは思いませんか、カレン・レイフォードさぁん？」

			「貴様ッ！」

			「メアリ……良いんです」

			「しかし!!」

			　真っ青な顔のまま、カレンはその場から走り去ってしまった。

			　悔し気な表情を浮かべ、メアリはその後を追って行く。

			「あらあら、図星を突かれて逃げて行ってしまいましたか」

			　そんなカレンの後ろ姿を見ながら、オリヴィアは笑う。

			「…………」

			「あら、貴方達は」

			　そこで初めて、オリヴィアはこちらに視線を向けた。

			「冒険者ですか？　粗雑な余所者をつれて歩くなんて、ろくな従者もいないんでしょうねえ。ま、あの薄汚い混ざり者には相応しいですわね」

			　俺の正体には気付かず、オリヴィアはそう罵(ののし)ってくる。

			「行くぞ、伊織」

			「ああ」

			「あらあら、無視ですか？　礼儀がなってませんわね」

			　言葉を交わす価値がない。

			　お前が口にしていいのは、謝罪と後悔、苦痛に歪(ゆが)んだ断末魔だけだ。

			　背を向け、俺達はカレンを追った。

		

	
		
			第十五話　『牙剥く悪意』

			　

			　走り去ったカレンには、すぐに追いついた。

			　出口の手前で、メアリとともに待っていたからだ。

			「……取り乱してしまって、申し訳ありません」

			　こちらに気付き、カレンは青い顔のまま頭を下げてきた。

			　長い金髪が力なく揺れる。

			「大丈夫です。気にしないでください」

			「うむ。腹が減ったから、早く城の外に出たかったしな。むしろありがたいくらいだ」

			「お前は、さっきいっぱいパン食ってただろうが」

			　赤くなった目元を擦り、カレンが俺達のやり取りにクスリと笑う。

			　強がっているのが分かる、痛々しい笑みだ。

			「エルフィ様もお腹が減っているようですし、帝都で軽く昼食を取ってから、帰りましょうか」

			　気丈に振る舞うカレンに頷き、武器と荷物を受け取ってから、俺達は帝城を後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから二時間後。

			　昼食を取り、役立ちそうな物を購入した俺達は帝都を発った。城門が遠のいていく。

			「エルフィ。オリヴィアのことだが……気付いたか？」

			「無論だ。小狡いようだが、頭の方はそれほど良くないらしいな」

			　やはり気付いていたか。

			「一連の出来事とお前の話を聞いていれば、嫌でも予想はつく。あの女との会話でも情報を得ることができたしな」

			「となれば、後は尻尾を掴むだけか」

			　あいつの屋敷に直接乗り込んでもいいが、その前に一つだけ懸念事項を潰しておく必要がある。

			　それさえ済めば、どうにでもできる。

			「…………」

			　俺はカレンへ視線を向けた。

			　時間が経ったことで、多少は落ち着いたようだ。

			　外見からすると、カレンはまだ二十になったばかりといったところだろう。

			　辛いだろうに、あれから平静を保っている。

			　当主代理で帝都に呼ばれ、それまで与えられていた重要な役割を取り上げられたばかりだというのに。

			　視線に気付いたのか、カレンが俯いたまま口を開いた。

			「依頼したばかりだというのに、お見苦しいところばかりを見せてしまいましたね。申し訳ありません……っ」

			「気にしなくていいですよ。こいつなんか、常に見苦しいですし」

			「おい、解せんぞ伊織」

			　一瞬だけ笑みを浮かべ、再びカレンは表情に影を落とす。

			　そして自嘲するような表情で口を開きかけたところを、俺は遮(さえぎ)った。

			「あの女の言葉を真に受けないでください」

			「え……？」

			　ガッシュの面影を残す顔に、驚きの色が浮かぶ。

			「ガッシュは……ガッシュさんは、無責任なんかじゃない。戦いが苦手なのに、困っている人を放っておくことができない優しい人でした」

			「……伊織様」

			「あの女に悪しざまに言われる筋合いなんてないし、それを気にする必要もないんです」

			　他人を利用することしか、食い物にすることしか考えていない女が、ガッシュを馬鹿にする資格なんてない。

			「だからカレンさんは気にせず、領地のことを考えて待っていてください。今回の件は依頼通り、俺達が解決しますから」

			　赤い瞳を丸くして、カレンがこちらを見ている。

			「……よし!!」

			　数秒の間を置いて、彼女は両頬を手の平で叩くと、

			「そうですね！　私は、今の私にできることを精一杯やります!!」

			　頬に血色を取り戻したカレンが、力強く頷いた。

			「ありがとうございます。……伊織様は優しいのですね」

			「本当のことを言っただけですから」

			　ガッシュと同じで、この人は強い。

			　だが――。

			「……いや」

			　頭を振って、その先は考えないようにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから数時間後。

			　俺達はレイフォード領へ帰ってきた。

			　すっかり日が暮れてしまっており、虫の鳴き声が聞こえている。

			　夕食後、カレンは書類の整理のために自室に行った。

			　俺とエルフィも自室で荷物の整理やこれからのことを話し合った後、ガッシュの書物庫で読書に勤しんでいる。

			　求めているような情報はなかったが、〝英雄アマツ〟に関する本が多かった。

			　俺がいなくなってから、ガッシュは何をしていたのだろうか？

			「暗くありませんか？」

			　本を読んでいると、使用人の一人が灯りを付ける魔力付与品マジックアイテムを持ってきてくれた。

			「旦那様は、本を集めるのが好きなお方でした」

			「そうなんですか？」

			「はい。カレン様にオススメの本を渡しては、『つまらないですっ！』と突き返されていまして。ですので、本を読んでくれる人がいて、旦那様もお喜びになるでしょう」

			　ジャンと名乗った男性の使用人が、懐かしむように目を細めた。

			　本を突き返されて落ちこむガッシュの姿が、想像できる。

			「……そうだ」

			　ふと、気になったことを尋ねてみた。

			「この辺りに、ラームの村ってありますよね？　今、どうなっていますか？」

			　帝国に来た時にお世話になった村の一つだ。行くつもりはないが、どうなっているのかが気になった。

			「それは……」

			　使用人は顔を曇らせてから――。

			「もう三十年近く前に、魔族によって滅ぼされてしまいました」

			　そう答えた。

			「そう……なんですか」

			「その場にいた全員が惨殺されていまして……旦那様も嘆いておられました」

			「じゃあ……」

			　世話になった村の名前をいくつか口にする。

			　その度に使用人は首を振り、魔族によって滅ぼされたのだと言った。

			「……ありがとう、ございました」

			「いえ……。そろそろ失礼します。何かありましたら、お呼びください」

			　使用人は気まずそうな顔をして、部屋から出て行った。

			　埃っぽい書斎にいるのは、再び俺とエルフィだけになった。

			「……大丈夫か、伊織？」

			「気にしてないさ。流されて甘い理想を抱いていた頃の話だからな」

			　もう、三十年も前のことだしな。

			「流されて……？」

			「ああ」

			　ラーム村をはじめ、たくさんの村を見た。

			　戦争によって被害を受け、苦しんでいる人がたくさんいた。

			　そんな人達を見捨てられないと、自分の身を犠牲にしながら戦っていたルシフィナに俺は憧れたのだ。

			「俺はそういう演技をしていたルシフィナにまんまと乗せられて、世界を救うだとか、平和だとか、叫んでいただけなんだ」

			　結局、勇者の力を得ても、俺は俺のままだったということだ。

			「……そろそろ部屋に戻るか」

			　愉快な気分ではないが、今さら気にするようなことじゃない。

			　今は復(ふく)讐(しゆう)の方がよほど大事なのだから、気を取られている余裕もないしな。

			　そう言って、立ち上がった時だ。

			「――本当にそうか？」

			　静かな、エルフィの問い。

			　その真っ直ぐな視線に、一瞬だけ体が強張った。

			「……そうだよ。俺が英雄だなんだと言い出したのは、仲間達に影響されたからなんだからな」

			　流されて生きてきて、流されて戦って、流されて理想を抱いて。俺は流されてばかりだ。

			　だから、流されず、自分で決めようと誓ったのだ。

			　俺は絶対に、復(ふく)讐(しゆう)を成し遂げてみせると。

			「……そうか」

			　何か引っかかるような反応を見せながら、エルフィも立ち上がった。

			　パンパンと服を叩き、埃(ほこり)を落とす。

			「…………」

			　灯りを消し、俺達は部屋の外へ出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「伊織様、エルフィ様」

			「……！」

			　部屋を出ると、すぐ外にメアリが立っていた。

			　聞かれていたか、と警戒するが、その素振りはない。

			「……申し訳ありませんでした」

			　それどころか、顔を合わせるなり、頭を下げられた。

			「急に、どうしたんですか？」

			「森で魔物から助けてもらった時から、ずっと失礼な態度を取っていたことです」

			　驚いている俺達に向けて、メアリは語った。

			「……馬車の中で、カレン様を慰めてくれて、本当にありがとうございました」

			「いえ……」

			「本当は……私がカレン様にお声をかけねばならなかったのですが……」

			　悔いるように、メアリが拳を握る。

			　メアリはゆっくりと顔を上げると、真剣な表情で言った。

			「オリヴィア・エリエスティールは危険です」

			「危険、とは？」

			　迷宮を占拠する以前から、彼女は何かとガッシュに嫌がらせを行っていたという。

			　悪評を流したり、使用人を買収しようとしたりと、いろいろしていたようだ。

			「以前、私の前にも現れ、自分に従うように言ってきたことがあります」

			　その一件以来、メアリはカレンに近づく者全員を警戒していた。オリヴィアに雇われているかもしれない、と考えたかららしい。

			　ガッシュが行方不明になってから、より一層、メアリはカレンを守るために気を張っていた。

			　だから、俺達のことも強く警戒していたらしい。

			　恩を売って、レイフォード家から何かを奪おうとしているのではないかと。

			「だから、ずっと俺達を警戒していたんですか」

			「はい……。失礼な態度、誠に申し訳ありませんでした」

			　再度、メアリが頭を下げてきた。

			「それは、もう気にしてませんよ」

			「……お願いです。どうか、メアリ様とガッシュ様を助けてあげてください」

			　縋(すが)るように、メアリは俺達に懇願してきた。

			「メアリ様も、ガッシュ様も、お優しい方なんです……」

			　そんな二人を、どうにか救ってあげて欲しいと。

			「……できる限りのことはします」

			　安請け合いするわけにはいかない。

			　だが、依頼を受けた以上はできることはしよう。

			　報酬もあるしな。

			「ありがとうございます……」

			　深々と、メアリが頭を下げてくる。

			　さっきから、頭を下げてばかりだな。

			「カレン様が、お二人をお呼びになっております。来ていただけませんか？」

			「何かあったんですか？」

			「カレン様は、お二人に説明をしたいと仰っていました」

			「説明？」

			　エルフィが首を傾げると、メアリが頷いた。

			「――ガッシュ様が失踪なされた日のことについてです」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　依頼された日に一通りの説明は受けていた。

			　しかし、情報が増えるのに越したことはない。

			　メアリに案内され、カレンがいる部屋へ向かった。

			　夕食を摂った広い部屋だ。

			「お呼びしてしまって、申し訳ありません」

			　案内を終えると、メアリは部屋から出ていった。

			　それからカレンに促され、席についた。

			「ガッシュさんが失踪した時についての詳しい状況、でしたよね」

			「はい」

			　夜だからか、流石にカレンも声量を抑えているようだ。

			　カレンは改めて当時の状況について語った。

			　

			　ガッシュは結界の様子を確かめに行って、そのまま失踪した。

			　その時に数人の使用人を連れて行ったようだが、誰もガッシュが消えたことに気付かなかったという。

			　迷宮の中に入ってしまったのでは、という意見も出たが、結界を解かなければ迷宮には入れない。

			　迷宮の結界を解いた形跡は、どこにもなかった。

			　結界が張られていても、迷宮には領民も近寄らない。ガッシュ達の姿を見た領民はいなかったようだ。

			「ガッシュさんは、迷宮ではないどこかにいる、ということになりますね？」

			「……領内はくまなく捜したのですが、どこにも見つかりませんでした」

			　ガッシュはどこにいるのか？　一体、どうやって姿を消したのか？

			　謎はこんなところだろうか。

			「その時に、お父様と一緒に――」

			　ブチンッと、唐突に部屋の灯りが消えた。

			　それまで照らされていた部屋が、唐突に闇に覆われる。

			「……魔力切れでしょうか？」

			　そう呟き、カレンが席を立つと同時。

			「――エルフィッ」

			「ああ！」

			　カレン目がけて突撃したその気配を、俺とエルフィが同時に迎え撃った。

			　懐にしまっておいたナイフを投(とう)擲(てき)すると、刃が肉に突き刺さった音が響く。

			　それと同時に、別方向へエルフィが魔眼を撃ち込んだ。

			『ギャッ！』

			　魔眼を喰らった何かが、力尽きて地面に落ちる音が聞こえた。

			　こちらも連続でナイフを打ち込み、相手の動きを封じる。

			「何事ですかっ!?」

			　それから数秒の間が開き、部屋にメアリが飛び込んできた。

			　手に灯りを持っており、それで闇に覆われていた部屋が照らされる。

			「……ひっ」

			　部屋の中には、二匹の大蛇が転がっていた。

			　紫色の表皮に斑(まだら)模(も)様(よう)の浮かんだ、人一人を容易に飲み込むことができるサイズの蛇だ。

			「……〝酸撃大蛇(アシツド・スネーク)〟か」

			　酸撃大蛇は、鉄すらドロドロに溶かす胃液を吐き出す危険な魔物だ。

			　帝国内に生息しているが、この近くには存在していないはずなのだが……。

			「あ、危ないところでした……。一体、どうしてこんな魔物が……」

			　カレンは顔を青くして腰を抜かしている。

			　メアリも同じような表情だ。

			「……決まりだな、伊織」

			「ああ」

			　最初から予想はしていたが、これで可能性がグッと高くなった。

			　恐らく、オリヴィア・エリエスティールは魔物を操れる。

			　そしてもう一つ。

			　――この屋敷の中に、オリヴィアに通じている者がいる。

		

	
		
			第十六話　『カレン様のために』

			　

			　魔物の襲撃があってからすぐ、屋敷周辺にはカレンによって結界が張られた。

			　これで魔物は容易には屋敷に踏み入れることはできず、また襲撃があればすぐに魔物の存在に気付くことができる。

			　警戒は解かず、とりあえずその日はそれぞれの部屋へ戻ることになった。

			　屋敷内の人間が寝静まり、静寂に包まれた頃。気配を殺したまま玄関の扉を開き、屋敷の外に出る人影があった。

			　皺(しわ)のない清潔なスーツを身に纏(まと)った女性だ。

			　蒼(そう)銀(ぎん)の髪は乱れがないよう、整えられている。

			　その女性はレイフォード家の従者――メアリ・ベルモンドだ。

			「……」

			　従者として仕えるうちに身に付けた足音を立てない歩行法で、メアリは人目を避けるようにして、静かに屋敷から離れていく。

			　なぜ、彼女が真夜中に屋敷を離れるかというと、それは偏(ひとえ)に『カレン様を守るため』である。

			　もう十年近くも前、メアリは近くの村で従者として働いていた。屋敷の主人はやや傲慢だったが、金払いは良く、生活には困らなかった。

			　家族や友人と仲良く過ごし、絵に描いたような平和な日常が続いていた。

			　だが、それはある日、突然に崩壊した。

			　魔王軍の襲撃によって、メアリが暮らしていた村は壊滅した。

			　メアリだけは命からがら逃げ延びたが、家族も友人も家も財産も、何もかもを失ってしまった。

			　そんな時、行く宛もなく、ただ野垂れ死ぬのを待つだけだったメアリを救ってくれたのが、ガッシュ・レイフォードだ。

			　ガッシュは住む場所も仕事もないメアリに、従者をやっていた経験を活かして、屋敷で住み込みで働くように言ってくれたのだ。

			　今、メアリがこうして生きていられるのは、ガッシュに拾ってもらえたからだ。

			　その時から、メアリは心に決めた。この身はレイフォード家のために使うのだと。

			　ここ最近続いている結界騒ぎのせいで、屋敷に残っているのはカレンだけになってしまった。自分を拾ってくれたガッシュも、優しく接してくれた奥方もいない。

			　だから、自分がカレンを守らなければならない。

			　何をどうやっているのかは分からないが、この騒ぎにオリヴィア・エリエスティールが関わっていることは間違いない。

			　今日の魔物の襲撃にも、あの女が関わっているはずだ。

			　自分だけでは力不足だが、いかなる手を使ってでも、『カレン様を守る』。

			　そのために、メアリは屋敷を離れ、歩いていた。

			　レイフォード領の外れには、滅多に人が近寄らない小さな森がある。その奥には天然の洞(どう)窟(くつ)があり、中には〝転移陣〟が張られている。

			　これを使用することで、一瞬でオリヴィアの屋敷へ飛ぶことができるのだ。

			（……？　なぜ、私はそんなことを知っている？）

			　ふと、メアリは自分がそれを知っていることに疑問を覚えた。

			　本来なら、どうあっても自分には知り得ることのない情報だ。

			（いや、それどころではない）

			　首を振り、今は関係ないと、その疑問を振り払う。

			『カレン様を守るために』、一刻も早くオリヴィアの屋敷に向かわなければならない。

			（カレン様を守るために、オリヴィアに屋敷の状況を報告しなくては）

			　魔物の襲撃が失敗したことを。カレンが未だ生きていることを。あの二人の冒険者が相当な手練れなことを。

			　すべて、オリヴィアに報告しなくてはならない。

			　――『カレン様を守るために』。

			　さわさわと夜風に木々の葉が揺れる。

			　空を雲が覆い、月は隠れてしまっていた。だが、森を歩くメアリの足取りに迷いはない。

			　こうして洞(どう)窟(くつ)を使うのは初めてではないからだ。

			　既に何回か、オリヴィアの下へ転移陣で向かっている。

			　そうして、メアリが森の奥の洞(どう)窟(くつ)の前に辿り着いた時だった。

			「……案の定、か」

			「……!?」

			　不意に、背後から男の声が響いた。慌てて振り返るが、声の主の姿を見つけることができない。

			　四方に広がっているのは、闇だけだ。

			　良くない状況だ。

			『カレン様を守るために』、誰にも見られてはいけないというのに。

			「……はぁ」

			　溜息とともに、視界に人が現れた。

			　それまで闇に溶けていたかのように、唐突に。

			「貴方は……伊織様？　どうしてここにいるのですか？」

			「……それは俺の台詞ですね」

			　闇から現れたのは、屋敷で眠りについているはずの天月伊織だった。

			　夜闇と見紛う黒髪に、鋭い黒目。

			　外見にはまだ幼さが残っているが、彼が放つ空気は明らかに子供のそれではない。

			　総身が震え、後退りしてしまう。

			「メアリさん。貴方はどこへ行こうとしているんですか？」

			「どこ……？　決まっています。私は……私は、どこに行こうとしている？」

			　口にした瞬間に、直前までの思考が霧(む)散(さん)してしまった。

			　おかしい。記憶に靄(もや)がかかっているかのようだ。

			「そんなことより、貴方こそなぜここに？」

			　溜息を吐いて、メアリは伊織に歩み寄る。

			「ひとまず、屋敷に帰りましょうか」

			「洞(どう)窟(くつ)の中に、入らなくてもいいんですか？」

			「――洞(どう)窟(くつ)？　なんのことですか？」

			　メアリは首を傾げる。

			　伊織が何を言っているのか理解できない。

			「とりあえず」

			　――『カレン様を守るために』。

			「――死んでください」

			　漆黒の少年に向かって、メアリは懐にしまっておいたナイフで斬りかかった。

			　洞(どう)窟(くつ)の存在がばれた以上、『カレン様を守るために』目撃者を殺さなければならない。

			『カレン様を守るために』、オリヴィアと繋がっていることが露見してはいけないのだ。

			　誰にもバレず、オリヴィアに屋敷のことを伝えなければいけない。『カレン様を守るために』。

			「どうしてこんなことをするんですか？」

			　伊織は軽々とナイフを躱(かわ)しながら、そんなことを尋ねてくる。

			『カレン様を守るために』、その後を追う。

			「決まっているでしょう」

			『カレン様を守るために』ナイフを振り下ろす。

			　躱(かわ)される。『カレン様を守るために』追撃する。

			「『カレン様を守るため』です」

			　そう、この身はレイフォード家のために使うと決めたのだから、『カレン様を守るために』目の前の男を殺さなければならない『カレン様を守るために』。

			（どうして、それがカレン様を守ることに繋がる……？）

			　またしても疑問が浮かぶが、『カレン様を守るために』思考を切り替える。

			　今は伊織をナイフで殺さなくてはならない、『カレン様を守るために』。

			『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』『カレン様を守るために』。

			「なるほど。これが、洗脳か」

			　静かに、だが憤(ふん)怒(ぬ)を滾(たぎ)らせた声色だった。

			　その直後に、メアリの後頭部に鈍い衝撃が走った。

			「……がッ!?」

			　脳裏に火花が散り、またしても思考が霧散する。

			　魔力付与品(マジツクアイテム)が魔力切れを起こすように、メアリの思考はぷっつりと途切れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　気を失ったメアリを抱えて屋敷へ戻ると、エルフィとカレンが待っていた。

			「どうだった……と聞くまでもないようだな」

			「メアリ……！」

			「大丈夫、気を失っているだけです」

			　カレンが安(あん)堵(ど)に胸を撫で下ろした。

			　ひとまず身柄を拘束し、メアリを部屋の中に軟禁しておく。

			　あれで洗脳が解けたか分からないから、念のためだ。

			「メアリさんが向かっていたのは、森の奥の洞(どう)窟(くつ)のようでした。中には転移陣があったので、恐らくはオリヴィアの屋敷に繋がっていると思います」

			　今回の件は、あの女が〝洗脳魔術〟を使用できることを念頭に置いておけば、大体の予想はついた。

			　まず、泥熊(マツド・グリズリー)の不自然な連携。

			　そして今回の酸撃大蛇(アシツド・スネーク)の襲撃。

			　領内で起きていた魔物の襲撃騒ぎ。

			　どれもカレンに不都合で、オリヴィアに都合の良い襲撃だ。

			　これらのことから、あの女が魔物を操ることができるのではないか、と予測が立てられる。

			　そして、帝城でオリヴィアに会った時だ。あの女は俺とエルフィを見て、『冒険者ですか』と言った。

			　俺達は帝城に入るためにカレンから服を借り、正装していたのにだ。オリヴィアが、俺達を一目見て冒険者と判断したのは、明らかにおかしい。

			　そのことから、あの女はなんらかの方法で俺達の情報を掴んでいるということが分かった。

			　その方法とは、洗脳魔術で屋敷内の人間を内通者にしているというものではないか、と俺は考えたのだ。

			　そう考えれば、ガッシュが失踪したことにも繋がってくる。

			　失踪したことに気付かなかったのではなく、忘れさせられている可能性が高い。

			　これはあくまで予想だ。当然、まったく別の可能性も考慮していた。

			　だが、メアリの尋常ではない様子を見る限り、この線で間違いないだろう。

			　今現在、念のためにメアリ以外の使用人も、部屋に結界を張って軟禁している。

			　エルフィは、俺が説明するまでもなく察していた。

			　そこは流石、と言えるだろう。やはり、鋭い。

			「そんな……っ。洗脳、だなんて……！」

			　カレンににも、そのことをあまりショックを与えないように伝えてある。

			　それでもカレンは涙を流し、同時に怒りで体を震わせていた。

			「これから俺達は、オリヴィアの屋敷へ乗り込みます。その時に、ガッシュさんの行方や、今回の件についての証拠を掴んできます。ですから、カレンさんは屋敷で待っていてください」

			「……いえ」

			　カレンは首を振って言った。

			「お願いします。私も、連れて行ってください」

			「……それは」

			「足手まといになることは承知しています。ですが……レイフォード家当主代理として、今回の件について、この目で見ておきたいのです」

			　母が死に、父や領民が何人も行方不明になっている。

			　だからこそ、自分の領地で何が起きているのかを、把(は)握(あく)しなければならないのだと、カレンは語った。

			「お願いします」

			「…………」

			　俺の話を聞いて、きっと覚悟ができたのだろう。

			　できて、しまったのだろう。

			　恐らくは、ガッシュは、もう。

			「……分かりました。ですが、条件があります」

			　その条件は、俺とエルフィの指示に従うこと。あの女が、無抵抗でやられるとは考えられない。

			　カレンが人質に取られたりする展開は御免だ。

			　それに、俺はオリヴィアを殺す。身を守るために、と方便はつけたが、あの女に剣を振るうことは了承させた。

			「……それじゃあ、行きましょうか。あの女の下へ」

		

	
		
			第十七話　『腐り切った傲慢』

			　

			　エリエスティール領。

			　迷宮、そしてそれを封印する役目を持っていたレイフォード領に隣接した領地。

			　常に魔物が溢れ出す危険性があり、帝国貴族からは敬遠された土地だ。

			　領主の名はオリヴィア・エリエスティール。

			　帝国に襲撃を仕かけてきた魔王軍の撃退に一役買った功績を認められ、皇帝から貴族の地位と領地を賜(たまわ)った優秀な魔術師だ。

			　領地の運営にもそれなりの手腕を持っており、領民から目立った不満も出ていない。

			　そんな彼女が生家としているのは、領地の奥にある大きな屋敷だ。仕えている使用人はそれほど多くないが、隅々にまで掃除が行き届いている。

			　外装にも内装にも職人の意匠が施された、豪(ごう)華(か)絢(けん)爛(らん)な屋敷の中。オリヴィアの部屋には、封印と隠(いん)蔽(ぺい)が施された扉がある。

			　その奥に、本人しか存在を知らない地下室が続いていた。

			　

			　灯りによって煌々と照らされた地下室に一人、オリヴィア・エリエスティールはいた。

			　実際の年齡に反して、そこにいるのは見るからに二十代の女性だ。身体を魔術で弄(いじ)り、常に若々しい外見を保った彼女は著しく老化を遅らせている。

			　そのため、オリヴィアは外見上は歳を取っていないのだ。

			「さて……そろそろあの混ざり者が死んだという報告が来る頃ですわね」

			　椅子に腰かけ、実験のレポートを片手にオリヴィアは呟く。レイフォード家の従者には、魔物の襲撃を手引し、その結果を報告するように命令してある。

			　Ａランク冒険者にすら犠牲者を出すほどの強力な魔物を送り込んだのだ。今頃あの女達は、骨も残さず溶かされて死んでいる頃だろう。

			「用が済んだら、あのメアリとかいう従者も魔物の餌(えさ)にしてしまいましょうか」

			『カレン様のために。レイフォードのために』

			　そんなくだらないことを言って、メアリとかいう従者は自分に逆らってきた。

			　あの混ざり者に与(くみ)するような者には、生きている価値がない。

			　あのような混ざり者に擦(す)り寄る汚物は、存在するだけで吐き気がする。

			　気持ち悪い。混ざり者も亜人も魔族も、存在そのものが不快だ。

			　一匹残らず絶滅すればいいのに。

			「……来ましたか」

			　地下室内に設置しておいた転移陣が反応している。

			　報告のためにメアリが来たのだろう。

			　洗脳してある以上、オリヴィアには逆らえないようになっているが、念のため転移陣は牢屋の中に設置してある。

			　牢屋越しに報告を聞いたら、魔物の餌(えさ)にして処分しておくことにしよう。

			　レポートを仕舞い、オリヴィアが椅子から立ち上がった時だった。

			　屋敷を震わせるような、大きな爆発があった。

			「なんですの!?」

			　爆発が起こったのは、転移陣がある牢屋の方だ。

			　一体何が、とオリヴィアが身を固くするのと同時。

			「――邪魔するぞ」

			　牢屋へと続く扉が、勢い良く蹴破られた。

			　予期せぬ来訪者に目を剥いたオリヴィアの視界に入ってきたのは、漆黒の魔術服を身に纏(まと)った黒髪の少年だ。

			　メアリからの報告にあった、Ａランク冒険者。

			　そしてその後ろから、さらに二人の影が姿を現した。強烈な魔力の残(ざん)滓(し)を漂わせる、銀髪金眼の少女。

			　そして、

			「……あら。これはこれは」

			　金髪の女性――レイフォード家当主代理、カレン・レイフォードの姿があった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　洞(どう)窟(くつ)にあった転移陣を利用して転移すると、牢屋の中だった。

			　罠(わな)という感じではなく、牢屋にも特別な魔術はかけられていない。メアリが攻撃してこないよう、念のために牢屋の中に転移するように保険をかけていたというところだろう。

			　エルフィの魔眼で難なく牢を破壊し、外へ出る。

			　地下室のようで窓はなく、魔力付与品の灯りが設置されているだけだ。

			　そのまま人の気配がある方へ歩を進め、扉を蹴破る。

			　その先には、オリヴィア・エリエスティールの姿があった。

			「……あら。これはこれは」

			　呆気に取られた表情が、傲慢さと余裕を感じさせるモノへと変わる。

			「人の屋敷に勝手に忍び込むなんて、一体何を考えていますの？　流石は混ざり者。まさか、常識すら欠如しているとは思いませんでしたわ」

			「……ふざけないでください！　貴女のやったことは、既に分かっています」

			　オリヴィアの侮(ぶ)辱(じよく)の言葉を無視して、カレンが詰(きつ)問(もん)する。

			「やったこと？　さあ、まるで理解できませんわ」

			　だが、オリヴィアはわざとらしく首を傾げる。

			「――洗脳魔術。心当たりがないとは言わせません……！　貴女が魔物や人を操って悪事を働いていることは、もう分かっているんですっ!!」

			「……声が大きいですわよ、混ざり者」

			「っ」

			「ですが……あらあら」

			　頬に手を当て、嘲(ちよう)笑(しよう)を浮かべながら、オリヴィアは感心したような声を漏らした。

			　カレンから視線を外し、俺達の方へ向けてくる。

			「所詮は下賤な冒険者風情……と思っていましたが、予想外ですわ。そこの混ざり者に突き止められるとは思えませんし、貴方達がやったのでしょう？」

			「…………」

			「褒めて差し上げますわ」

			　自身の犯行を認めたオリヴィアだが、その表情に焦りはない。追い詰められている感じがまったくしない。

			　何か奥の手があるんだろうな。

			「……オリヴィアさん。私の父は、どうしたんですか……？」

			　震えた声で、カレンが問う。

			　それに対して、オリヴィアは「ああ」と今朝の朝食を思い出すかのような軽い声で、

			「――とっくに死んでますわ」

			　そう言った。

			「……っ」

			「もう骨も残らず、魔物が食べてしまいましたわ」

			「……そん、な」

			　カレンが力なく崩れ落ちた。

			　ガッシュの生存は絶望的だった。俺も、生きている可能性は低いと考えていた。

			　だが……。

			「ガッシュ……」

			　……クソが。

			　どうして、あんな優しい奴が殺されなきゃいけねえんだよ。

			「数人の従者を連れて人気のない迷宮に来たところを、魔物に襲わせましたわ。いろいろと利用できると踏んで屋敷に連れて来ましたが、魔物の餌(えさ)になる程度にしか役に立ちませんでしたわねぇ」

			　喜色を含んだ耳障りな声。その時に同行していたメアリを始めとした使用人を操って、屋敷に送り込んだのだろう。

			「洗脳して、都合の良いように使おうと考えていたのですが……まさか洗脳魔術を自力で解いてしまうなんて。混ざり者の分際で忌(いま)々(いま)しい」

			　操り人形にできなかった。だから、魔物の餌(えさ)にしたのだと――オリヴィアは得意気に語る。

			　カレンは嗚(お)咽(えつ)を漏らし、震えている。

			「……行方不明になった領民は、どうしたのだ？」

			「ああ、大半は同じように魔物の餌(えさ)にして差し上げましたわ」

			　エルフィの問いに返ってきたのは、当然だと言いたげな言葉だった。

			　魔物を操って、レイフォード領と自分の領に被害を出させた。その罪をレイフォード家が張った結界のせいにして、迷宮を占拠する大義名分を作る。

			　その過程で、何人もの領民をこの地下室に攫(さら)ってきた。

			「洗脳の実験をしてから、魔物に食べてもらいました。ゴミを有効利用したのですから、感謝して欲しいものですわ」

			「どうして……そんなことを」

			「結果を出すためです」

			　両手を広げ、期待に胸を躍らすように、明るい口調でオリヴィアは語った。

			「洗脳魔術は禁術指定されていますが――その禁術で魔物を使役し、迷宮討伐を成し遂げたとしたら――どうなると思います？」

			　レイフォードを貶(おとし)め、迷宮を占拠したのは、迷宮の外へ出てくる魔物を捕らえるため。

			　そして、秘(ひ)密(みつ)裏(り)に迷宮を討伐するためだったのだと、オリヴィアは歌うように言う。

			「忌(いま)々(いま)しい英雄と、それに媚(こ)びへつらう国のせいで、私(わたくし)は不当な評価を受けてきました。ですから、迷宮討伐という華々しい結果を出して、私(わたくし)は、今度こそ正当な評価を受けるのですわ」

			「そんなことのために……お父様を……領民を犠牲にしたというのですか!?」

			「ええ。この実験が成功すれば、人間は魔王軍を打倒しうる力を手に入れることができる。そのための必要な犠牲ですわ」

			　それに、とオリヴィアは言った。

			「貴方達のような汚らわしい混ざり者や亜人が帝国の役に立てるのですから、むしろ感謝するというのが筋ではありませんの？　混ざり者と亜人は大人しく人間(わたくし)の食い物にでもなっていればいいのですわ」

			　この女は、三十年前と何も変わっていない。

			　身勝手な理論を並べ立て、自分のために他人を食い物にする。

			　それで苦しむ人を見ても、必要な犠牲だと嘲(あざ)笑(わら)う。

			「……反(へ)吐(ど)が出る」

			「そこの混ざり者に与(くみ)するような狂った人達に、理解してもらおうとは思っていませんわぁ」

			　ああ、もう、本当に、腐り切ってやがる。

			「それで？　格好良く扉を蹴破ってここに来たのは、私(わたくし)の話を聞くためですか？　満足しましたか？」

			「…………ッ」

			　カレンがゆっくりと立ち上がる。

			　涙を零(こぼ)し、体を震わせ、拳を握りしめて、オリヴィアを睨みつけながら。

			「……罪を」

			「はい？」

			「罪を償ってください」

			　カレンの口から出た言葉に驚いたのは、オリヴィアだけではなかった。

			「……カレンさん」

			　復(ふく)讐(しゆう)すると。

			　カレンは憎しみに任せて、オリヴィアを殺そうとするのではないかと思っていた。

			　だが、カレンは違った。

			「貴女は、許されないことを、しました。だから……罪を償って」

			「は、はは、あははははは!!　バッカですわねぇ、本当に！」

			　カレンの言葉を、オリヴィアは腹を抱えながら嘲(ちよう)笑(しよう)した。

			「罪を償うぅ？　私(わたくし)は帝国のためになることをしているのですわ。家畜を使い潰したところで、一体何の罪になると言うのですかぁ？」

			　――ああ。

			「まったく、父娘(おやこ)揃ってほんっとうに馬鹿ですわねえ！　ああ、そうそう。貴女のお父様が死んだ時の状況、教えて差し上げますわ！」

			　――俺の認識は甘かった。

			「洗脳魔術が効かないから魔物の餌(えさ)にすることに決めたのですけど、ただ殺すだけじゃつまらないでしょう？　だ・か・ら、ゆぅぅっくり、少しずぅつ、蟲型の魔物に体の肉を齧(かじ)ってもらいました」

			　――下(げ)種(す)な女だとは思っていたが。

			「最初は強がって叫ばないように堪えていたんですけど、半日も経たないうちに、『助けてくれ』『死にたくない』って無様に喚(わめ)いてましたわぁ。途中から、馬鹿の一つ覚えみたいに貴女や妻の名前を叫びだして、聞くに耐えませんでしたわぁ。『カレン～、カレン～』って無様過ぎて笑ってしまいました」

			　――ようやく理解した。

			「そ・れ・で、最後の方には段々『殺してくれ』って言うようになりました。傑作でしたわ！　だけど最初に『死にたくない』って言っていましたから、優しい私(わたくし)は少しでも長く生きられるように、魔物が肉を齧(かじ)るペースを遅くしてあげましたの」

			　――こいつは。

			「そうして、じぃぃぃっくり楽しんでもらった末に、あの男は骨も残らず、この世から消え去りました。貴女のお父様はちゃぁんと役に立って死ねたのですから、カレンさん、誇っていいですわよ！」

			　――骨の髄まで腐り切ってやがる。

			「あ、それから、もう気付いているとは思いますが、貴女の母親を魔物に襲わせたのも私(わたくし)です。領民を庇(かば)って、バカ面を晒(さら)したまま死んでしまいましたわ。その領民も、ちゃんと魔物の餌(えさ)にして差し上げました。だから、父親とは違って、母親の方は役立たずでしたわね」

			　

			「――もう、黙れ」

			　

			　吐き気がする。目の前にいるのが人間とは思えない。

			　気持ち悪い。聞くに堪えないどころの話じゃない。

			　これ以上は、駄目だ。

			　こいつは生かしておくべきじゃない。

			「ふむ。その話、誰に聞かせたかったんだ？」

			　エルフィの声。振り向けば、エルフィの腕にはカレンが抱かれていた。

			　意識を失っているらしい。

			「この娘にだったとしたら、聞いていない相手に一人でべらべらとご苦労なことだ。滑(こつ)稽(けい)だな」

			　エルフィが、カレンを気絶させてくれたらしい。

			　よくやってくれた。

			　こんな話は、聞かせるべきじゃない。

			「……あらあら、それは残念ですわ。もう少し、聞いて欲しい話があったのですが」

			「……黙れ」

			「何を怒っているのか分かりませんが、まあそろそろ私(わたくし)も眠いですし、早めに処分させていただきますわね」

			　オリヴィアが指を鳴らした。連続で扉が開く音がし、無数の足音が近づいてくる。

			「まさか、生きて帰れるとは思ってませんわよね？」

			〝泥熊(マツド・グリズリー)〟や〝酸撃大蛇(アシツド・スネーク)〟を始めとした、無数の魔物がオリヴィアを守るように姿を現した。

			　そして遅れて、巨大な個体がオリヴィアの背後に現れる。

			『オオォォ……』

			　それは龍種だった。

			　体中を覆う鱗(うろこ)の上からでも分かるほど、その龍種の筋肉は異様なまでに膨れ上がっていた。

			　首、肩、背中、腹部、至るところに無数の腕や眼球、口(こう)腔(くう)が存在する――醜悪な化物。

			「研究を重ね、迷宮討伐用に作った魔物――〝合成龍(キメラ・ドラゴン)〟ですわ。強靭な肉体に、すべてを焼き尽くす炎のブレス。Ａランク冒険者でも容易く殺す、私(わたくし)が誇る最強の手駒です」

			　合成龍の咆(ほう)哮(こう)とともに、全身から生えた腕がビクビクと痙(けい)攣(れん)する。無数の眼球が犇(ひし)めいて、一斉にこちらに向いた。

			「腐り切った女に相応しい、醜い化け物だな」

			「は、なんとでも」

			「エルフィ、カレンを頼む」

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀を抜き、前へ踏み出す。

			「……どうするつもりだ」

			「決まってる」

			　振り返ることなく答えた。

			　

			「――あの女を、地獄に落とすんだよ」

		

	
		
			第十八話　『人を食い物にしてきたのだから』

			　

			「みぃんな、魔物の餌(えさ)にして差し上げますわ。逃しませんわよ？」

			　オリヴィアが指を鳴らすと同時に、部屋全体に結界が張られた。

			　蹴破った扉の部分も結界に覆われ、転移陣までの通路が塞がれてしまっている。

			「さあ、お食事の時間です」

			　退路を断ったのと同時に、オリヴィアが号令を発した。

			　あの女の指揮下にある複数の魔物達が、唸り声も上げずに同時に動き始めた。

			　相変わらず、統率が取れている。

			　だが――それが効果を発揮するのは広い場所だ。

			　四方が壁に覆われた地下室では、行動の幅が大きく狭まる。図体の大きな魔物達では、いかに連携を取ろうとも、ここでは直線上に向かってくるしかない。

			「お前らに用はないんだよ」

			　魔物達の足元へ、魔石を投(とう)擲(てき)する。乾いた音を立てて落下した魔石を、魔物達は意にも介さなかった。

			　オリヴィアの指示に従って、獲物を仕留めることしか考えていないのだろう。

			　だから、通常の魔物なら容易く回避するはずの攻撃を喰らってしまう。

			「――〝壊魔(ブレイク・マジツク)〟」

			　魔石が爆ぜた。

			　向かってきた魔物達が爆炎に飲み込まれる。

			　オリヴィアが張った結界のお陰で、爆発で床や天井が崩壊することもない。

			「な、なんですの……!?」

			　突然の爆発に動揺するオリヴィアを無視し、魔物の群れへ突っ込む。

			「〝加速(アクセル)〟」

			　向かってきていた魔物の大半は、爆発によって足を失っていた。

			　それにも気付かずに、向かってくる俺に対処しようと体を持ち上げていた。

			「邪魔だ」

			　体の欠損によって動きの鈍くなった攻撃を躱(かわ)し、魔物の首を斬り落としていく。

			　痛みを感じていなくても、首がなくなれば動くことはできない。

			『オオォォォ！』

			　爆発で弱った魔物達は、仲間がやられていることを意にも介さず、ひたすらに突っ込んでくる。

			　そこを、片っ端から翡(ひ)翠(すい)の太刀で切断していった。

			　広い森では脅威だった一糸乱れぬ連携も、狭いこの場所では足を引っ張り合っている。

			　首のなくなった魔物を踏み越え、次の魔物へ体を向けた時だった。

			「――！」

			　俺が後退するのと同時に、先ほどまでいた場所に巨大な腕が落ちてきた。

			　そこにいた魔物が湿り気のある音を立て、地下室の染みになる。

			「…………」

			　後ろに控えていた合成龍(キメラ・ドラゴン)の一撃だ。魔物を踏み潰しながら、合成龍の巨体が前進してきている。

			「なるほど、なるほど。確かにＡランク冒険者というのは伊(だ)達(て)ではないようですわね。屋敷に送った魔物が撃退されたのも、頷けますわ」

			『キィィィィィィ!!』

			　合成龍の体の至るところにある縦線――歯らしき物が並ぶ口腔から、甲高い叫びがあがる。

			　グリグリと湿った音を立てて眼球が犇(ひし)めき、あちこちから突き出ている腕が一斉にこちらに向けられた。

			「貴方なら、合成龍(キメラ・ドラゴン)の試運転にはちょうどいいですわね」

			　伸縮するゴムのように、無数の腕が殺到する。

			　ステップを踏んで回避しながら、近付いてくる側から翡(ひ)翠(すい)の太刀で斬り落とす。

			　だが、あまりの数に対処しきれなくなり、後退せざるを得なくなる。

			「……鬱陶しいな」

			「あはははは！　貴方のようなちっぽけな冒険者が、合成龍を倒せるとでも思いましたかぁ？」

			　耳障りな嘲(ちよう)笑(しよう)が、巨体の後ろから聞こえてくる。

			　この龍に、随分な自信を持っているらしいな。

			「でも、気にすることはないですわよ。魔将を倒すために創り上げたのが、この合成龍なのですから」

			　合成龍の体中にある口腔が、パクパクと開閉を始めた。

			　口腔から周囲の魔力が吸い上げられ、合成龍の頭へと集まっていく。

			　裂けるほど開かれた口に、魔力で練り上げられた炎の球体が生み出された。

			「さぁ、そこのくっさい混ざり者に雇われたことを後悔して、無様に死になさい」

			　合成龍から、ブレスが放たれた。大量の魔力を含んだ、業火の一撃。

			　なるほど、確かに炎龍のブレスに匹敵する一撃だろう。

			「――だから？」

			　この程度が何だって言うんだよ。

			〝魔毀封殺(イル・アタラクシア)〟で威力を減退させる。

			　もちろん、それだけでは封殺には至らない。

			　――だが、それだけで十分だ。

			　身に纏(まと)っている魔術服『紅(ぐ)蓮(れん)の鎧(よろい)』を起動させた。

			　塗り潰すような漆黒――その上から、漣(さざなみ)のように紅(ぐ)蓮(れん)が広がっていく。通常時は漆黒、しかし魔力を込めることで、劫火の紋様が刻み込まれる。

			　――故に『紅(ぐ)蓮(れん)の鎧(よろい)』。

			「――――」

			　鉄すら焼き尽くすブレスが直撃する。

			　視界すべてを覆い尽くすような赤い炎――。

			　その炎の尽(ことごと)くを、『紅(ぐ)蓮(れん)の鎧(よろい)』は無効化して見せた。

			　地獄のような炎の中、俺は合成龍へ向かって走る。

			　ブレスを放っていることで、その巨体は無防備だ。

			「吹き飛べ」

			　魔力を吸うために大きく開いた口腔の中へ、魔石を突っ込んだ。

			　壊魔によって、合成龍の下腹部が吹き飛ぶ。

			「はぁ!?　な、何が」

			　胴体を大きく欠損した合成龍の上半身が、地面に落ちてくる。それでもなお動こうとする醜悪な化物に、

			「――失せろ」

			　壊魔を再び叩き込んだ。

			　下腹部に続き、合成龍の上半身が粉々に砕け散った。

			　肉片が飛び散り、腐敗臭が地下室に広がっていく。

			「あ、ぇ？」

			　残されたのは、無防備なオリヴィアただ一人。

			「待たせたな」

			　これで、ようやくお前に手が届く。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「え、え……？　何が……。私(わたくし)の合成龍(キメラ・ドラゴン)が、どうして？」

			　転がった肉塊の山に視線を向けるオリヴィア。狼(ろう)狽(ばい)したこの女に、それまでの余裕はない。

			「それで？　これで終わりか？」

			「っ……」

			　オリヴィアが後退る。主力の魔物はアレで終わりだったらしい。

			「わ、分かりましたわ。もう抵抗しません」

			　両手を上げ、オリヴィアが無抵抗のポーズを取る。媚(こ)びた笑みを浮かべながら、近付いて来た。

			「あっ」

			　その途中で、オリヴィアが躓(つまず)いた。ふらつき、こちらに倒れかかってきて、

			「私(わたくし)に傅(かしず)きなさい！」

			　オリヴィアの腕が、俺の額に押し付けられる。

			　同時に、頭の中へと魔力が流れ込んできた。

			　なるほど、これが洗脳魔術か。

			「は……馬鹿な男ですわね」

			「何がだ？」

			「は……!?」

			　目を剥いて、オリヴィアが飛び退いた。触れられた部分を拭う。

			　気持ち悪い。

			「ど、どうして……!?　私(わたくし)は確かに魔力を流したはず！」

			　洗脳魔術の仕組み自体は、三十年前にオリヴィア本人から聞いている。

			　脳に魔力を流し、精神を変容させるのだ。だったら、脳に辿り着く前に魔力を集中させて抵抗(レジスト)すればいい。

			「それで？　これで終わりか？」

			「ひ……」

			　同じ問いを投げかけると、オリヴィアが初めて怯えた表情を浮かべた。

			　だが、すぐに傲慢なものへと切り替わる。

			「は……っ！　私(わたくし)を捕らえて、皇帝陛下に報告するのでしょう？　好きにするといいですわ。この実験は、今の帝国に必要な物です。汚らわしい混ざり者達がいくら喚こうと、私(わたくし)の実験は必ず評価されるのですから!!」

			　帝国に引き渡す、か。

			　確かに、魔物を操れるとなれば、帝国もすぐにはこの女を処分することはないだろう。

			　認められるかはともかくとして、革新的な技術なのは確かだからだ。

			　だが、それはあくまで引き渡した場合の話だ。

			「安心しろ。そんなことはしない」

			「……え？」

			　オリヴィアの顔に疑問が浮かぶ。

			「まさか、私(わたくし)の技術を貴方に渡せと言うのですか？　ふざけないでください。私(わたくし)の技術は、貴方達のような下賤な猿に理解できるような物じゃありませんわ」

			「いや、違うさ」

			「それでは、一体私(わたくし)に何を――」

			　何か勘違いしているようだ。正しておいてやろう。

			「お前、まさか、生きて帰れるとは思ってないだろうな」

			「え……？」

			　その言葉に、オリヴィアが目を丸くする。何を言われているのか、分からないという表情だ。

			「それは、どういう……」

			「ここで、お前を殺すって言ってるんだよ」

			　意味を理解したらしい。

			　オリヴィアの顔が青ざめた。

			「は……はっ!?　他国の人間が……それも、一介の冒険者の分際で、帝国貴族たるこの私(わたくし)にそんなことをして、許されると思っているのですか!?」

			「許してもらう必要なんてねぇよ」

			　滑(こつ)稽(けい)だな。笑わせてくれる。

			「オリヴィア・エリエスティール。三十年前から、お前は何も進歩していないな」

			「三十……な、何を言って……」

			「三十年前に、お前は洗脳魔術で自分の部隊を全滅させているな？」

			「……どうして、それを」

			「そしてその後、〝英雄アマツ〟に洗脳魔術が認められるように、お前は口添えを求めた。しかし断られ、その結果、洗脳魔術は禁術指定されたんだ」

			　オリヴィアの表情が蒼白になっていくのが見える。

			「お前はその腹いせに、アマツの遺体を条件に、俺を裏切った」

			「うそ、うそ……」

			　いやいやと首を振るオリヴィアに、手の甲に刻まれた勇者の証を見せてやった。

			「三十年ぶりだな。オリヴィア・エリエスティール」

			　オリヴィアは蒼白な表情でガクガクと足を震わせて、過呼吸のように荒い息を繰り返していた。

			　現実を認めたくないと言うように、いやいやと何度も首を振っている。立っていられなくなったのか、地面にへたり込んでしまった。

			「帝国とか貴族とか関係ねえ。これは裏切られたことに対する、俺の復(ふく)讐(しゆう)だ。分かるか？　誰かに許してもらう必要なんてねぇんだよ」

			「あ…ぁぁ……。あなたは死んだはずですわ。そんな、うそ、うそですわ」

			　ようやく自分の置かれた状況を理解したらしい。

			　尻餅をついたまま、後ろに後退りする。

			「嘘じゃねえよ」

			　逃げようとするその足を、思い切り踏み砕いてやった。

			　骨の砕ける鈍い音が、地下室に響き渡る。

			「あ……あああああッ!?」

			　一瞬の間を置いて、オリヴィアが絶叫した。

			「エルフィ。こいつは俺が始末する。お前はカレンさんを連れて、屋敷に戻っておいてくれ」

			「了解した。後は頼んだぞ」

			　魔眼で結界を砕き、エルフィはカレンを抱いたまま地下室から出ていった。

			　これから起こることは、流石にカレンには見せられない。見せるべきじゃない。

			「ああぁ……。あしっ、私(わたくし)の足が……ぁ」

			　下に視線を戻せば、砕けた足を押さえて、オリヴィアが泣け叫びながら悶えていた。

			　もちろん、これで終わらせる気はない。こんなもので、終わらせてたまるかよ。

			　

			「それじゃあ、復(ふく)讐(しゆう)を始めようか」
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			◆　◆　◆

			　

			　悪あがきをしようとしたのか、オリヴィアが手を持ち上げる。

			　余計なことをされては困るので、両手両足の骨を砕いてやった。そのショックで失禁して気絶してしまったが、蹴り飛ばして目を覚まさせる。

			「これか」

			　どうやら、嵌(は)めていた指輪型の魔力付与品(マジツクアイテム)を使おうとしたらしい。

			　中にはオリヴィアの魔力が込められている。

			　複数の魔物の脳とラインを繋ぎ、洗脳を維持するための魔力付与品らしい。

			「アマツ様……ゆ、ゆるして」

			「黙れ」

			「ああァあッ！」

			　オリヴィアの長い髪を掴んで地面を引き摺る。そのまま、地下室にあるケージを見て回った。

			　どうやらこの中で魔物を飼育し、管理していたようだ。数は少ないが、何種類かの魔物が存在している。

			「……へえ」

			　その中に、指ほどの大きさのウジ虫が蠢(うごめ)いているケージがあった。

			　穴は深く、外に這い出ることができないようになっている。

			「〝歯蟲〟か」

			　人間の物に近い歯を有した、最下級の魔物だ。

			　歯を使って肉を食い千切ろうとしてくる凶暴な魔物だが、一匹一匹は非常に弱い。

			　群れていても、魔術を使えば一掃できる程度の力しかない。

			「…………」

			　ああ。良いことを思いついた。

			「わ……私(わたくし)は、裏切ってなどいません……アマツ様の勘違いです……！」

			　この期に及んで、オリヴィアはまだ言いわけをしている。

			「リューザスの記憶を『探りの金剣』で覗(のぞ)いた。その時にしっかり、お前の姿は見させてもらったよ」

			「っ……っ」

			　口をパクパクして、オリヴィアは震えている。

			「入れ」

			　歯蟲のケージを開き、その中にオリヴィアを蹴り入れる。

			　悲鳴を上げ、オリヴィアは歯蟲が蠢いている穴の中に転がり落ちた。

			　それから、すぐにケージの鍵を閉める。

			　洗脳が効いているようで、歯蟲達はオリヴィアを襲うことなく、ケージの隅へ逃げていった。

			「な……何をするのですか……」

			「言っただろ？　殺すんだよ」

			「ま……まさか」

			　俺のやろうとしていることに気付いたらしい。

			　オリヴィアの顔が蒼白を通り越して、土気色になっている。

			「待ってくださいっ！　許してください！　私(わたくし)はただ、認められたかっただけなのです！」

			「…………」

			「お願いします！　ゆ、許して……！　洗脳魔術の使い方も、この領地も全部渡します！　私(わたくし)の体を好きにしてもいいですから！　た、助けてくださいっ!!」

			　涙を浮かべ、オリヴィアが懇願してくる。

			「てめぇの体には微(み)塵(じん)の興味もないな。気持ち悪い」

			「っ……」

			「それに……ガッシュもお前にそう言ったんじゃないのか。死にたくない、助けてくれってさ」

			「え……？」

			「さっき、楽しそうに語ってただろ？　それをお前は最終的にどうしたんだったか」

			「あ……あ」

			　オリヴィアから没収した指輪を手に取る。魔物の洗脳を維持している魔力付与品(マジツクアイテム)だ。

			「待って……待ってッ！　いやぁ!!」

			　直後、俺はその指輪を砕いた。

			　指輪がなくなったことで、魔物達にかかっていた洗脳が一斉に解除される。

			　そうなれば、当然。

			「あ、ぁあああ!!」

			　中にいた歯蟲達は洗脳から解除され、目の前に現れたオリヴィア(くいもの)に飛びつく。

			　歯を剥き出しにして、魔物達が一斉にオリヴィアに飛びかかった。

			「や……やめなさい！　来ないで！　こ――!?　あ、あァあああああああッ」

			　歯蟲によって肉を食いちぎられたオリヴィアが絶叫する。

			「お前、言ってたよな。混ざり者と亜人は、大人しく人間(わたくし)の食い物にでもなっていればいい、とか」

			　三十年前から、ずっと。

			「散々、色んな人を食い物にしてきたんだ」

			　だから。

			「自分が食い物にされても、文句は言えないよな？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　歯蟲がオリヴィアに食らいつく。

			　足に、胴に、腕に、肩に、首に、顔に、至るところに噛み付いている。

			　ブチブチと肉を引き裂かれ、オリヴィアが泣き叫ぶ。

			「いやっ、いやぁあああああ！　気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い！　ああああ！　痛い痛い痛い痛いッ!!」

			　その凄(せい)惨(さん)な光景に反して、歯蟲が肉を食むペースは遅い。ゆっくりとゆっくりと、歯蟲達は肉を噛み切っていく。

			「あああああァ！　どうしてッ!?　どうして私(わたくし)がこんな目に遭わないといけないんですか!?　嘘、こんなの、なんで、あああァ!!　嫌ぁあああああ!!」

			　折れた腕を振り回して、必死に歯蟲に叩き付ける。

			　何匹かの歯蟲がそれで潰れるが、他の個体は意にも介さず、オリヴィアに群がり続けていた。

			「アマツ様ぁ!!　えっ、英雄っ。英雄なら、こんなのおがじぃですわぁ!!　助けてぐだざい!!」

			「悪いが、勇者も英雄も辞めた身なんでな」

			「ごんなところでじにたくない！　だずげでええええッ」

			　髪を振り乱し、涙と鼻水と唾液で顔面を汚しながら、オリヴィアは必死に懇願する。両手両足の骨が折れていることで、逃げることも戦うこともままならない。

			　待ち受けるのは、歯蟲に喰らい尽くされる未来のみ。

			「お前が殺してきた人達も、死にたくないって思ってただろうよ。みんな……ガッシュだって。俺だってそうだった。それをお前は嘲(あざ)笑(わら)って、殺してきたんだ」

			「ごべんなざい！　わだぐしがまちがってましだ！　ゆるじて！　ゆるじでえ!!」

			　どいつもこいつも、他人を嘲(あざ)笑(わら)っていたぶっていたくせに、自分がその立場になれば途端に謝罪を始める。

			　自分がされて嫌なら、他人にしなければいいのに。

			「じにたくない……っ」

			　オリヴィアの声が小さくなっていく。

			　いくら力が弱いといっても、ひっきりなしに全身の肉を食い千切れば、一時間も経たないうちに息絶えてしまうだろう。

			「本当に悪いと思っているのか？」

			「……っ！」

			　その問いに、オリヴィアが何度も首を縦に振る。

			「もうじまぜん！　亜人も、混ざり者にも、もう何もじまぜん!!　アマツ様も、もう裏切りませんがらっ!!　ごめんなさい！　ごべんなざい！　だすけて!!」

			「……分かった」

			　そこまで言うのならと、俺はポーチからある物を取り出した。

			「高位のポーションだ。飲め」

			「……ああぁぁ」

			　一瞬だけケージを開け、ポーションを投げ込んでやった。

			　声にならない叫びを上げ、地面に落ちたポーションに向けてオリヴィアが芋虫のように這い寄る。

			　投げ込んだのは、相当な金額のポーションだ。高位のポーションというのも嘘じゃない。

			「んく……っぐ」

			　口で瓶を開け、オリヴィアが獣のようにポーションを飲み干した。

			　すぐに効果が発揮され、オリヴィアの傷が治っていく。

			　ただし、

			「……ぇ？」

			　ほんの少しずつ。

			「帝都で買った、『持続式ポーション』だ。通常のポーションと違って、一気に傷が治るわけじゃない」

			「あ……ああ」

			「その代わり、数時間の間、傷が少しずつだけ治り続ける、っていう効果があるんだよ」

			「ああああああああああッ」

			　オリヴィアの傷口が治る。治った部分を、歯蟲が食い千切る。その部分が治っていく。

			　その繰り返しだ。

			「持続式ポーションの中でも、飛び切り高いやつだ。まあ、そのペースなら半日くらいは保つんじゃないか？」

			「たずげてぐれるっていっだのに!!　うぞづき!!　どうじて!?」

			「そんなこと一言も言ってねえよ」

			　グチュグチュと肉を食(は)む音がひっきりなしに続く。

			「言ってたよな。ガッシュには、じぃぃぃっくり楽しんでもらったってさ」

			「あぁあ……」

			「だからお前も、じぃぃぃっくり楽しませてやるよ。嬉しいだろ？」

			「そんなぁぁああ……!!」

			　肉を食む音が響く。

			　

			　グチュグチュ。

			　グチュグチュグチュ。

			　グチュグチュグチュグチュ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　三時間ほど経過した。

			『助けてくれ』『死にたくない』『どうしてこんなことに』

			　最初はそんなふうに叫んでいたオリヴィアだったが、言っていることが変わってきた。

			「も……して。ころじて……ごろじてッ!!」

			　半日も経っていないというのに、もうそんなことを言っている。

			　ガッシュは半日耐えたと、自分で言っていたというのに。

			「安心しろ」

			　オリヴィアに言ってやる。

			「最初お前、『死にたくない』って言ってただろ？　だから、まだ生かしておいてやるよ」

			　絶望の表情を貼り付けたオリヴィアに、ニッコリと笑いながら言った。

			　

			「――俺は優しいからさ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あああああッ」

			　絶え間ない苦痛。

			　延々と肉を食いちぎられる。

			　そんな中で死ぬこともできない。

			「いや、いや、いや、いやぁあ……」

			　それからまた『死にたくない』と泣き叫び、かと思えば『殺してくれ』と懇願し始める。

			　それらすべてに、『自分が蒔いた種だ』と微笑んでやった。

			「だずげ……てぇ……」

			　そうしてさらに数時間後。

			　他人を嘲(あざ)笑(わら)い、食い物にしてきた女は。

			「良かったな。お前みたいなクズでも、蟲の餌(えさ)になれて。これがお前の言う、有効活用ってやつだろ？」

			　文字通り、骨も残さず、蟲の食い物(えさ)になった。

		

	
		
			第十九話　『暗闇から覗(のぞ)く者』

			　

			　オリヴィア・エリエスティールは死んだ。

			　全身を歯蟲に貪(むさぼ)られ、その苦痛に泣き叫びながら、絶望の中で死んでいった。

			　ケージの中に残るのは大量の血痕と、散らばったオリヴィアの衣服や装飾品だけだ。

			　オリヴィアの死を見届けた後、ここに俺達がやってきた痕跡を消して回った。

			　オリヴィアは魔物を用いたおぞましい実験を行っていた。その実験により、多くの村人が死亡。最終的にオリヴィアも実験中の事故により、魔物に食われて死亡。

			　恐らくはそういう筋書きになるだろう。後のことは、カレンが収拾してくれることになっている。

			　オリヴィアは『認められたい』などと叫んでいたが、このままいけば最悪の犯罪者として世に知られることになるだろうな。

			「……ガッシュ」

			　地下室を探ったが、ガッシュの亡骸はどこにもなかった。既に処分されてしまったのだろう。

			　どうして、あの善良な男がこんな死に方をしなきゃならないんだ。

			　オリヴィアが嬉々として語っていた内容を思い出して、胸が悪くなる。

			「クソ……」

			　……カレンは両親の死を受け止めきれるだろうか？

			　エルフィの機転のお陰で、オリヴィアの話は聞いていなかったはずだ。

			　だが、それも一時しのぎだ。彼女はすぐに、ガッシュの死を知ることになる。

			　父親に似て、領民のことを考えて、必死に頑張っていたカレン。その先に待っていたのがこんな結末なんて、間違っている。

			「……ちくしょう」

			　探索していくうちに、処分前だったのか、他の領民の物と思われる血痕や体の一部は僅かに見つけることはできた。

			　あいつの言葉通り、多くの人が犠牲になったのだろう。

			　死んでしまっては、生者の独りよがりになってしまうが。あの女が迎えた無様で凄(せい)惨(さん)な末路が、少しでも彼らの慰めになることを祈る。

			　それが俺にできる唯一のことだ。

			　さらに、オリヴィアがまとめていた洗脳魔術のレポートも発見した。

			　短時間でも単純な命令(オーダー)なら従わせることができる。時間をかけて洗脳すれば、メアリにしたように、複雑なこともさせられるようだ。

			　オリヴィア単独では複数の命令(オーダー)を同時に保ち続けられないから、指輪の力を借りていたらしい。

			　この指輪も自前のようだな。

			　また、洗脳以外でも魔力量によっては相手の感覚を狂わせたりすることができるらしい。

			「……洗脳。それに相手の感覚を狂わせる、か」

			　洗脳魔術の概要についてはあらかた理解した。直接オリヴィアから受けたので、行使の仕方も大体分かっている。

			　復(ふく)讐(しゆう)に利用できそうだな。

			「……これで三人目」

			　

			　マーウィン・ヨハネス。

			　ベルトガ。

			　オリヴィア・エリエスティール。

			　

			　自分だけのうのうと暮らしてきた裏切り者達に、復(ふく)讐(しゆう)を果たした。

			　絶望の淵に落とし、己の所業を後悔させ、心から謝罪させて、その上で殺してやった。

			　だが、まだこれからだ。

			　裏切り者はまだ何人もいる。ここで足を止めているわけにはいかない。

			　そうして自分がいた痕跡を完全に抹消し、地下室を後にしようとした時だった。

			「――誰だ」

			　不意に背後から視線を感じ、振り返った。

			　地下室には誰もいないはずだ。

			　誰かが屋敷から地下室に降りてきたのか？

			　その疑問は、振り返った先にあった物を見て間違いだとすぐに分かった。

			「――……」

			　部屋の隅。

			　薄暗い地下室の闇にまぎれて、一つの眼球が浮いていた。

			　水で構成されており、時折ポコポコと泡が眼球の内部に生まれている。

			　眼球と視線が合う。

			　水でできた無機質な眼球。

			　それが視線が交差した瞬間に、グニャリと。

			　怖気が走るような〝笑み〟の形に歪(ゆが)んだ。

			「――――」

			　次の瞬間、水泡が弾けるようにして、眼球が消滅した。

			「…………」

			　あれは魔術だ。誰かがあの眼球を生み出し、俺のことを見ていた。

			　一体誰が……？

			　先ほどまで眼球があったところを調べてみるが、魔力の残(ざん)滓(し)はない。

			　正体は分からないが、警戒の必要がある。

			　嫌な予感を感じながら、誰もいなくなった地下室を後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　カレンの屋敷に戻った頃には、日が暮れていた。

			　深夜にオリヴィアの下へ乗り込んだことを考えると、半日以上が経過していることになる。

			　それまで何も感じていなかったが、経過した時間を知ると途端に疲れが押し寄せてきた。

			「遅かったな」

			　屋敷の前で、エルフィが待っていた。

			「ああ」

			「どうだった？」

			「始末したよ」

			「……普通に殺したのか？」

			「ああ、変わったことはしてないよ。むしろ苦しまないよう持続式ポーションを使ってやった」

			「……相変わらずえげつないことを思い付くものだな」

			　その光景を想像したのか、顔をしかめながらも、「確かにあの女には相応しい末路だ」とエルフィは頷いた。

			　それから、地下室で見た水の眼球についても、説明しておいた。

			「誰かが遠隔系の魔術で、あの地下質での出来事を監視してたようだ」

			「もしくは、お前か私の行動を、な」

			　あるいは両方を、か。

			「眼球を飛ばして遠くの様子を窺(うかが)うなどという芸当は、誰にでもできるわけではない。私やオルテギアなどの上位魔族なら、分身体を構成してそれくらいはできるだろうがな」

			「上位の魔族か、あるいは腕の立つ魔術師か……」

			　魔王軍の刺客がこちらの動向を窺(うかが)っていた。もしくは、王国の魔術師のしわざという線もある。

			「どちらにしろ、厄(やつ)介(かい)な相手には違いない。警戒しておいてくれ」

			「承知した。監視者がいないか私の方でも注意しておこう」

			　既に迷宮を二つも踏(とう)破(は)しているのだ。

			　今のところ、追っ手には一度も遭(そう)遇(ぐう)していないが、いつ襲撃を受けてもおかしくはない。

			　このまま活動していれば、リューザスあたりが「よぉ、アマツキくぅん」と言いながら姿を現すのも時間の問題だろう。

			「まあ」

			　いくつかの可能性を考慮した上で、俺は結論を出した。

			　それは単(たん)純(じゆん)明(めい)快(かい)で、二度目の旅が始まってから決まっていたことだ。

			「誰が来ても、殺すだけの話だ」

			　復(ふく)讐(しゆう)対象ならば、後悔させてから殺す。

			　魔族だろうと人間だろうと、俺の邪魔をするなら殺すだけだ。

			「うむ」

			　頷くエルフィとともに、屋敷の中へ戻っていく。

			　その途中、ふと後ろを振り返った。

			　夕日が沈み、辺り一帯はすっかり暗くなっている。もう夜だ。

			　黒く塗り潰したような空には、星ひとつない。

			「――――」

			　あの日。

			　魔王城へ向かう前に見た空に、よく似ていた。

			　

			　――あの時の痛みを、今でも覚えている。

			　ドサリ、と地面に滑り落ちる右腕。切断された腕の断面が空気に触れた瞬間、燃えるような激痛に襲われる。切断面からダクダクと流れていく血が、体から熱を奪っていく。

			　――あの時の痛みを、今でも覚えている。

			　ザクリと音を立てて貫かれる胸。体の中を異物が貫く感覚に呼吸ができなくなった。喉の奥から血液が込み上がってくる。

			　――あの時の痛みを、今でも覚えている。

			　仲間達が浮かべる嘲(ちよう)笑(しよう)に、心が抉(えぐ)られるようだった。心の拠り所だったものが、信じていたことが、崩れ落ちていくあの絶望感。

			　――あの時の痛みが、焼き付いている。

			　裏切られたあの日からずっと、脳裏に焼き付いた痛みを忘れることができない。耐え難い苦痛に、脳を掻き毟(むし)りたい衝動に襲われる。

			　痛くて苦しくて堪らない。

			　なのに、どうしてあいつらはのうのうと生きているんだ!?

			　俺を利用して、食い物にして、裏切って、どうしてあいつらだけ何事もなかったかのように生きているんだ。

			　そんなのは、認められない。許してなるものか。

			　だから、一人残らず殺すんだ。

			　この耐え難い痛みを忘れるために。

			　

			「――俺が、先に進むために」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――驚いた」

			　過剰なまでに装飾された玉座の上に、一人の男が座っている。

			　前髪から一本の角を覗(のぞ)かせる、青髪の優男。

			　男はクルクルと前髪を弄(いじ)りながら呟く。

			「……まさか、生きていたなんてね」

			　男の手には、水でできた眼球が握られていた。

			「ま、感謝しないとね。生きていてくれたことに」

			　眼球を握り潰し、

			「もう一度、君のすべてを踏み躙(にじ)ることができるんだからさ」

			〝水魔将〟ディオニス・ハーベルクは嗤(わら)った。

			「ねぇ――アマツ？」

		

	
		
			閑話　『酒宴の後で』

			　

			　その夜、ギルドの隣にある酒場に大勢の冒険者が集まっていた。

			　誰もが楽しそうに酒を飲み、大声で笑い合っている。

			　その中央にいるのは、銀髪金眼の女だ。

			「ふはは！　どうした！　私に勝てる者はおらぬのか！」

			　ガブガブと酒を呑み、上機嫌に笑っている。

			「すげえ……。水でも飲むかのように……！」

			　呑み比べをしているようだが、いまだ冒険者は誰一人として勝てていない。潰れた冒険者達が床に転がり、死(し)屍(し)累(るい)々(るい)となっていた。

			「ふはははは!!」

			　得意気にしているアイツを見て、俺は息を吐く。

			　一部を除き、ここにいる冒険者はアイツの正体を知っている。人間に仇なす種族、魔族であると。

			　だがまさか、あの女の正体がかつて魔族を統べていた〝元魔王〟エルフィスザークだとは誰も思わないだろう。

			「…………」

			　エルフィ達が冒険者達と騒ぐのを、俺は端の席で静かに見ていた。

			　賑やかな酒宴だが、これに混ざる気は起きなかった。

			　テーブルに置いてある酒を、少しずつ呑む。

			　酒はあまり、好きじゃない。酔いにくい体質らしいが、呑むと嫌なことを思い出すからだ。

			　昔はよく、無理やり呑まされたものだ。

			『今日は勝利祝いだ！　浴びるほど呑むぞォ！』

			『僕はあんまり酒は好きじゃないから、遠慮しとくよ』

			『あァ!?　おいディオニス。シケたこと言ってんじゃねェよ！　おら、呑みやがれ！』

			『リューザスさん！　無理に呑ませちゃ駄目ですよ！』

			『……まあ、そういうルシフィナが一番呑んでるんだけどね』

			　酔って騒ぐリューザスに、巻き込まれて迷惑そうにしているディオニス。たしなめながらガブガブと呑んで、すぐに潰れていたルシフィナ。

			　俺はそうやって、騒いでいる仲間を端で見ているのが好きだった。

			　今はもう、反(へ)吐(ど)が出るほど嫌な記憶だ。できることならば、すべてなかったことにしてしまいたい。

			「伊織さん」

			　ボーッと考えていると、ミーシャがやって来た。

			　顔は赤いが、他の冒険者と違ってまだできあがってはいないようだ。

			「こんな端っこでどうしたんだ？　もしかして、酒苦手だった？」

			「いえ、少し考え事をしていただけです」

			　取り繕うように笑い、誤魔化すように酒を口に含む。

			　苦いな。

			「エルフィさん、凄いな。あれだけ呑んで、全然平気なんて」

			「……ええ」

			　視線を向けると、エルフィが樽ごと酒を呑んでいるところだった。

			　確か、今はアイツの体、頭と腕以外は分身体だったな。もしかしたら、酒では酔わないのかもしれない。

			「ミーシャさんはあまり酔っていないみたいですけど、呑まないんですか？」

			「あー、いや。アタシ、お酒を呑むと悪酔いしちゃってさ……。服脱いだりとか、訛(なま)りが出ちゃうとか、いろいろしちゃうみたいで。いつもは良いんだけど……その、今日はちょっと」

			　この後、何か用事でもあるのだろうか。

			「……そういえば、『ニャッ』っていうの、訛(なま)りだったんですね」

			　どうしてニャンメルが語尾に『ニャッ』を付けるのか疑問に思っていたが、まさか訛(なま)りだったとは思わなかった。もしかしたら他の亜人も、『ワン』とか『ピョン』とか訛(なま)りがあるのかもしれないな。

			「あ、ああ……。アタシ達が住んでいたあたりの言葉なんだ。ニャンメルは可愛いから、ニャッて言っても似合うけどさ……。ほら、アタシはこんなナリだし、訛(なま)っても気持ち悪いだけだろ……？」

			　自嘲気味に、ミーシャが笑う。

			「そうですか？　別に、似合ってたと思いますよ？」

			　いきなり『良かったニャ！』と言いながら飛びかかってきた時は、流石に驚いたけどな……。

			「え、あ……」

			　ミーシャが、驚いたように目を見開いた。

			「……ほ、本当か？」

			「？　はい」

			「そ、そうか……」

			　俺が頷くと、ミーシャが顔を背け、クルクルと指を弄り始めた。

			　それから小声で、

			「……にゃ、にゃあ」

			　何かを言いかけた時だった。

			「おい、〝閃(せん)光(こう)〟！」

			　やってきた冒険者の声が、ミーシャの声を掻(か)き消した。

			「主役がそんなところで何やってんだ！　こっちに来て呑もうぜ！　誰も〝爆裂〟に勝てないんだよ！」

			　どうやら、いまだエルフィには勝てていないようだ。さっきよりも、床に倒れている奴が増えている気がするな。

			「……ッ」

			　プルプルとミーシャが震え、

			「てめぇ、百万回死ねッ！」

			　声をかけてきた冒険者を怒鳴りつけた。

			「うお、どうしたミーシャ。お前酔ってんのか？」

			「うるさい！　ふざけんな、本当に、もう！」

			　顔を真っ赤にして怒鳴るミーシャに、近付いてきた冒険者が怯えている。

			「ミーシャさん、どうしたんですか？」

			「あ、いや……どうもしない、どうもしない」

			　声をかけると、ミーシャがコロッと顔色を変える。

			　やっぱり、酔っているのか？

			「おい、伊織！」

			　そうこうしていると、酒を呑んで上機嫌のエルフィがクイッと指を曲げてきた。

			「こっちに来い。やはり、私に勝てるのはお前しかいないようだ」

			　エルフィの言葉に、

			「おおおお！　〝爆裂〟と〝閃(せん)光(こう)〟の対決だ！」

			「いや、俺は……」

			「魔将殺し同士の飲み比べ勝負だ！　盛り上がってきたぞ！」

			　冒険者達がワイワイと騒ぐ。

			「ほれ、早くこっちに来い。前回は負けたが、一対一ならば負けはしない！」

			　……お前と飲み比べで戦った覚えはないんだけどな。

			　ワイワイと騒ぐ冒険者の視線が、俺達に向けられている。ここで断っては、興が冷めるか。

			　面倒だな。だから俺は来たくなかったんだ。

			「……分かったよ」

			「おおおおおお！」

			　頷き、エルフィの下へ行く。

			　冒険者達は、どっちが勝つか賭けを始めたようだ。

			「お前、だいぶ呑んでるみたいだけど大丈夫なのか？」

			「愚問だな。私を誰だと思っている？　この程度、ハンデにもならんわ」

			　冒険者達が持ってきた巨大なジョッキを、得意気にエルフィが持ち上げる。

			　そうか。なら大丈夫だろう。

			　どうせ、エルフィは酔わないのだ。適当なところで切り上げよう。

			「さぁ、勝負だ伊織ィ！」

			　こうして、俺とエルフィの飲み比べが始まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　宴会が終わり、宿への帰り道。

			　真っ青な顔をしたエルフィを背負いながら、俺は歩いていた。

			「うぅ。きもちわるい」

			「……頭と腕しかないのに、どうして酔えるんだ」

			　飲み比べが始まってから、数十分が経過した辺りで、エルフィがダウンした。

			　大した量ではなかったはずだが、それまでに呑み過ぎていたのだろう。

			「……分身体は元の体を完全に再現するからな。おぇ……」

			　変なところで不便な魔術だな。

			「だったら、そんなふうになる前にちゃんとセーブしろ」

			「……だって、伊織があんなに呑めるなんて思ってなかったんだもん！」

			　もんじゃねえ。

			「そんなに呑んでないだろうが」

			「あんだけガブガブ呑んでおいて、よく言う……化物か」

			　まあ、酔いにくいのは確かだけどな。

			「うぶ……」

			「おい、絶対に吐くなよ」

			「……あい」

			　エルフィを背負ったまま宿に帰ると、女将に苦笑された。会釈して、エルフィの部屋に向かう。

			　鍵を開けて中に入ると、中のあちこちに食べ物が転がっていた。

			　こいつ、いつの間にこんなに買い込んでたんだ？

			「ほら、着いたぞ」

			　ベッドにエルフィを放り投げ、俺は一度自分の部屋に帰って水を持ってくる。

			「ほら、飲め」

			「ん……」

			　青い顔をしていたエルフィだが、水を飲んで少し楽になったらしい。顔色が少し元に戻ってきた。

			「……それにしても、散らかった部屋だな」

			　特にベッドの周りが酷い。

			「連合国での目的は済んだ。あと数日で帝国に向かう。それまで片付けておけよ」

			「……伊織、やって？」

			「自分でやれ」

			「むぅ……。無礼者」

			　ベッドの上で、エルフィが拗ねたような声を出す。甘えるな。

			　今日は俺も疲れた。早いところ帰って寝たい。連合国にいるうちに調べておきたいこともあるしな。

			「……今日は楽しかったな」

			　ふと、エルフィがそう呟いた。

			「……そうだな」

			　俺は嫌なことを思い出しただけだ。口には出さないが。

			「あんなふうに騒いだのは、久しぶりだ」

			　寒いのか、エルフィはゴロンと毛布に包まった。

			「……じゃあ、俺は自分の部屋に帰る。何かあったら呼びに来い」

			　立とうとして、後ろから引っ張られた。

			　振り返ると、エルフィが服の裾を掴んでいた。

			「なんだ。まだ水が欲しいのか？」

			「……思い出したのだ」

			　それは小さな声だった。

			「昔はな、私も部下達とよくああして酒を呑んだ」

			「……そうか」

			「トールは呑んですぐに倒れて、アベルとフェイが酔って喧嘩して、ムスベルが暴れだして、グレイシアが怒って……。私は、ベルディアちゃんの上で、それを見て笑っていた。とても、楽しかった」

			　知らない名前だ。昔の仲間なのだろう。

			　毛布越しのエルフィの声は、震えていた。

			「……だけど、もう誰もいないのだな。トールも、アベルも、フェイも、ムスベルも、グレイシアも、ベルディアちゃんも……」

			「…………」

			「……忘れていたわけではないのだ。分かっていた。なのに……今さらになって、実感したのだ。皆……いなくなってしまった」

			　服の裾を掴む力が強くなる。

			「皆、殺されてしまった。……私は、皆を守ってやることができなかった」

			　鼻を啜る音が聞こえてきた。泣いているのか。

			「私は……一人になってしまった」

			　シーツを握り締め、エルフィが嗚(お)咽(えつ)を漏らす。

			　俺はエルフィの仲間を知らない。だから、言えることは一つしかない。

			「……だから、復(ふく)讐(しゆう)するんだ」

			　俺の言葉に、嗚(お)咽(えつ)が止まった。

			「……伊織」

			「お前の部下を殺した奴は、お前との約束を破ったオルテギアは、今ものうのうと生きている。そんなのを、お前には許せるのか？」

			「……許せない」

			「俺達は過去に囚われて、進めない。ずっと時間が止まったままだ。なのに、あいつらは今も進み続けている。俺達にしたことなんて、とっくに忘れてな。そんなのを、お前には許せるのか？」

			「許せない……ッ！」

			　ああ、そうだ。

			　そんなことは許せない。許せるわけがない。

			「――だから、復(ふく)讐(しゆう)してやるんだ。やったことを後悔させて、殺す。そうして、ようやく俺達は前に進むことができる」

			「…………」

			「お前は俺の復(ふく)讐(しゆう)に手を貸し、俺はお前の復(ふく)讐(しゆう)に手を貸す。それが、あの迷宮で交わした契約だ」

			　布団から顔を出し、こちらを向くエルフィに言う。

			「だから、俺もお前の復(ふく)讐(しゆう)に協力する。……お前の復(ふく)讐(しゆう)対象に、後悔させてやれ。お前を敵に回したことを」

			　エルフィが俺を裏切らない限り、利害が一致する限り、俺はお前との契約を守ると誓おう。

			「……ああ」

			　エルフィが頷いた。

			「――思い知らせてやるさ。骨の髄までな」

			　黄金の双(そう)眸(ぼう)に憎悪を湛え、凍えるような声でそう言った。

			　もう良いだろう。

			「……そのためにも、俺は早めに寝る」

			　明日もやることがたくさんあるんだからな。

			　立ち上がり、移動しようとしたところで、また後ろから引っ張られた。

			「……なんだ」

			　エルフィはゴロンと壁の方へ寝返り、俺に背を向けてから、

			「……感謝する」

			　そう小さく呟いた。

			「…………」

			　無言で、俺はエルフィの部屋を後にする。

			　感謝されるようなことは、何一つとしてしていない。

			　俺達は、お互いを利用する関係にある。お互いに、復(ふく)讐(しゆう)を成し遂げるために、契約を交わしたのだ。

			　だから、礼を言われるようなことは何一つとしてない。

			　だが……少しだけ、俺も感情を表に出し過ぎた。

			　どうやら、俺も呑み過ぎたらしい。

			　

			「……だから、酒は嫌いなんだ」
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